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調査の概要 

1.調査票の作成

2014年（平成26年）５月から10月にかけて、学生

委員会学生生活調査室で調査内容の企画立案を行

った。

2.調査の期間

2014年（平成26年）11月下旬～12月下旬。

3.調査の対象及び抽出率

学部男子・女子学生。学部・科類別無作為抽出法

で、在籍者数の1／4を抽出。

4.調査の方法

郵送調査で行い、対象者自身が記入する（自記式）

方法。

5.調査の内容

Ⅰ．基本的事項、Ⅱ．入学・進学・学業、Ⅲ．就職、 

Ⅳ．不安・悩み、Ⅴ．大学への要望、Ⅵ．家庭の状

況、Ⅶ．生活費の状況、Ⅷ．通学・住居、Ⅸ．奨学

金、Ⅹ．アルバイト、XI．具体的記述

報告について 

1.今回は、2012年（第62回）と同様に、学部男子・女子学生を対象として調査を行った。

集計結果の分析に当たっては、学部間・年度間・男女間等の相違に注目し、特異な数値傾向の把握に努めた。

2.学内広報掲載の報告については、調査票、単純集計表及びクロス集計表を省略した。省略した表等について

は、ホームページ掲載の報告を参照されたい。

3.2009年度までは、２分の１程度の具体的記述を原文のまま報告書に記載していたが、読む人によって個人が

特定できる可能性があること、さらに、報告書掲載の基準が恣意的になりやすいこともあり、2009年調査よ

り具体的記述は報告書に掲載しないこととした。ただ、このことは具体的記述を無視するとか軽視すること

を意味しているわけではなく、それぞれの具体的記述は学生生活調査室で検討するとともに、担当理事によ

っても検討され、大学の施策の改善に役立てられている。 

4.複数回答の設問については、回答者数（非該当及び無回答を除く）を分母にして百分率（パーセント）を算

出している。そのため、パーセントの合計は100％を超える場合がある。また、本文中の「ポイント」とは、

総数の百分率（パーセンテージ・ポイント）を表す。

5.今回の単純集計表及びクロス集計表は、大学総合教育研究センターの作成による。
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グラフと表について 

 

1.今回、本文に掲載した経年変化のグラフと表については、1986年調査までさかのぼって取り上げた項目がい

くつかあり、「表１」に1986年以降の調査の実施状況を表示した。なお、時系列グラフについては、年度によ

って設問や選択肢が変更されている場合があるので注意が必要である。 

2.文中に掲げたグラフと表については、それぞれの年の比較を見やすくするため「無回答」及び「非該当」を

除いた比率で作成している。ただし、時系列の場合には、2007年までは無回答を含んでいる。また、個々の

数値を四捨五入しているため、合計が100％に満たないものと100％を超えるものがある。 

3.複数回答の設問については、今回調査から回答者数（非該当及び無回答を除く）を分母にして百分率（パー

セント）を算出している。そのため、パーセントの合計は100％を超える場合がある。 

4.平均値の算出は、非該当及び無回答のものを除く該当者平均を求めた。 

5.作表の説明変数として用いた用語の定義は、次のとおりである。 

  「全体」･･････････････････回答者全員の比率を示す。 

「文科系」「理科系」･･･････在籍する学部により二つの系に区分したものを示す。 

「本郷」「駒場」「弥生」････学生が主に通学するキャンパスを示す。 

 

 

表１ 学生生活実態調査実施状況一覧表 
 

回 数 調査年月 対象学生 抽出率 対象者数 回収率 調査方法 

           人    ％   

第36回 1986年11月 学部男子・女子  男・女 １／10 1,385 72.6  郵送自記式 

第37回 1987年11月 学部男子・女子  男・女 １／10 1,432 73.9  〃 

第38回 1988年11月 学部男子・女子  男・女 １／10 1,459 70.9  〃 

第39回 1989年11月 学部男子・女子  男・女 １／10 1,480 78.5  〃 

第40回 1990年11月 学部男子・女子  男・女 １／10 1,504 63.1  〃 

第41回 1991年11月 学部男子・女子  男・女 １／10 1,530 62.2  〃 

第43回 1993年11月 学部男子・女子  男・女 １／10 1,593 64.8  〃 

第44回 1994年11月 学部男子・女子  男・女 １／８ 2,005 60.6  〃 

第45回 1995年11月 学部男子・女子  男・女 １／８ 2,011 64.0  〃 

第46回 1996年11月 学部男子・女子  男・女 １／８ 2,004 60.9  〃 

第47回 1997年11月 学部男子・女子  男・女 １／８ 1,990 60.2  〃 

第48回 1998年11月 学部男子・女子  男・女 １／８ 1,964 60.3  〃 

第50回 2000年11月 学部男子・女子  男・女 １／８ 1,917 54.4  〃 

第51回 2001年11月 学部男子・女子  男・女 １／８ 1,900 49.6  〃 

第52回 2002年11月 学部男子・女子  男・女 １／４ 3,749 37.2  〃 

第53回 2003年11月 学部男子・女子  男・女 １／４ 3,700 40.6  〃 

第55回 2005年11月 学部男子・女子  男・女 １／４ 3,534 38.7  〃 

第56回 2006年11月 学部男子・女子  男・女 １／４ 3,455 32.8  〃 

第57回 2007年11月 学部男子・女子  男・女 １／４ 3,406 43.0  〃 

第58回 2008年11月 学部男子・女子  男・女 １／４ 3,506 45.2  〃 

第60回 2010年11月 学部男子・女子  男・女 １／４ 3,419 42.6  〃 

第62回 2012年11月 学部男子・女子  男・女 １／４ 3,346 45.3 〃 

第64回 2014年11月 学部男子・女子 男・女 １／４ 3,337 44.0 〃 

（注）「休学者」「外国人留学生」は、対象学生から除かれている。1992年調査は「外国人留学生」を含む。 
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対象者数（人） 回収数（人） 回収率（％） 対象者数（人） 回収数（人） 回収率（％） 対象者数（人） 回収数（人） 回収率（％）

文科一類 170 92 54.1% 46 29 63.0% 216 121 56.0%

文科二類 153 70 45.8% 28 10 35.7% 181 80 44.2%

文科三類 152 71 46.7% 93 48 51.6% 245 119 48.6%

小　計 475 233 49.1% 167 87 52.1% 642 320 49.8%

理科一類 564 256 45.4% 43 21 48.8% 607 277 45.6%

理科二類 223 100 44.8% 66 33 50.0% 289 133 46.0%

理科三類 41 24 58.5% 8 6 75.0% 49 30 61.2%

小　計 828 380 45.9% 117 60 51.3% 945 440 46.6%

1,303 613 47.0% 284 147 51.8% 1,587 760 47.9%

182 72 39.6% 48 19 39.6% 230 91 39.6%

101 36 35.6% 30 7 23.3% 131 43 32.8%

460 162 35.2% 48 23 47.9% 508 185 36.4%

142 46 32.4% 52 22 42.3% 194 68 35.1%

140 71 50.7% 16 11 68.8% 156 82 52.6%

114 49 43.0% 44 25 56.8% 158 74 46.8%

150 58 38.7% 30 16 53.3% 180 74 41.1%

74 29 39.2% 26 15 57.7% 100 44 44.0%

35 16 45.7% 16 9 56.3% 51 25 49.0%

32 13 40.6% 10 8 80.0% 42 21 50.0%

1,430 552 38.6% 320 155 48.4% 1,750 707 40.4%

2,733 1,165 42.6% 604 302 50.0% 3,337 1,467 44.0%

2,751 1,187 43.1% 595 328 55.1% 3,346 1,515 45.3%
2012年(第62回)
調　　　　　査

医　学　部

工　学　部

文　学　部

理　学　部

農　学　部

経済学部

※回収された調査票には、全て白紙の調査票が6通含まれていたため、集計は、6人分を除外した1,461人で行っている。

表２　　2014年（第64回）学生生活実態調査回収状況一覧

教養学部（後期）

教育学部

薬学部

後期課程計

前期課程計

教養学部（前期）

男　　　　　子 女　　　　　子 全　　　体

法　学　部

　　　　　　　　男女別

学　部

文科

理科

合　　　　計
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第１部 学生生活の評価と将来の選択 

 

１－１．入学・進学・学業 

 

１－１－１．入学について 

 

 

 

 

 

 

 「東大を受験する際に東大に入学することをどの程度希望していましたか」への回答結果は、「浪人しても東

大に入りたいと思っていた」が57.6％（前回60.0％）、「東大がだめなら他大学でもよいと思っていた」が41.0％

（前回39.2％）、「他大学がだめなら東大でもよいと思っていた」が1.4％（前回0.8％）であった（クロス集計

表１－１表）。 

東大への強い入学希望をもっている学生の割合は前回2012年度と比べると微減している。しかし、中長期的

傾向としては、東大入学希望の強さは2005年（第55回）を境に大きく上昇し（2003年48.6％→2005年59.0％）、

その後も常に６割近くを維持している。今回の調査では、その傾向が微減したが、大きく見れば前回とほぼ同

じような傾向であると言える（図1）。 
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図１ 東大に入学することをどの程度希望していましたか

浪人しても東大に入りたいと思っていた

どうしても入りたかった

だめなら他大学でもよいと思った

なんとなく

他大学がだめなら東大でもよいと思った

入学の希望は「浪人しても東大に入りたかった」57.6％ 

入学の動機は「社会的評価が高いから」52.1％ 

入学時に進学希望学部あるいは学科を決めていたのは51.3％ 
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「東大入学の動機は、どれにあたりますか」（３つまで選択）への回答では、「社会的評価が高いから」が52.1％、

「入学後に学部の選択が可能だから」が43.5％、「私大に比べて授業料が安いから」が37.3％で上位３つを占め

ており、前回と同順であり、傾向はほとんど変わっていない（図2、クロス集計表１－２表）。 
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親・兄弟・姉妹の勧めで

高校の先生や友人などの勧めで

社会的評価が高いから

スタッフ、設備が優れているから

将来の就職を考えて

難関を突破したかったから

私大に比べて授業料が安いから

東大の伝統や雰囲気にあこがれて

入学後に学部の選択が可能だから

％

図２ 東大入学の動機は、どれにあたりますか（主なものを３つまで選択）

（複数回答、回答者数を分母）

2014 2012 2010
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「入学するときに進学する学部あるいは学科等を決めていましたか」への回答では、「学部のみ決めていた」

が28.6％、「学科等まで決めていた」が22.7％、「学部、学科は決めていなかった」が48.7％であった（クロス

集計表１－３表）。 

時系列での変化をみてみると、学部あるいは学科等を決めている学生が減り、決めていない学生が増えてい

る傾向がみられる。2001年以降、学部あるいは学科を決めずに入学する学生は３分の１を超え、年々微増して

いる。東大の大きな特徴である進学振分け制度（現在は「進学選択制度」に変更。以下同じ。）や       

late specializationに学生の志向も適合してきているとみられる（図3）。 
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図３ 入学するときに進学する学部あるいは学科等を決めていましたか

学部のみを決めていた 学科等まで決めていた

学部、学科は決めていなかった 無回答
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１－１－２．進学について 

 

 

 

 

 

 

 進学内定者及び後期課程学生のみが回答する「進学の決定（内定）は希望通りでしたか」の回答では、「希望

通り決定（内定）した」が81.5％、「ほぼ希望通り決定（内定）した」が13.7％、「希望通りでなかった」が4.8％

で、ほとんどの人が希望通りに進学が決まっている（クロス集計表１－７表）。 

時系列でも、近年大きな変動はみられていない（図4）。 
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図４ 進学の決定（内定）は希望通りでしたか

（進学内定者、後期課程学生のみ）

希望通り決定した ほぼ希望通り決定した

希望通りでなかった 無回答

％

「希望通り・ほぼ希望通り」進学決定（内定）したのは 95.2％ 

在籍学部・学科等に「満足・まあ満足」している学生は 75.9％ 

進学振分け制度「現行のままでよい」は 40.5％と前回より増加 
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「現在在籍している学部・学科等（科類）に満足していますか」では、「満足している」が30.7％、「まあ満

足している」が45.2％、「どちらとも言えない」が13.4％、「やや不満である」が6.9％、「不満である」3.7％で

あった（クロス集計表１－４表）。 

時系列でみると、前回以降、「満足している」が4.3ポイント減、「まあ満足している」が2.3ポイント増で、

両者を集計した満足度は2ポイント減少しているが、全体の傾向としては、７割以上の者が満足しており大きな

変化は見られない（図5）。 
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図５ 現在在籍している学部・学科等（科類）に満足していますか
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 「進学振分け制度についてどのように考えていますか」では、「現行のままでよい」が40.5％（前回より5.7

ポイント増）、「点数以外の振り分け基準を取り入れた方がよい」が25.1％（前回より5.3ポイント減）、「入学時

にもう少し細かく進路を決める制度の方がよい」が14.4％（前回より1.4ポイント減）、「特に考えているこ

とはない」が20.0％（前回より1ポイント増）で、前回と比べると総じて制度変更への要求が減退している

（クロス集計表１－６表)。

2008年を境に、それまでの制度の「現状維持」への要求が増加から減少へと転じたが、今回調査では、また

増加の兆しが現れている（図6）。 
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図６ 進学振分け制度についてどのように考えていますか（時系列）

現行のままでよい

ガイダンス以外に進学先の内容がもっとわかるようにしてほしい

点数以外の振り分け基準を取り入れた方がよい

入学時にもう少し細かく進路を決める制度の方がよい

特に考えていることはない

その他

無回答

9



 

 

学部別では、学部による差異がみられ、「現行のままでよい」は、薬学部75.0％、医学部58.3％、農学部47.1％、

理学部42.5％、工学部42.0％と理科系学部で総じて高く、文科系では経済学部が47.9％と高くなっている（図7、

クロス集計表１－６表）。 
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図７ 進学振分け制度についてどのように考えていますか（学部等別）
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１－１－３．カリキュラムについて 

 

 

 

 

 

 「現在のカリキュラムに満足していますか」では、「満足している」13.3％、「まあ満足している」47.3％と

なっており、満足している者は60.6％と６割を超えている（クロス集計表１－８表）。 

時系列でみると、2005年以降、過半数の者がカリキュラムに満足しており、満足している学生の比率は次第

に高くなっている（図8）。 
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図８ 現在のカリキュラムに満足していますか（時系列）

満足している まあ満足している どちらとも言えない
やや不満である 不満である 無回答

カリキュラムに「満足・まあ満足している」は 60.6％ 

カリキュラムの消化が「できる・まあできる」は 78.6％ 
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 学部別では、学部による満足度の違いがみられ、「満足している」と「まあ満足している」を合わせて 6 割以

上の学部を上位から挙げると、文学部 81.7％、教養学部・後期課程（文系）80.6％、医学部 77.7％、薬学部

75.0％、理学部 72.8％、工学部 69.1％、教育学部 64.0％、経済学部 62.5％となる（図 9）。 

前回と比べると、教養学部・後期課程（理系）が 69.2％から 41.6％へと 27.6 ポイント、1 位だった経済学

部が 75.0％から 62.5％へと 12.5 ポイント、農学部が 67.8％から 56.9％へと 10.9 ポイント、それぞれ大きく

満足度が下がった点が注目される。 

他方、今回満足度 80.6％で 2 位となった教養学部・後期課程（文系）は前回調査では満足度 7 割前後の学部

群には入っておらず、今回飛躍的に上昇しており、1 位の文学部も 72.4％から 81.7％へと 9.3 ポイントへと大

きく上昇した。今回調査での満足度の学部間における共時的相違だけでなく、前回と今回の調査での満足度の

通時的変動が学部ごとに大きく異なる点が注目される。これは各学部がそれぞれのカリキュラム改革を再考す

る上で重要であろう。 

【以上の分析の基礎となる数値等は、前回調査報告書（「2012 年（第 62 回）学生生活実態調査の結果報告書」

（2013 年 12 月 11 日発行）12、75 ページ）に基づいている。ただし、対象となった学生数の少ない学部・科類

については、数値が大きく変動する可能性がある点には、留意が必要である。】 
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図９ 現在のカリキュラムに満足していますか（学部等別）

満足している まあ満足している どちらとも言えない

やや不満である 不満である
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「現在のカリキュラムを消化できますか」への回答では、「できる」が29.3％、「まあできる」が49.3％で消

化できると答えた者は78.6％であった（クロス集計表１－９表）。 

時系列でみると、前回とほぼ同様の結果となっているが、2007年・第57回以前と比較すると、「できる」が10

ポイント以上減少し、「まあできる」が10ポイント前後増加する傾向が続いている。「できる」と「まあできる」

を合わせた比率は、2006年調査まで微増傾向があったが、それ以降は僅かな変動幅で80％前後で安定している

（図10）。 
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図１０ 現在のカリキュラムは消化できますか（時系列）

できる まあできる 多少困難 できない 無回答
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 学部別では、学部によってカリキュラム消化に違いがみられる。「できる」と「まあできる」を合わせて 80％

以上の学部を挙げると、文学部 95.8％、経済学部 91.7％、教育学部 88.0％、教養学部・後期課程（文系）87.1％、

医学部と農学部 86.1％、薬学部 85.0％、法学部 82.2％となる（図 11）。 

前回調査で 92.3％だった教養学部・後期課程（理系）が今回調査では 66.6％と 25.7 ポイントもカリキュラ

ム消化率を大きく下げていることは、カリキュラム満足度が 27.6 ポイント下がっていることと相関しているで

あろう。 

【以上の分析の基礎となる数値等は、前回調査報告書（「2012 年（第 62 回）学生生活実態調査の結果報告書」

（2013 年 12 月 11 日発行）14、75 ページ）に基づいている。ただし、対象となった学生数の少ない学部・科類

については、数値が大きく変動する可能性がある点には、留意が必要である。】 
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図１１ 現在のカリキュラムは消化できますか（学部等別）

できる まあできる 多少困難 できない
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１－１－4．キャンパスにいる時間 

 

 

 

 

 学生が平日の夜にキャンパスにいつまで、どのくらいの頻度でいるのか尋ねた。その結果は、「夜9時過ぎま

でキャンパスにいることはない」は40.6％と4割である。他方、「夜9時過ぎまでキャンパスにいることはある」

が32.8％と３割をこえ、「夜10時過ぎまでキャンパスにいることはある」が13.5％、「夜11時過ぎまでキャンパ

スにいることはある」が4.4％、「夜12時過ぎまでキャンパスにいることはある」が8.7％である。夜9時以降キ

ャンパスにいた経験のある学生の比率は59.4％であり、この傾向は前回・前々回の調査結果とほとんど変わら

ない。キャンパスライフと私生活のワークライフバランスの観点からは、いささか留意すべきであろう。なお、

文科系と理科系を比較した場合、理科系の者がキャンパスにいる者の割合が高く、特に「夜11時過ぎまでキャ

ンパスにいることはある」は文科系1.4％に対して理科系は6.7％、「夜12時過ぎまでキャンパスにいることはあ

る」は文科系4.1％に対して理科系12.2％であり、多くの学生が夜遅くまでキャンパスに残った経験がある（図

12）。男子と女子では有意な差はないが、男女ともに授業時間外の深夜までキャンパスにいる傾向がある。 

 さらに、キャンパスに残っている者にその頻度をたずねると、「半年で1、2回」が13.2％、「月に1、2回くら

い」が28.8％、「週に1、2回くらい」が36.7％で、合わせて78.7％。4分の3以上が多くても週に1、2回程度は夜

遅くまでキャンパスに残っている。さらに「週に3、4回くらい」は13.9％、「ほぼ毎日」が7.4％となっており、

高い頻度で遅くまでキャンパスに残る学生が2割を超える。また文科系理科系別でも、理科系の方が文科系に比

べてキャンパスにいる時間が長くなっている（クロス集計表１−１３～１４表）。 

 

 

 

 また、「土曜・日曜・祝日にキャンパス内にいたことはある」者の割合は、78.6％と8割近くに達し、この傾

向も前回・前々回の調査結果と変わらない。文科系理科系別では、文科系78.6％に対して、理科系79.2％と両

者の差はほぼなくなり、ともに高い傾向が続いている（クロス集計表１－１５表）。 

授業の行われていない週末でも、文科系・理科系を問わずキャンパスにいたことがある人が多い。もっとも

部活動や文化祭、各種講演会など、自主的な活動でキャンパスにいる可能性もあるので、この傾向が望ましく

ないとまではいえない。  
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図１２ キャンパスにいる時間（文科系理科系別）

夜12時過ぎまでキャンパスにいることはある 夜11時過ぎまでキャンパスにいることはある

夜10時過ぎまでキャンパスにいることはある 夜9時過ぎまでキャンパスにいることはある

夜9時までキャンパスにいることはない

「夜 9 時以降キャンパスにいることはある」学生は、59.4％ 

「土曜・日曜・祝日にキャンパス内にいる」者の割合は、78.6％ 
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１－１－５．学部卒業後の進路予定について 

 

 

 

 

 

 

 「学部卒業後、どのような進路を予定していますか」では、「進学」（「大学院修士課程に入学する」38.1％、

「大学院博士課程まで進学する」9.9％、「専門職課程に入学する」1.9％、「学士入学する」0.2％）が50.1％、

「就職」（「就職する」33.9％、「起業する」0.4％）が34.3％、「その他」（「進学も就職もしない」0.4％、「まだ

決めていない」14.7％、「その他」0.6％）が15.7％であった（クロス集計表１－１０表）。 

時系列でみると、「進学」は1993年には38.9％であったが、次第に増加し2005年以降は半数を超えている。た

だし、近年やや減少傾向もみられる。これに対して、「就職」は増減はあるものの約３分の１となっている。「そ

の他」は、2003年までは、２割を超えていたが、その後減少傾向にある（図13）。 

 

 

0

10

20

30

40

50

60

1993 1994 1995 1996 1997 1998 2000 2001 2002 2003 2005 2006 2007 2008 2010 2012 2014

図１３ 卒業後の予定進路（時系列）

進学 就職 その他 無回答

文科系は就職希望者が 59.8％（前回 63.3％）、理科系では進学希望者が 70.6％（前回 71.7％） 

男子は進学希望者 51.2％（前回 54.0％）、女子は就職希望者が 40.2％（前回 47.2％） 

主な大学院進学の理由第１位は、「より高度の知識・技術を身に付けるため」で 77.5％ 
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 男女別でみると、男子は「進学」が女子よりも6.7ポイント高い（男子51.2％、女子44.5％）が、前回調査で

はこの差は15.2ポイントあり、「進学」選択率の男女格差は8.5ポイント縮小している。女子は「就職」が男子

よりも7.2ポイント高い（男子33.0％、女子40.2％）が、「就職」選択率の男女差は前回調査での12.7ポイント

よりも5.5ポイント縮小している。「進学」と「就職」の選択における男女差は大幅に縮小している。他方、文

科系理科系別でみると、理科系は「進学」が７割近くを占め（理科系70.6％、文科系23.0％）、文科系は「就職」

が理科系の約４倍である（文科系59.8％、理科系15.1％）ことから、文科系理科系で卒業後の進路予定に大き

な違いがあることがみてとれる（図14）。この傾向は前回とほとんど変わっていない。 

 「大学院に進学する」と答えた人に「その理由」を聞いてみたところ（２つだけ選択）、「より高度の知識・

技術を身に付けるため」が77.5％と、他の項目と比べて圧倒的に高く、次いで「良い就職先を得るため」が27.4％、

「大学で教育・研究職に就くため」が19.8％、「まだ社会に出たくないから」が17.6％という結果となった。男

女別では、全体的に大きな差異はみられなかったが、「大学院修了ということで社会的評価が高いから」（男子

8.3％、女子4.5％）で男子が3.8ポイント高く、「大学外で教育・研究職に就くため」（男子13.2％、女子17.9％）

で女子が4.7ポイント高いという違いがみられた（クロス集計表１－１１表）。 
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図１４ 学部の卒業後、どのような進路を予定していますか

（男女別、文科系理科系別）

大学院修士課程に入学する 大学院博士課程まで進学する
専門職学位課程に入学する 学士入学する
就職する 起業する
進学も就職もしない まだ決めていない
その他
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１－２．就職 

 

 

 

 

 

 

 

 

就職については、どのような「部門」の職業に就きたいと思っているのかについて、様々な職業を提示して1

つ選択するように質問した。その結果、「民間企業」との回答が最多で55.4％、続いて「公務員」との回答が2

番目に多く31.4％となった。「民間企業」、「公務員」以外の選択肢は「自営業」、「非営利団体」、「起業」、「その

他」であったが、いずれも選択した回答者の割合は前回同様10％以下であった。 

なお、前回実施した調査でも全く同じ質問を実施しており、今回の結果は、前回の結果と極めて類似したも

のとなった（クロス集計表２－１表）。 
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図１５ 就職希望職種（時系列）

大学・公的機関の教育・研究職 大学の教育・研究職 官公庁の教育・研究職

研究所の研究職 企業等の研究職 技術職

事務職 販売職 教育職（大学を除く）

行政職（公務員） 管理職 専門職（医師、法曹、公認会計士等）

マスコミ（新聞記者、放送記者等） その他 無回答

技術職

事務職 マスコミ（新聞記

者、放送記者等）

教育職（大学等を除く）

その他

無回答

大学・公的機関

の教育・研究職

専門職（医師、法

曹、公認会計士等）

企業等の

研究職

行政職

(公務員)

・どのような「部門」の職業に就きたいと思っているかについては、民間企業との回答が最多で 55.4％、

公務員との回答が 2 番目に多く 31.4％ 

・どのような「職種」に就きたいと思っているかについては、大学・公的機関の教育・研究職が最も

多く 17.3％ 
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また、どのような「職種」に就きたいと思っているかについて、選択肢から1つを選ぶように質問したところ、

「大学・公的機関の教育・研究職」との回答が最も多く17.3％、続いて「企業等の研究職」との回答が2番目に

多く16.6％、その後は「専門職（医師、法曹、公認会計士等）」が13.8％、「技術職」が13.0％、「行政職」が9.7％

などとなった。なお、全く同じ質問を前回の調査でも行っており、その際の回答も、今回の回答と極めて類似

したものであった（図15、クロス集計表２－２表）。 

 なお、文科系理科系別の就職希望職種の調査結果は図16を参照。 

 

 

 

更に、その職業に就きたい理由について、選択肢から1つ選ぶように質問したところ、「自分の特技・能力や

専門知識が活かせる」との回答が最も多く37.8％、続いて「人を助けたり社会に奉仕できる」との回答が2番目

に多く18.8％、その後は「安定した生活が保障されている」が10.2％、「十分な収入が期待できる」が9.2％、

「独創性や創造性が発揮できる」が7.8％などとなった。この質問項目についても2012年に同一の内容を調査し

ており、今回の回答はその際の回答と似通った結果となった（クロス集計表２－３表）。 

 また、文科系理科系別の就職希望職種の理由の調査結果は図17を参照。 
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図１６ 就職希望職種（文科系理科系別）

大学・公的機関の教育・研究職 企業等の研究職 技術職

専門職（※大学教員や研究職以外） 販売職 マスコミ

教育職（大学を除く） 事務職 行政職

管理職（会社役員等） その他
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図１７ 就職希望職種の理由（文科系理科系別）

人を助けたり社会に奉仕できる 安定した生活が保障されている

十分な収入が期待できる 自分の特技・能力や専門知識が活かせる

国際的な仕事ができる 社会的な地位・名声が得られる

組織にしばられず、自由な活動ができる 人や組織を動かすことができる

独創性や創造性を発揮できる その他
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１－３．不安・悩み 

 

 

 

 

 

 学生が不安や悩みとして最も多くあげた項目は「将来の進路や生き方」で「よく悩む」と「ときどき悩む」

を合わせて83.7％にのぼる。これに次いで多いのは、「就職」（同68.8％）、「勉学（成績・単位など）」（同66.1％）、

「経済的なことや経済的自立」（同62.9％）などとなっている。この傾向は前回・前々回とほぼ同様である。具

体的記述にも、「大学院進学か就職か、判断の助けとなる情報をもっと提供してほしい」「卒業後の進路や女性の

キャリアについて相談できるような機会がほしい」「進路に悩む。やりたいことがわからない」「就職活動がうま

くいくか心配」といった進路選択や就職活動に関連する不安や悩みについての声が多数寄せられた。逆に、不

安や悩みが少ないのは「教職員との対人関係」（同10.7％）、「自分の体調や健康」（同38.1％）などとなってい

る（図18）。 

 多くの項目で女子の方が男子より悩む割合が高い。とくに「自分の性格」で男子が「よく悩む」と「ときど

き悩む」を合わせて51.4％に対して、女子は67.6％、「性・異性・恋愛・結婚」は男子57.9％、女子68.2％、「勉

学（成績・単位など）」では男子65.0％、女子70.8％、「自分の体調や健康」では男子36.4％、女子45.0％、「就

職」は男子67.1％、女子75.4％となっている。これに対して、「経済的なことや経済的自立」などは男子と女子

でほとんど差が見られない（クロス集計表３－１－１～１１表）。 
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人生の意義・目標

自分の体調や健康

自分の性格

経済的なことや経済的自立

性・異性・恋愛・結婚

教職員との対人関係

友人との対人関係

将来の進路や生き方

就職

学部進学や大学院進学

勉学（成績・単位など）

図１８ 不安・悩みの程度

よく悩む ときどき悩む あまり悩まない 全く悩まない

「将来の進路や生き方」に 83.7％の学生が悩みを感じている 

相談する相手は、父母、大学内のサークルや団体の友人、大学外の友人、大学内の同じ学科や研究室の友人

学生の 46.2％が過去 6 か月の間に「強い不安に襲われた」 
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 不安や悩みの相談相手として最も多くの学生があげたのは、「父・母」で「よく相談する」と「時々相談する」

を合わせると41.4％となっている。次いで、「大学内のサークルや団体の友人」（同38.0％）、「大学外の友人」

（同33.9％）、「大学内の同じ学科や研究室の友人」（同28.6％）などとなっている。これに対して、学生が相談

相手としてあげられることが少なかったのは、「なんでも相談コーナー・学生相談所等」（同1.9％）、「大学の教

職員」（同2.6％）、「兄弟・姉妹」（同11.3％）となっている。これらは、前回までとほぼ同じ傾向である（図19）。 

 なお、相談したり話し合ったりするのも男子より女子の割合の方が高い。たとえば、「父・母」に「よく相談

する」と「ときどき相談する」を合わせると、男子は36.9％に対して、女子は59.4％となっている。「兄弟・姉

妹」、「大学内の同じ学科や研究室の友人」、「大学内のサークルや団体の友人」、「大学外の友人」、「恋人」のい

ずれも、男子より女子の方が相談したり話し合ったりする割合が高い（クロス集計表３－２－１～９表）。 

 

 

 

 最近６ヶ月の間に、体験したり悩んだりしたメンタルヘルスに関わる事項については、最も多いのは、「強い

不安に襲われた」で「しばしば体験した」と「ときどき体験した」を合わせて46.2％、次いで「人と話してい

てとても緊張したり、不安を感じた」（同34.9％）、「やる気がなくなり、無気力状態（アパシー）になった」（同

34.8％）、「気分が落ち込んだり、何にも興味が持てなくなった」（同33.5％）などとなっている。これに対して、

体験したり悩んだりしたことで少ないのは「バス・地下鉄・電車などの乗り物に乗るのが怖かった」（同4.3％）、

「体の病気でもないのに、息切れ・めまい・動悸などがした」（同10.2％）、「食欲がなくなり、食べ物を口にし

たくないと思った」（同10.7％）などとなっている（図20）。これらも前回までと同様の傾向である。 

 具体的記述にもメンタルヘルス上の困難を訴えるものが複数見られ、中には「精神的に追いつめられ、自殺

も考えた」「死にたい」という訴えもあり、困難を抱えた学生が適切な支援を受けられるように、全学的な支援

体制の一層の整備と、キャンパス内の身近な相談先としての相談施設の利用促進が求められよう。 

 こうした体験や悩んだりしたことについても、多くの項目で男子より女子の方が高い割合になっている。た
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図１９ 不安や悩みを感じた時の相談先

よく相談する ときどき相談する たまに相談する 全く相談しない
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とえば、「ついつい過食してしまう傾向があった」は、「しばしば体験した」と「ときどき体験した」を合わせ

て男子22.3％に対して、女子46.0％となっている。また、「人と一緒にいてもさびしい感じがした」は男子24.5％、

女子42.3％、「強い不安に襲われた」は男子43.4％に対して、女子56.4％、「気分が落ち込んだり、何も興味が

持てなくなった」は男子31.2％、女子43.5％、「イライラしたり、物を壊したり人を傷つけたりしたい衝動にか

られた」は男子16.9％、女子28.6％となっている（クロス集計表３－３－１～１２表）。 

 

 

 

 また、「過去１年間に体調の不調があった」について、「よくあった」と「ときどきあった」を合わせると33.7％

の学生が何らかの体調の不調があったとしている。これを男女別に見ると、男子では「よくあった」、「ときど

きあった」合わせて30.5％であるのに対して、女子では合わせて46.0％と、女子の方が体調の不調を訴える割

合が高い（図21）。 

 体調の不調があった時の対処法としては、「地域のクリニックや病院を受診」が50.0％で最も多く、次いで「家

族に相談」49.6％「保健センターの診療部の受診」22.0％の順になっている（クロス集計表３－５表）。 
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強い不安に襲われた

図２０ メンタルヘルスに関わる体験

しばしば体験した ときどき体験した

あまり体験しなかった 全く体験しなかった
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 全学の学生相談施設の認知度については、「キャリアサポート室」は、「知っていて利用したことがある」と

「知っているが、利用したことがない」を合わせると64.8％と、学生に最もよく知られている。次いで、「なん

でも相談コーナー」(同61.3％)、「ハラスメント相談所」(同60.9％)、「バリアフリー支援室」(同60.1％)、「駒

場学生相談所」(同58.7％)、「学生相談所（本郷・柏）」(同53.7％)、「精神保健支援室（保健センター精神科）」

(同51.0％)などとなっている。逆に、「産業医健康相談窓口」(同12.1％)、「女性研究者支援相談室」(同13.9％)

は、認知度が低いという結果となった（図22、クロス集計表３－６－１～１１表）。 
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１－４．大学への要望 

 

 

 

 

 

 

 

 大学への要望で「とても期待する」と「期待する」を合わせて最も多いのは前回3位（73.3％）であった「図

書館の充実」74.6％で、次いで前回2位（73.7％）だった「施設設備の充実」で74.2％にのぼる。続いて、「授

業方法の工夫・改善」73.2％、「奨学金の充実や、授業料免除など、経済的支援を強化する」62.4％、「海外留

学の支援」60.0％、「カリキュラムの改革」57.6％、「教育スタッフの充実」56.5％、「就職対策や進路相談機能

の充実」53.0％、「社会への貢献」52.1％などとなっている。 

これに対して、大学への要望が比較的少ないのは、「単位認定や学年試験を厳しく」10.7％、「カウンセリン

グ・相談体制の充実」23.5％、「学生自治の尊重」27.2％などとなっている（図23）。 

前回と比較して、授業、図書館、施設設備など、日頃の教育・研究に関わる要望が上位を占めることは共通

している。一方、前回調査で58.0％の学生が要望した「国際化の推進」が、今回は要望する学生の比率が46.8％

となっている。これは、この間の国際化の進展を反映していると考えられる。 

 

男女別にみると、女子の方が期待する割合が高い項目が多い。「とても期待する」と「期待する」を合わせて、

「海外留学の支援」は女子73.4％、男子56.6％、「就職対策や進路相談機能の充実」は女子64.3％、男子50.0％、

「教育スタッフの充実」は女子65.9％、男子54.2％となっている。 

 また、文科系理科系別では、「実験室や実習室の充実」は、文科系29.7％に対して、理科系59.7％と理科系が

高く、文科系との間に大きな差がある。これに対して、「カリキュラムの改革」では文科系60.7％、理科系55.7％、

「授業の工夫・改善」では文科系77.3％、理科系69.9％、「教育スタッフの充実」では文科系58.4％、理科系55.3％、

「海外留学の支援」では文科系66.2％、理科系55.5％、「社会への貢献」では文科系58.8％、理科系46.9％「就

職対策や進路相談」では文科系55.6％、理科系51.2％、「施設設備の充実」では文科系75.4％、理科系73.4％、

「図書館の充実」では文科系78.1％、理科系72.3％、いずれも文科系の期待が大きくなっている（クロス集計

表４－１－１～１９表）。 

 

大学への要望で特に多かったのは、「授業の方法の工夫・改善」、「施設設備の充実」、「図書館の充実」で

あり、いずれも 70％を超える学生が要望した。 

一方で、大学への要望が少ないのは、「単位認定や学年試験を厳しく」や「学生自治の尊重」や「カウン

セリング・相談体制の充実」であった。 
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第２部 学生生活の背景 

 

２－１．家庭の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 家庭の所在地は、「東京都」28.3％、東京都以外の「関東」が34.1％、合計すると62.4％である。時系列でみ

ると、「東京都」や東京都以外の「関東」の比率など、全体の傾向はそれほど変化していない（図24）。 

男女別では、女子の「東京都」で多少の変化がある程度でほぼ横ばいとなっている（図25、図26）。 
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図２４ 家族の所在地（全体）

東京都 北海道 東北 関東 中部 近畿 中国 四国 九州 その他 無回答

家庭の所在地は62.4％が関東 

家計支持者は「父」が92.7％、「母」が39.3％ 

職業は「父」の「管理的職業」が41.5％、「母」の「無職」が37.9％ 

年収額は1,550万円以上が13.6％と3.5ポイント減少、450万円未満が13.6％とほぼ変わらず 
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図２５ 家庭の所在地（男子学生）
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 2008年（第58回）調査より家計支持者を複数回答でたずねている。回答者数を基に集計すると「父」が92.7％

（前回90.7％）、「母」が39.3％（前回24.4％）で、「父」が2ポイントほど、「母」が15ポイントほど増加してい

る。（複数回答のため回答者数を分母にして集計、クロス集計表５－３表）。 

 

「父」の職業は、「管理的職業」41.5％、「専門的、技術的職業」23.8％、「教育的職業」7.9％で、「母」の職

業は、「無職」37.9％、「事務」16.9％、「教育的職業」12.5％、「専門的、技術的職業」10.3％となっている。 

親の雇用形態は、「父」では、「民間企業に勤務」67.3％、「官公庁に勤務」17.4％、「経営者・役員または人

を雇用している」9.3％で、「母」では、「民間企業に勤務」55.0％、「自分一人」28.3％、「官公庁に勤務」14.0％

などである（クロス集計表５－５－１～２表、５－６－１～２表）。 

 

家計支持者の年収額の分布状況は、「450万円未満」が13.6％（前回13.5％）、「450万円以上750万円未満」が

16.3％（前回13.8％）、「750万円以上950万円未満」が15.3％（前回15.7％）、「950万円以上1,050万円未満」が

19.0％（前回19.4％）、「1,050万円以上1,250万円未満」が10.4％（前回9.4％）、「1,250万円以上1,550万円未満」

が11.8％（前回11.1％）、「1,550万円以上」が13.6％（前回17.1％）となっている。前回調査との比較では、「450

万円以上750万円未満」が13.8％から2.5ポイント増加し、「1,550万円以上」では17.1％から3.5ポイント減少し

ている。2003年から2007年までの調査では、1,050万円以上の所得層が40％以上で増加傾向にあったのに対して、

2008年以降は35％前後でほぼ横ばいとなっている（図27、クロス集計表５－４－１表）。 
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図２７ 家計支持者の年収額分布

450万円未満 450万円以上750万円未満 750万円以上950万円未満

950万円以上1,050万円未満 1,050万円以上1,250万円未満 1,250万円以上1,550万円未満

1,550万円以上
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 図28は、家計支持者の年収額の分布状況を男女別でみたものである。「450万円未満」が男子で13.7％（前回

14.4％）、女子で13.3％（前回9.9％）であり、一方「1,550万円以上」は男子で13.5％（前回15.1％）、女子で

14.5％（前回23.8％）となっている。750万円未満と1,050万円以上において、男子と女子の差は小さくなって

いる。 
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図２８ 家計支持者の年収額分布（男女別）
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２－２．生活費の状況 

 

 

 

 

 

 

 

１ケ月あたりの生活費をみると、「支出合計額」は93,210円（前回105,300円）、「収入合計額」は90,970円（前

回97,780円）で、前回と比較すると、支出合計額、収入合計額ともやや減少している（円の位で四捨五入して

いる。以下同じ）。 

1986年からの変化をみてみると、支出合計は約9～12万円の範囲内にある(図29)。なお、図29ではそれぞれの

支出合計を単純に合計したものを「項目積上げ」として示した。住居費など、自宅外学生のみの平均額のため、

支出合計より「項目積上げ」の方が高くなっている。なお、2007年の住居費は自宅外学生だけでなく、全学生

の平均とみられるため、他の年より低くなっている。このため、自宅外学生のみの平均額に差し替えたものを

推計値として示した。また、2010年、2012年は「預貯金」を選択肢に加えたため「項目積上げ」が高くなって

いるが、2014年は支出額から除外している。 

 

 

 

項目別支出をみると、「住居費」（61,080円）が最も高く、項目別合計額の約２分の１を占めている。ただし、

これは自宅外学生のみで、自宅学生は支出していない。次いで、「食費」（22,490円）が続く（クロス集計表６−

１−２表）。時系列でみると、「住居費」の金額が横ばいであるのに対し、「食費」、「衣料費」、「勉学費」の金額

が減少傾向にあり、支出全体に占める「住居費」の比率が上昇傾向にある（図30）。 

「食費」は自宅学生では16,450円だが、自宅外学生では、30,490円と２倍の差がある。「雑費」も同様に、自
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図２９ 支出の時系列変化（単位：円）

支出合計 項目積上げ 推計

生活費の「支出合計額」は 93,210 円、「収入合計額」は 90,970 円 

支出の最多は「住居費」61,080 円、次いで「食費」22,490 円 

収入は「家庭からの仕送り・小遣い」が 56％、「アルバイト・雑収入」が 33％ 

授業料負担手段は「家庭からの仕送り」が 8 割以上で、「奨学金」が 6.5％、「授業料免除」が 7.8％ 
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宅学生では8,620円であるが自宅外学生では13,310円と差がある。逆に「通学費」の自宅外学生は4,050円であ

るのに対して、自宅学生は9,050円と２倍以上高くなっている。「支出合計」では、自宅学生の62,960円に対し

て、自宅外学生では132,900円と２倍以上の差がある（クロス集計表６−１−２表）。 

 

 

 

男女別にみると、「支出合計額」（男子94,210円、女子89,550円）の差は小さいが、それぞれの項目別には差

がみられる。男子は「食費」（男子23,610円、女子18,270円）が高く、女子は「衣料費」（男子6,280円、女子9,050

円）や「住居費」（男子59,030円、女子70,220円）が高くなっている（クロス集計表６−１−２表）。なお、自宅

外学生の比率は男子45.7％に対して女子39.1％であまり差がない（クロス集計表７－２表）。 

また、学年が上がるほど支出額が増える傾向がみられる（表１）。 
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図３０ 支出内訳の構成の推移
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収入を項目別にみてみると、「家庭からの仕送り・小遣い」（50,600円、前回58,390円）が最も高く、55.6％

を占めるが、前回と比べて金額、構成比率ともに減少している。一方、「アルバイト・雑収入」（30,110円、前

回27,950円）が33.1％、「奨学金」（12,510円、前回11,900円）が13.7％と金額、構成比率とも増加している。

「ローン・クレジット・借入金」は720円（前回260円）しかない（クロス集計表６－１－３表）。 

しかし、支出と同様、この平均額については注意が必要である。「奨学金」は全学生の平均では12,510円であ

るが、奨学生のみの平均では59,950円となっている。「アルバイト・雑収入」についても、同様にアルバイト従

事者についてのみの平均は、41,080円となっている。「ローン・クレジット・借入金」についても該当者のみの

平均では、29,110円となっているが、さらに自宅外学生に限定すると42,920円となっている。最高では100,000

円となっている。2006年までの調査では、項目別収入は、これらの該当者の各項目の平均額の合計を記してい

る。このため2007年以降は、このそれぞれの該当者のみの平均額を計算し、これを合計した推計値を図31に示

した。
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図３１ 収入内訳の推移（単位：円）

収入合計 積み上げ 推計

表１ 項目別支出（学年別） 

（単位：千円） 

学 年 衣料費 食 費 住居費 勉学費 
教養・ 

娯楽費 
通学費 雑 費 支出合計 

1 年 7.47 20.81 57.05 5.82 13.39 7.05 9.68 87.19 

2 年 7.05 21.78 63.38 7.46 14.39 7.64 10.30 91.97 

3 年 6.72 23.20 60.48 7.01 14.63 6.56 11.35 93.99 

4 年 6.00 24.14 63.17 7.03 15.17 6.30 11.41 99.42 

5 年 6.65 28.12 81.25 11.59 14.12 7.41 11.41 101.71 

6 年 7.00 27.00 56.25 8.73 16.07 4.17 13.57 111.47 

合 計 6.85 22.51 60.95 6.88 14.36 6.89 10.68 93.11 
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「家庭からの仕送り・小遣い」は、自宅学生の23,430円に対して、自宅外学生は86,010円と３倍以上の差が

ある。また、「奨学金」についても自宅学生の5,590円に対して、自宅外学生は20,890円と高くなっている。し

かし、「アルバイト」は自宅学生の32,970円に対して、自宅外学生は26,130円と自宅学生の方がやや高くなって

いる。「収入合計」では、自宅学生の60,460円に対して、自宅外学生は130,650円となっており、前回調査と比

較すると自宅外学生で大幅に減っている（クロス集計表６－１－３表）。 

最も金額の高い「家庭からの仕送り・小遣い」は、１年生では48,250円だが、４年生では56,660円と、5年生

を除き学年が上がるほど高くなる傾向がみられる（表２）。 

 
 

「授業料はどのように負担しているか」をたずねた結果は、87.9％（前回88.5％）が「家庭からの仕送り」

と回答し、次いで「奨学金」（6.5％、前回5.0％）となっている。「全額授業料免除」（7.0％、前回5.1％）、「半

額授業料免除」（0.8％、前回1.3％）を合わせて7.8％が授業料免除を受けている（クロス集計表６－２表）。 

 

  

表２ 項目別収入（学年別） 

（単位：千円） 

学 年 仕送り・小遣い 奨学金 ｱﾙﾊﾞｲﾄ・雑収入 
ﾛｰﾝ・ｸﾚｼﾞｯﾄ 

・借入金 
その他の収入 収入合計 

1 年 48.25 12.85 22.43 0.61 1.26 81.46 

2 年 49.52 11.03 36.28 0.61 0.38 94.53 

3 年 48.00 14.22 33.23 0.39 2.26 93.23 

4 年 56.66 12.23 29.33 1.25 0.70 95.94 

5 年 50.00 3.33 43.31 0.00 0.00 93.71 

6 年 80.47 13.75 28.08 4.17 3.25 121.73 

合  計 50.73 12.49 30.31 0.73 1.17 91.26 
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２－３．通学・住居 

 

 

 

 

 

 

 

 調査回答者のうち、現住所の分布は、東京都70.6％（23区57.3％、23区外13.3％）、神奈川県16.1％、埼玉県

6.6％、千葉県5.4％となっている（クロス集計表７－１表）。 

 居住形態は、「自宅」が55.9％（男子54.3％、女子60.9％）、「自宅外」が44.1％（男子45.7％、女子39.1％）

となっていて、「自宅」と「自宅外」で有意な差がなかった前回より自宅が5ポイント増えている（クロス集計

表７－２表）。 

 自宅外学生の住居の区分は、例年同様に「賃貸マンション・アパート（バス付き）」の割合が60.3％と最も高

く、ついで「その他の学生宿舎」が15.6％、「東大の学生宿舎」が9.8％である。前回より「賃貸マンション・

アパート（バス付き）」が9ポイント減り、東大やその他の学生宿舎の合計は6ポイント増えている（クロス集計

表７－３表）。 

 「通学に利用している交通機関」では、「電車」77.2％、「自転車」16.2％、「徒歩のみ」6.0％、「バス」0.6％

と続いている。これは前回とほとんど同じ傾向である（クロス集計表７－５表）。 

 通学所要時間は、片道平均50.3分で、前回に比べて増えている。近年の動向をみると1995年に55.7分と最も

長く、その後はおよそ減少していたが、その傾向が止まったように見える（図32）。 

自宅外学生の通学所要時間は、29.8分であるのに対して、自宅学生は66.8分と２倍以上通学に時間を要して

いる（クロス集計表７−６表）。 
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図３２ 通学所要時間（片道） （単位：分）

現住所は、東京都が 70.6％ 

現住所が自宅は 55.9％と前回よりも 5 ポイント増加 

片道の通学所要時間は、平均 50.3 分で減少傾向が止まる 

学寮・学生宿舎の入居者の割合が 6 ポイント増加 

自宅学生でも学寮・学生宿舎等を作れば「入居する」が 7.7％、「入居費による」が 51.2％ 
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2008年調査から設けられた、「学寮・学生宿舎等を作れば、あなたは入居しますか」との質問について３回の

調査を図33で比較した。図33に示すように、2014年調査の自宅外学生では「入居する」が22.0％に対して、「入

居費による」が21.2％、「入居しない」が42.2％である。 

「入居する」と「入居費による」と答えた学生を合わせて43.2％となっている。これは前々回の62.8％から

大幅に減少した前回の48.0％と同様な傾向である。 

一方、自宅学生では「入居する」が7.7％（前回14.2％）、「入居費による」が51.2％（前回44.8％）で、合計

すると58.9％（前回59.0％）の学生が適当な学寮・学生宿舎があれば入居したいと思っており、その比率は前々

回の40.1％から大幅に高くなった前回と同様の傾向である。 

前回から変化が見られなかったことは、学寮・学生宿舎の入居者が増えたことを反映していると考えられる。 
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２－４．生活時間 

 

 

 日本の大学生の授業以外の学修時間が他国の大学生に比べて少ないことが問題となっている。そのため前回

の「学生生活実態調査」では、初めて生活時間を調査した。「典型的な 1 週間の平均的な生活時間を、学期中と

休暇中について伺います」として学生の生活時間を具体的に調査したのは、今回が 2 回目である。その結果は、

学期中については、「授業・実験の出席時間」の「21～25 時間」が 23.9％と最も高く、次いで「16～20 時間」

の 16.1％、「11～15 時間」の 13.6％などとなっている。「授業・実験の課題、準備・復習」については、「1～5

時間」が 43.1％と最も高く、次いで「6～10 時間」の 25.5％となっている。 

授業以外の学修時間が必ずしも多いとは言えない傾向は、前回の調査結果と同じである。これに対して「卒

業研究・実験・卒論」については、該当者のみであるが、「31 時間以上」が 34.3％と 3 分の 1 以上を占める。

次いで「21～25 時間」が 14.2％となっている。「授業とは関係のない学修」については、「1～5 時間」が 42.6％

と最も高く、次いで「0 時間」が 36.1％と 3 分の 1 以上で、合わせて 78.7％と約 4 分の 3 が 5 時間以下となっ

ている。 

前回の調査結果と同じく、授業以外の学修時間は必ずしも多いとはいえない（図 34、クロス集計表１―１２

―１～４表）。 

 「サークル・クラブ活動」については、「0 時間」が 28.5％と最も多く、次いで「1～5 時間」が 27.0％、「6

～10 時間」が 20.6％となっている。これは該当者以外の全員を含んだ数字である（図 34、クロス集計表１―

１２―５表）。 

そこで、「サークル・クラブ活動」が「0 時間」及び「無回答」の学生 30.0％を除いて集計する。サークル・

クラブ活動をしている学生では、「1～5 時間」が 37.8％、「6～10 時間」が 28.8％、「11～15 時間」が 16.4％と

なり、8 割以上の学生が 15 時間以下、約 3 分の 2 の学生が 10 時間以下となっている。この傾向も前回調査と

ほぼ同じである。 

「アルバイト・仕事」についても、「0 時間」が 34.9％、「1～5 時間」が 28.7％、「6～10 時間」が 22.6％な

どとなっており、「0 時間」が最も高い割合となっている。「サークル・クラブ活動」と同じように、これは該

当者以外の全員を含んだ数字である（図 34、クロス集計表１―１２―６表）。 

そこで、「アルバイト・仕事」が「0 時間」及び「無回答」の学生 36.3％を除いて集計する。アルバイト・仕

事をしている学生では、「1～5 時間」が 44.0％、「6～10 時間」が 34.7％、「11～15 時間」が 12.0％となり、9

割以上の学生が 15 時間以下、約 4 分の 3 の学生が 10 時間以下となっている。「31 時間以上」の長時間労働を

している学生は、1.1％に過ぎない。この傾向も前回調査とほぼ同じである。 

 

最も高い割合を示しているのは、「授業・実験の出席時間」は「21〜25 時間」（23.9％） 

「授業・実験の課題、準備・復習」は「1〜5 時間」（43.1％） 

「卒業研究・実験・卒論」（該当者のみ）は「31 時間以上」（34.3％） 

「サークル・クラブ活動」は「0 時間」（28.5％） 

「アルバイト・仕事」は「0 時間」（34.9％） 
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学期中の生活時間を男女別に比較するため、上記の回答のそれぞれ中位値（例「1～5 時間」では 3 時間、た

だし「31 時間以上」は 35 時間とした）をとり、その平均を比較した。統計学的に有意な差があるのは「サー

クル・クラブ活動」のみであり、男子 7.2 時間、女子 5.9 時間と、男子の方が長くなっている。それ以外に大

きな違いはみられない（図 35）。 

 文科系理科系別では、統計学的にも興味深い差が認められる。まず理科系の方が長くなっている項目として

は「授業・実験の出席時間」（文科系 14.5 時間、理科系 18.3 時間）、「授業・実験の課題、準備・復習」（文科

系 6.7 時間、理科系 7.5 時間）、「卒業研究・実験・卒論」（文科系 14.0 時間、理科系 24.5 時間）がある。これ

に対して文科系の方が長くなっている項目は、「授業とは関係のない学修」（文科系 6.2 時間、理科系 3.2 時間）、

「アルバイト・仕事」（文科系 5.3 時間、理科系 4.6 時間）である（図 36）。 

総じて理科系の学生は授業の出席や卒業論文の準備など大学「内」の課題に取り組む時間が長く、逆に文科

系の学生は授業や卒業論文とは直接関わらない大学「外」の活動に取り組む時間が長い。文科系／理科系の生

活時間の違いを典型的に示す特徴といえる。 
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 休暇中の生活時間については、「学修時間」は「1～5 時間」が 37.8％と最も高い割合を占めている。「サーク

ル・クラブ活動」については、「0 時間」が 28.7％と最も高い割合を占め、次いで「1～5 時間」の 20.6％とな

っている。また、「アルバイト・仕事」については、「0 時間」が 33.9％と最も高い割合を占め、次いで「1～5

時間」が 22.8％となっている。このように、「サークル・クラブ活動」「アルバイト・仕事」いずれの項目も、

「0 時間」が最も高い割合で、「1～5 時間」がそれに次ぐ（図 37、クロス集計表１－１２－７～９表）。 

 

 

 

アルバイトについて、｢0 時間｣を除くと、｢1～5 時間｣が 34.5％、「6～10 時間」が 30.0％と高い割合になる。

同様に「サークル・クラブ活動」についても「0 時間」を除くと、｢1～5 時間｣が 28.9％、「6～10 時間」が 27.5％

と高い割合になる。前回調査と比べると、「6～10 時間」がいささか多くなっている。 

 先の学期中と同じように、平均時間を計算すると男女別で有意な差が見られるのは、「休暇中のサークル・ク

ラブ活動」で男子 9.0 時間、女子 6.9 時間と、男子の方が 2.1 時間長い。文科系理科系別では、「休暇中の学修

時間」が文科系 9.8 時間、理科系 8.4 時間と文科系の方が長く、「休暇中のアルバイト・仕事」についても文科

系 7.0 時間、理科系 6.1 時間と文科系の方が長くなっている。総じて休暇中には文科系のほうが学修にもアル

バイトなどにも積極的な傾向がみられるのは興味深い。 
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２－５．奨学金 

 

 

 

 

 

奨学金として、日本学生支援機構からと他の団体からの奨学金を分けて調査した。日本学生支援機構からの

定期的な奨学金には第一種（無利子）と第二種（利子付）の2種類がある。このいずれかの奨学金を受けている

学生の割合は16.0％で前回調査（16.3％）より微減しているが、そのうちの無利子奨学金の割合は10.9％で前

回調査（9.0％）より増加し、利子付奨学金の割合が減少した。男女を比較すると、無利子奨学金に関して男子

（11.6％）の方が女子（7.3％）より多い傾向がみられ、前回の傾向と一致している（図38-1、クロス集計表８

－1表）。 

 

 

 

一方、日本学生支援機構以外の他の団体からの奨学金（学内奨学金を含む）を受けている学生の割合は6.2％

で、前回調査（5.8％）より微増した（図３８－２、クロス集計表８－５表）。 

 

 

その結果、何らかの奨学金を受けている学生の割合は 19.0％で前回調査（19.1％）とほぼ同じである。 
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図３８－１ 日本学生支援機構奨学金の受給状況

日本学生支援機構第一種奨学金（無利子奨学金）
日本学生支援機構第二種奨学金（利子付奨学金）
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図３８－２ 他の団体からの奨学金の受給状況

公益法人等・地方公共団体等の奨学金

大学独自の奨学金（学内奨学金）

受けていない

なんらかの奨学金を受給している学生は 19.0％ 

奨学金を受給していない理由は「受ける必要がない」が 6 割超え 
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 81％の学生が奨学金を受けていないが、その理由に関しては、「出願したが採用されなかった」は日本学生支

援機構奨学金1.7％、他の団体の奨学金2.4％（前回1.6％、2.9％）、「書類を期限までに整えられなかった」は

0.6％、0.5％（前回1.2％、0.8％）しかなく、出願の意思がない学生が多い。その理由は、「受ける必要がない」

が66.8％、67.0％（前回58.5％、60.5％）、「出願資格がない」が12.2％、11.7％（前回13.0％、12.9％）、「貸

与なので申請しなかった」が10.7％、6.2％（前回15.9％、11.5％）、「事務手続きが煩雑だから申請しなかった」

が3.8％、5.6％（前回4.2％、4.7％）、「掲示等に気がつかなかった」が2.9％、5.8％（前回4.0％、5.7％）で

あり、主に家庭からのサポートで学生生活ができ、奨学金を必要としないことを示していると判断される。こ

れは、設問４３の大学の授業料を家庭からの仕送りで賄っている割合が87.9％（既述）と多いこととも合致し

ている。 

なお、「書類を期限までに整えられなかった」（0.6％、0.5％）または「貸与なので申請しなかった」（10.7％、

6.2％）と答えた方への「これから奨学金を受けたいと思いますか」の設問では40.9％ 、41.7％が受けたいと

回答しているが、貸与でない場合のみ受けたいのか、貸与であっても今は受けたいと思っているのかについて

は、定かではない（クロス集計表８－２～３、８－６～７表）。 

 

奨学金がどんな面で役に立っているのか（2つまで選択）という点については、日本学生支援機構及び他団体

の奨学金受給者についてはそれぞれ、「家庭の経済的負担が軽減される」73.6％、70.1％（前回78.4％、72.1％）、

「奨学金があるので生活が成り立っている」34.8％、32.2％（前回38.2％、39.5％）、「アルバイトが軽減され

る」23.8％、23.0％（前回19.1％、22.1％）、「多少ともゆとりのある生活ができる」22.0％、19.5％（前回24.5％、

20.9％）、「定期的な収入になるので助かる」15.9％、23.0％（前回14.1％、15.1％）の順になっている。日本

学生支援機構奨学金と他の団体の奨学金でほとんど変わらず、奨学金の主な用途は家計負担の軽減であること

が分かる。 

 

 男女別にみると、「家庭の経済的負担が軽減される」、「多少ともゆとりのある生活ができる」、「アルバイトが

軽減される」については女子の割合が多く、「奨学金があるので生活が成り立っている」については男子の割合

が多い（クロス集計表８－４，８－８表）。 
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「奨学金があるので生活が成り立っている」と回答した者について所得階層別に整理すると、明確な傾向が

みられる。日本学生支援機構奨学金があるので生活が成り立っていると回答した者は、所得が950万円以上1,050

万円未満の階層で割合が最も低く、予想されるように、それより所得が低くなるほど、割合が高くなる。興味

あることに、950万円以上1,050万円未満より高所得の階層では、割合が増えている。一方、他の団体の奨学金

があるので生活が成り立っていると回答した者では、所得が750万円以上950万円未満の階層で割合が低く、そ

れより低所得層で割合が高くなるが、950万円以上1,050万円未満の階層で若干高くなっている。これらの中間

層で割合が極小値を取る傾向は前回と同様である（図39）。 
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図３９ 「奨学金があるので生活が成り立っている」（所得階層別）
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授業料減免 

 前回同様、授業料減免の有無を直接たずねた質問はないが、「大学の授業料はどのように負担していますか」

（設問43）という質問の選択肢に「全額授業料免除」と「半額授業料免除」があるので、これを授業料減免の

有無をみるために用いる。あくまで近似的な推定であり、授業料減免の状況を正確に捉えているものではない

点に注意したい。 

 授業料減免の基準は、平成20年度から開始された世帯給与収入400万円以下だけでなく、従来の基準（特別控

除などを含む）も併用されているため、年収400万円を超える場合でも受給資格がある学生もいる。この点に留

意してみると、図40のように、全額免除は低所得層ほど高い比率となっていて、650万円以上750万円未満で1.9％、

550万円以上650万円未満で2.3％、450万円以上550万円未満で12.1％、350万円以上450万円未満で35.9％、 350

万円未満では59.4％が全額免除を受けている。一方、半額免除は各所得層で1.9％～5.1％の間にあり、350万円

以上450万円未満で極大値を取っている。全体として授業料減免を受けている学生の比率は、所得が低いほど高

くなっており、男女別に有意な差はみられない。 

 

 

 

授業料減免と奨学金受給の関連をみると、減免を受けている学生のうち奨学金を受給している学生の比率

は「日本学生支援機構第一種奨学金」が 42.7％（前回 40.9％）、「日本学生支援機構第二種奨学金」が 10.9％

（前回 12.9％）、「公益法人等・地方公共団体等の奨学金」が 36.4％（前回 25.8％）、「大学独自の奨学金（学

内奨学金）」が 0.9％（前回 5.4％）であり、合わせて 90.9％の学生が何らかの奨学金を受けていることになる。

全学生に対しては、授業料減免と日本学生支援機構奨学金の両方を受けている学生は 4.2％（前回 3.3％）、授

業料減免と他の団体の奨学金の両方を受けている学生は 2.9％（前回 1.9％）であり、合わせて 7.1％（前回 5.2％）

である。  
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図４０ 授業料の減免
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２－６．アルバイト 

 

 

 

 

 

 

 アルバイトをしていると回答した学生は、全体で78.5％（「継続的（１ヶ月以上）」54.8％、「臨時（１ヶ月未

満）」9.8％、「継続的＋臨時」13.9％）である。前回調査との比較では全体で2.5ポイントの減少、「継続的」で

0.3ポイントの増加、「臨時」で2.2ポイントの減少、「継続的＋臨時」で0.6ポイントの減少となっている。ただ

し、全体の傾向としては、ほとんど変化はない（図41）。 

 

 

53.1 

57.3 

56.4 

56.7 

57.6 

56.5 

53.1 

53.7 

54.3 

53.5 

53.3 

52.9 

55.0 

53.6 

53.9 

50.8 

54.3 

53.7 

56.5 

54.3 

53.8 

54.5

54.8

5.1 

6.5 

5.5 

6.5 

6.1 

6.0 

7.8 

6.3 

12.8 

12.6 

12.4 

10.4 

12.5 

10.2 

10.1 

9.5 

11.9 

11.6 

10.8 

8.4 

11.1 

12.0

9.8

7.2 

7.4 

9.5 

9.9 

7.3 

10.6 

8.0 

7.7 

18.2 

17.2 

18.1 

17.6 

13.2 

15.4 

15.4 

15.7 

14.0 

13.5 

14.3 

17.6 

15.2 

14.5

13.9

34.3

28.8

28.5

26.9

28.8

26.3

30.7

31.5

13.1

16.4

15.9

19.2

19.0

20.5

20.3

23.2

19.5

20.9

18.4

18.8

19.8

19.1

21.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

1986

1987

1988

1989

1990

1991

1993

1994

1995

1996

1997

1998

2000

2001

2002

2003

2005

2006

2007

2008

2010

2012

2014

図４１ 過去１年間のアルバイト経験

継続的（1ヶ月以上）アルバイトをした 臨時（1ヶ月未満）アルバイトをしている

継続的＋臨時アルバイトをしている アルバイトをしていない

アルバイトをしている学生が 78.5％、「塾講師」、「家庭教師」が多い 

アルバイト収入の使途としては、「学生生活を楽しむため」が 36.5％、「生活費」が 31.8％ 

週に 8.3 時間、月額で 41,130 円 
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男女別では、「継続的（1 ヶ月以上）」は男子 55.0％、女子 54.0％で男子が高く、「臨時（１ヶ月未満）」でも男

子 11.0％、女子 5.6％と男子が高くなっている。「継続的＋臨時」は男子 11.2％、女子 23.2％で、合わせると

男子 77.2％、女子 82.8％で女子の方が高くなっている（図 42、クロス集計表９－１表）。 

 

 

 

 

アルバイトの種類は、全体で「塾講師」41.0％（前回42.7％）、「家庭教師」26.8％（前回26.7％）、「試験監

督・採点」21.3％（前回22.3％）、「販売・セールス・サービス業」18.0％（前回18.0％）が上位で、大きな変

化は見られない。 

男女別にみると、 「単純労働」で男子13.5％と、女子9.2％ より高い比率を示している。逆に、「家庭教師」

では女子36.8％に対して男子23.8％、「販売・セールス・サービス業」では女子27.6％に対して男子15.0％と、

女子の比率が高い（クロス集計表９−２表）。 

 アルバイトの従事時間数は１週間あたり 8.3 時間（前回 9.7 時間）と 4 年連続で大幅に減少している。一方、

１ヶ月あたりの収入額 41,130 円（前回 40,040 円）と僅かではあるが増加している（図 43、図 44）。単純に、1

ヶ月を 4 週と計算すると平均時給は 1,200 円程度で、男女間には大きな差は無い。学部別に見ると、医学部の

学生はアルバイト収入が 57,790 円と他の学部に比べて多くなっている（クロス集計表９－３表）。 
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図４２ 過去１年間のアルバイト経験（男女別）

継続的（１ヶ月以上）アルバイトをした

臨時的（１ヶ月未満）アルバイトをした

継続的なアルバイトと臨時的アルバイトを両方した

しなかった
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 アルバイトの目的では、「学生生活を楽しむため」36.5％（前回34.6％）をあげている学生が最も多く、 次

いで「生活費を稼ぐため」31.8％（前回31.7％）となっており大きな変化はない 。「社会経験のため」23.0％

（前回25.2％）、「勉学費を稼ぐため」3.5％（前回5.2％）となっている。男女別では、「生活費を稼ぐため」が

前回は男子32.4％、女子28.7％と男子の割合がやや高かったのに対して、今回は31.5％と32.1％と大きな差は

無くなっている（クロス集計表９-４表）。文科系理科系別では「学生生活を楽しむため」が文科系39.1％、理

科系34.6％と文科系がやや高く、「社会経験のため」は文科系20.9％、理科系24.0％と理科系の比率が高くなっ

ている。 

  

10.6

11.1
11.4 11.4

11.0

11.4

10.9
11.2

11.4

9.7

8.3

7

8

9

10

11

12

2000 2001 2002 2003 2005 2006 2007 2008 2010 2012 2014

図４３ アルバイトに費やす時間（１週間当たりの平均時間）（単位：時間）
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図４４ アルバイトの収入額（１ケ月当たりの平均額）（単位：円）
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また、所得階層別にみると、「生活費を稼ぐため」は低所得層ほど高い傾向を示すのに対して、「学生生活を

楽しむため」は、高所得層ほど高い傾向を示しており、アルバイトの目的に所得階層によって大きな差がある

ことがわかる（図45）。 

 

 

 

 「継続的アルバイトが勉学の妨げになりませんか」という問いに、「かなり妨げになった」（6.5％）と回答し

た学生と「多少妨げになった」（44.2％）と回答した学生を合わせると、50.7％と前回調査の51.7％より1.0ポ

イント減少している点は、アルバイトに費やす時間の減少傾向が続いていることと合致する。男女別では有意

な差はみられない（クロス集計表９-５表）。 

 すべての学生に対してたずねた現在の暮らし向きについては、53.4％の学生が「楽な方」と答えている（「か

なり楽な方」28.3％、「やや楽な方」25.1％）。また、「普通」は30.3％である。その反面、14.4％の学生が苦し

いと答えており（「やや苦しい方」11.9％、「大変苦しい方」2.5％）、前回調査より0.2ポイント増加している（図

46）。 
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図４５ アルバイトの目的（所得階層別）

生活費を稼ぐため 勉学費を稼ぐため 学生生活を楽しむため 社会経験のため その他

 

46



 

 

暮らし向きについては、男女別には有意な差はみられない（クロス集計表９−６表）。けれども、図 47 のよう

に、所得階層別には大きな差がみられ、1,550 万円以上の高所得層では「かなり楽な方」が 56.5％と半数を超

えるのに対して、450 万円未満では「大変苦しい方」12.1％、「やや苦しい方」19.6％、合わせて「苦しい方」

が 31.7％と対称的ではあるが、前回の 48.0％と比べると大きく減少している。 
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第３部 総合分析の試み 

 

１．大学への要望の因子分析 

本調査における「大学への要望」は 19 項目あり、大学の様々な活動や施設設備等に対する多様な要望が挙げ

られている。このため、個々の項目についての学生の要望の強さは把握できるのだが、全体として学生が大学

に対してどのような要望を持っているか、また、各項目間にはどのような関連があるかを把握することは難し

い。ここでは、因子分析法によって、これらの項目の関連を分析するともに、学生の大学への要望を総体的に

捉えることを試みる。また、そうした要望と学生の特性（性別、所属科類や学部等）がいかなる関連にあるの

かを合わせて分析する。 

 

大学への要望の因子分析 

 「大学への要望」19 項目を因子分析によって分析した。因子抽出の方法は最尤法で、バリマックス回転をし

て各項目の因子負荷を算出した。そのうち第 1 因子と第 2 因子の結果を表 3 に示す。第 1 因子と第 2 因子の因

子寄与率はそれぞれ 10.1％と 9.8％で、累積寄与率は 19.9％であった。 

表 ３ 因 子 行 列 
  第 1 因子 第 2 因子 

10 国際化の推進 .902 .033 

09.海外留学の支援 .745 .183 

11.社会への貢献 .489 .148 

05.少人数教育の実施 .357 .079 

08.教育スタッフの充実 .250 .288 

19.学生同士のネットワークの充実 .184 .049 

01.カリキュラムの改革 .123 .059 

04.授業の方法の工夫・改善 .117 .220 

12.カウンセリング・相談体制の充実 .101 .048 

16.施設設備の充実 .096 .855 

15.経済的支援の強化 .094 .419 

06.単位認定や学年試験を厳しく .075 .012 

02.実験室や実習室の充実 .074 .388 

17.図書館の充実 .071 .699 

14.就職対策や進路相談機能の充実 .070 .139 

03.進学振分け制度の改善 .047 .076 

18.学生自治の尊重 .042 .218 

13.健康相談や保険センター機能の充実 .031 .201 

07.単位認定や学年試験を緩やかに -.032 -.015 

因子寄与率 10.1％ 9.8％ 

 
（注）因子抽出法: 最尤法 

回転法: Kaiser の正規化を伴うﾊﾞﾘﾏｯｸｽ法 
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 この第 1 因子と第 2 因子負荷を図 48 にプロットした。第 1 因子は、因子負荷の大きい順に「10 国際化の

推進」、「09 海外留学の支援」、「11 社会への貢献」となっており、国際化や社会貢献に対する要望をあらわし

ていると見ることができる。また、それに続き「05 少人数教育の実施」、「08 教育スタッフの充実」、「19 

学生同士のネットワークの充実」と続き、人間関係に関する要望をあらわしていると見ることができよう。 

 これに対して、第 2 因子の因子負荷は大きい順に「16 施設設備の充実」、「17 図書館の充実」、「15 経済

的支援の強化」、「02 実験室や実習室の充実」と「15 経済的支援の強化」を除いて施設設備関連の充実の要

望と見ることができよう。 

 このように学生の大学に対する要望は、「国際化・社会貢献」と「施設設備」に大きく分けることができる。 

 

 
図４８ 大学への要望の因子分析（第 1 因子と第 2 因子） 

 
これを男女別に見ると、図 49 のように、「国際化・社会貢献」と「施設設備」とも女子の値が大きく、男子

は負になっている 1。大学に対する要望は、「国際化・社会貢献」及び「施設設備」とも女子の方が男子よりか

なり強いと見ることができる。なお、その他の項目でも女子の方が強い項目が多い（クロス集計表４－１－１

～１９表参照）。 

 特に「10 国際化の推進」については、「とても期待する」は男子 19.0％に対して、女子は 29.2％、「期待す

1 ここでは、平均の差については、5％水準で有意なもののみを示している。 
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る」はそれぞれ 25.4％と 26.6％と、合わせて男子 44.4％に対して、女子は 55.8％となっている。また、「9 海

外留学の支援」についても、「とても期待する」は男子 25.7％に対して、女子は 41.3％、「期待する」はそれぞ

れ 30.9％と 32.1％で合わせて男子 56.6％に対して女子 73.4％と女子の方が高くなっている。「11 社会への貢

献」についても「とても期待する」は男子 17.7％に対して、女子は 25.3％､「期待する」は男子 30.9％に対し

て、女子は 39.8％で、合わせて男子 48.6％に対して、女子は 65.1％と高くなっている。 

 「16 施設整備の充実」については、「とても期待する」は男子 35.3％に対して、女子は 33.8％とやや低い

が､「期待する」は男子 38.3％に対して、女子は 43.3％と高く、合わせて男子 73.6％に対して、女子は 77.1％

と高くなっている。以下の項目についても同様であるが、個々の項目の結果を示すのは煩雑なので省略する。 

 

 
図４９ 大学への要望の因子分析（男女別平均） 
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次に科類別に見ると図 50 のように、「国際化・社会貢献」への要望は理Ⅲで特に強く、文Ⅱは、「国際化・

社会貢献」への要望は強いが「施設設備」への要望は強くない。また、文Ⅰは「施設設備」への要望がやや強

いという特徴が見られる。これに対して理Ⅱは「国際化・社会貢献」への要望がやや強い。文Ⅲはほぼ原点に

位置し、際だった特徴はない。また、理Ⅰは「国際化・社会貢献」への要望が強くないことが特徴である（ク

ロス集計表４－１－１～１９表参照）。 

 

 
図５０ 大学への要望の因子分析（科類別平均） 

 
 さらに学部別に見ると図 51 のように「国際化・社会貢献」の要望が強いのは薬学部である。これと対極に

あるのが理学部で同じ理科系の学部でも学生の大学に対する要望には大きな差が見られる。 

これに対して「施設設備」への要望が強いのは、「教養学部・後期課程（文系）」と農学部、文学部の順にな

っている。経済学部は「施設設備」への要望は相対的には強くない。 

このように学部別に見ても学生の要望には大きな差がみられる。なお、図 50 と図 51 から科類とその主な進

学先学部では、学生の要望はほぼ共通していると言えよう。 
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図５１ 大学への要望の因子分析（学部別平均） 

 
 このように学生の大学への要望は「国際化・社会貢献」と「施設設備」に大別され、それぞれ科類と学部に

よって差があることが明らかにされた。これは、それぞれの科類や学部の特性や現状を反映していると考えら

れる。 

 なお、ここに示したのはあくまで男女別、科類別、所属学部別の平均の差であり、個々の学生による差も大

きいことに留意する必要がある。このほか、入学年、東京大学が第一希望であったか、前期課程や後期課程の

満足度などとは有意な差は見られなかった。 

ただし、カリキュラム消化度について「国際化・社会貢献」に関して、「消化できる」者ほど要望が強いとい

う特徴が見られた。 

いずれにせよ、このように本調査の結果を分析して、学生の大学への要望の構造を明らかにすることで、学

生の生活環境の改善に対して大学の対応に有用な基礎的な知見を得ることができる。 
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２．住居形態との関係でみるアルバイト 

 

アルバイト経験とその目的、さらにアルバイトに費やす時間については、すでに本報告書のそれぞれの項目

において概略が示されているが、ここでは学生の住居形態（自宅か自宅外か）との関係にも着目しながら、そ

れらの相互関係をより詳しくみていきたい。 

図 52 は性別・住居形態別にみるアルバイト経験である。女子の場合は住居形態による大きな差がみられない

が、男子の場合、自宅学生の方が自宅外学生よりもアルバイトを行っている比率が高い。 

 

 

 

次に、図 53 は、過去１年間にアルバイト経験を持つ学生のアルバイトの目的を住居形態別に示したもので

ある。これをみると、やはりアルバイトの目的も、自宅学生と自宅外学生の間で大きく異なっていることがわ

かる。自宅学生の場合は「学生生活を楽しむため」がもっとも多いのに対し、自宅外学生の場合は「生活費を

稼ぐため」がもっとも多い。 
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生活費を稼ぐため 勉学費を稼ぐため 学生生活を楽しむため

社会経験のため その他

53



さらに、このような住居形態によるアルバイト目的の違いは、実際のアルバイト時間の違いとしても表れて

いる。図 54 と図 55 は、週の「アルバイト・仕事時間」が 16 時間以上の場合を「長時間アルバイト」とした

上で、この「長時間アルバイト」の比率を、住居形態とアルバイトの目的別に示したものである（図 54 は学期

中、図 55 は休暇中のアルバイト・仕事時間）。これらの図によれば、自宅学生については、アルバイトの目的

によって長時間アルバイト比率に大きな差がないのに対して、自宅外学生については「生活費を稼ぐため」に

アルバイトを行う場合の長時間アルバイト比率は、概して他の目的の場合よりも高く、とりわけ休暇中のアル

バイト時間にその傾向が顕著である。また「生活費を稼ぐため」にアルバイトを行う場合、自宅外学生の長時

間アルバイト比率は、自宅学生のそれに比べて倍近く高い。自宅外学生については、生活を維持するためによ

り多くのアルバイト収入が必要な場合が多いためと考えられる。 
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資料１ 
 
 

２０１４年（第６４回）学生生活実態調査票・単純集計表 

 

Ⅰ．基本事項について伺います。 

 

1.性別 男 1,142 人 78.9 ％ 女 305 人 21.1 ％ 

     合 計 1,447    

2.入学時の科類 文Ⅰ 

文Ⅲ 

理Ⅱ 

223 

223 

270 

人 15.5 

15.5 

18.7 

％ 文Ⅱ 

理Ⅰ 

理Ⅲ 

152 

511 

64 

人 10.5 

35.4 

4.4 

％ 

     合 計 1,443    

3.現在の所属 

  

  

【1･2年生の方】 

（前期課程の方） 

文Ⅰ 

文Ⅲ 

理Ⅱ 

114 

110 

122 

人 8.2 

7.9 

8.8 

％ 文Ⅱ 

理Ⅰ 

理Ⅲ 

71 

255 

26 

人 5.1 

18.3 

1.9 

％ 

【3年生以上の方】

（後期課程の方） 

法学部 

文学部 

教養（文系） 

理学部 

農学部（獣医以外） 

薬学部（薬学以外） 

医学部（医学以外） 

90 

71 

31 

81 

59 

18 

10 

人 6.5 

5.1 

2.2 

5.8 

4.2 

1.3 

0.7 

％ 経済学部 

教育学部 

教養（理系） 

工学部 

農学部（獣医） 

薬学部（薬学） 

医学部（医学） 

73 

25 

12 

181 

14 

2 

26 

人 5.2 

1.8 

0.9 

13.0 

1.0 

0.1 

1.9 

％ 

      合 計 1,391    

4.現在の学年 １年 

３年 

５年(医学･薬学･獣医) 

390 

339 

19 

人 27.1 

23.5 

1.3 

％ ２年 

４年 

６年(医学･薬学・獣医) 

359 

319 

15 

人 24.9 

22.1 

1.0 

％ 

     合 計 1,441    

5.入学したのは何年ですか。 ２０１４年 

２０１３年 

２０１２年 

２０１１年 

２０１０年 

388 

369 

321 

286 

61 

人 26.7 

25.4 

22.1 

19.7 

4.2 

％ ２００９年 

２００８年 

２００７年 

２００６年 

２００５年以前 

23 

2 

2 

0 

3 

人 1.6 

0.1 

0.1 

0.0 

0.2 

％ 

     合 計 1,455    

6.あなたの出身校についてお聞きしま

す。 

国立（大学附属） 

その他の公立 

その他の私立 

外国の学校 

その他 

157 

302 

22 

11 

5 

人 10.8 

20.7 

1.5 

0.8 

0.3 

％ 公立中等教育学校 

中高一貫型の私立 

高等学校卒業程度 

認定試験 

 

209 

745 

5 

 

 

人 14.4 

51.2 

0.3 

％ 

     合 計 1,456    

7.本学の入学時の現役・浪人等につい

てお聞きします。 

現役 

２浪以上 

その他 

932 

36 

14 

人 64.1 

2.5 

1.0 

％ １浪 

学士入学 

 

458 

15 

人 31.5 

1.0 

％ 

     合 計 1,455    

8.後期課程に在籍している方にお伺い

します。後期課程に進学した年は何

年ですか。 

２０１４年 

２０１３年 

２０１２年 

２０１１年 

291 

261 

57 

19 

人 46.0 

41.2 

9.0 

3.0 

％ ２０１０年 

２００９年 

２００８年 

２００７年以前 

1 

1 

0 

3 

人 0.2 

0.2 

0.0 

0.5 

％ 

     合 計 633    

 

（注） 複数回答の設問については、回答者数（非該当及び無回答を除く）を分母にして百分率（パーセント）を算出している。そのため、

パーセントの合計は100％を超える場合がある。 
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Ⅱ．入学・進学・学業について 

 

9.東大を受験する際に東大に入学すること

をどの程度希望していましたか。（どれか

１つに○をつけてください。） 

浪人しても東大に入りたいと思っていた 

東大がだめなら他大学でもよいと思っていた 

他大学がだめなら東大でもよいと思っていた 

834 

594 

20 

人 57.6 

41.0 

1.4 

％ 

   合 計 1,448    

10.東大入学の動機は、どれにあたります

か。 

  （主なものを３つまで○をつけてくださ

い。） 

 

※複数回答、回答者数を分母 

社会的評価が高いから 

スタッフ・設備が優れているから 

将来の就職を考えて 

難関を突破したかったから 

私大に比べて授業料が安いから 

東大の伝統や雰囲気に憧れて 

入学後に学部の選択が可能だから 

親・兄弟・姉妹の勧めで 

高校の先生や友人などの勧めで 

その他 

759 

362 

441 

411 

543 

312 

634 

113 

246 

121 

人 52.1 

24.8 

30.3 

28.2 

37.3 

21.4 

43.5 

7.8 

16.9 

8.3 

％ 

   回答者数 1,457    

11.入学するときに進学する学部あるいは

学科等を決めていましたか。どれか１つ

に○をつけてください。 

学科等まで決めていた 

学部のみ決めていた 

学部・学科等は決めていなかった 

331 

416 

709 

 

人 22.7 

28.6 

48.7 

％ 

   合 計 1,456    

12.現在在籍している学部・学科等 

（科類）に満足していますか。どれか

１つに○をつけてください。 

満足している 

まあ満足している 

どちらとも言えない 

やや不満である 

不満である 

446 

656 

195 

100 

54 

人 30.7 

45.2 

13.4 

6.9 

3.7 

％ 

      合 計 1,451    

13.教養学部前期課程の授業に満足してい

ますか。どれか１つに○をつけてくださ

い。 

満足している 

まあ満足している 

どちらとも言えない 

やや不満である 

不満である 

119 

568 

355 

271 

135 

人 8.2 

39.2 

24.5 

18.7 

9.3 

％ 

      合 計 1,448    

14.進学振分け制度についてどのように考

えていますか。どれか１つに○をつけて

ください。 

特に考えていることはない 

現行のままでよい 

入試時にもう少し細かく進路を決める制度の方がよい 

点数以外の振り分け基準を取り入れた方がよい 

289 

585 

208 

363 

人 20.0 

40.5 

14.4 

25.1 

％ 

      合 計 1,445    

【進学内定者】及び【後期課程学生】

に伺います。 

15.進学の決定（内定）は、希望通りでした

か。どれか１つに○をつけてください。 

希望通り決定（内定）した 

ほぼ希望通り決定（内定）した 

希望通りでなかった 

834 

140 

49 

人 81.5 

13.7 

4.8 

％ 

      合 計 1,023    

16.現在のカリキュラムに満足しています

か。どれか１つに○をつけてください。 

満足している 

まあ満足している 

どちらとも言えない 

やや不満である 

不満である 

191 

677 

270 

204 

90 

人 13.3 

47.3 

18.9 

14.2 

6.3 

％ 

      合 計 1,432    

17.現在のカリキュラムは消化できますか。

どれか１つに○をつけてください。 

できる 

まあできる 

多少困難 

できない 

420 

706 

275 

31 

人 29.3 

49.3 

19.2 

2.2 

％ 

      合 計 1,432    
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18.あなたは、学部卒業後は、どのような進

路を予定していますか。どれか１つに○

をつけてください。 

大学院修士課程に入学する 

大学院博士課程まで進学する 

専門職学位課程に入学する 

学士入学する 

就職する 

起業する 

進学も就職もしない 

まだ決めていない 

その他 

545 

141 

27 

3 

485 

6 

6 

210 

8 

人 38.1 

9.9 

1.9 

0.2 

33.9 

0.4 

0.4 

14.7 

0.6 

％ 

      合 計 1,431    

設問18で「大学院に進む」と答えた方
にお伺いします。 

19.大学院に進む理由で、最もあてはまるも

のに２つだけ○をつけてください。 

 

※複数回答、回答者数を分母 

より高度の知識・技術を身につけるため 

大学で教育・研究職に就くため 

大学外で研究職に就くため 

必要な資格を得るため 

良い就職先を得るため 

まだ社会に出たくないから 

就職先が決まらないから 

周囲に勧められたから 

大学院修了ということの社会的評価が高いから 

学部での進路指導に従って 

その他 

552 

141 

100 

67 

195 

125 

15 

19 

54 

21 

18 

人 77.5 

19.8 

14.0 

9.4 

27.4 

17.6 

2.1 

2.7 

7.6 

2.9 

2.5 

％ 

      回答者数 712    

20. 典型的な１週間の平均的な生活時間を、学期中と休暇中について伺います。 

（１）から（９）までそれぞれ１～８のどれか１つに○をつけてください。 

 

学
期
中
の
生
活
時
間 

(1)授業・実験への出席 ０時間 

１～５時間 

６～10時間 

11～15時間 

16～20時間 

21～25時間 

26～30時間 

31時間以上 

88 

165 

162 

197 

233 

346 

159 

99 

人 6.1 

11.4 

11.2 

13.6 

16.1 

23.9 

11.0 

6.8 

％ 

      合 計 1,449    

(2)授業・実験の課題、準備・復習 ０時間 

１～５時間 

６～10時間 

11～15時間 

16～20時間 

21～25時間 

26～30時間 

31時間以上 

142 

622 

368 

165 

65 

42 

15 

24 

人 9.8 

43.1 

25.5 

11.4 

4.5 

2.9 

1.0 

1.7 

 

      合 計 1,443    

(3)卒業研究・実験・卒論（該当者のみ） ０時間 

１～５時間 

６～10時間 

11～15時間 

16～20時間 

21～25時間 

26～30時間 

31時間以上 

17 

24 

25 

26 

19 

34 

12 

82 

人 7.1 

10.0 

10.5 

10.9 

7.9 

14.2 

5.0 

34.3 

 

      合 計 239    
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学
期
中
の
生
活
時
間 

(4)授業とは関係のない学修 ０時間 

１～５時間 

６～10時間 

11～15時間 

16～20時間 

21～25時間 

26～30時間 

31時間以上 

509 

601 

141 

65 

24 

26 

13 

31 

人 36.1 

42.6 

10.0 

4.6 

1.7 

1.8 

0.9 

2.2 

 

      合 計 1,410    

(5)サークル・クラブ活動 ０時間 

１～５時間 

６～10時間 

11～15時間 

16～20時間 

21～25時間 

26～30時間 

31時間以上 

408 

386 

294 

168 

74 

40 

15 

45 

人 28.5 

27.0 

20.6 

11.7 

5.2 

2.8 

1.0 

3.1 

 

      合 計 1,430    

(6)アルバイト・仕事 ０時間 

１～５時間 

６～10時間 

11～15時間 

16～20時間 

21～25時間 

26～30時間 

31時間以上 

500 

410 

323 

112 

52 

20 

4 

10 

人 34.9 

28.7 

22.6 

7.8 

3.6 

1.4 

0.3 

0.7 

 

      合 計 1,431    

休
暇
中
の
生
活
時
間 

(7)学修 ０時間 

１～５時間 

６～10時間 

11～15時間 

16～20時間 

21～25時間 

26～30時間 

31時間以上 

206 

540 

272 

158 

69 

52 

34 

97 

人 14.4 

37.8 

19.0 

11.1 

4.8 

3.6 

2.4 

6.8 

 

      合 計 1,428    

(8)サークル・クラブ活動 ０時間 

１～５時間 

６～10時間 

11～15時間 

16～20時間 

21～25時間 

26～30時間 

31時間以上 

410 

295 

281 

168 

101 

65 

30 

81 

人 28.7 

20.6 

19.6 

11.7 

7.1 

4.5 

2.1 

5.7 

 

      合 計 1,431    

(9)アルバイト・仕事 ０時間 

１～５時間 

６～10時間 

11～15時間 

16～20時間 

21～25時間 

26～30時間 

31時間以上 

484 

326 

283 

162 

83 

50 

14 

26 

人 33.9 

22.8 

19.8 

11.3 

5.8 

3.5 

1.0 

1.8 

 

      合 計 1,428    
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21.あなたは、平日の夜、遅くまでキャンパス内

にいることがありますか。次の中から、最も

あてはまるもの１つに○をつけてください 

夜12時過ぎまでキャンパスにいることはある 

夜11時過ぎまでキャンパスにいることはある 

夜10時過ぎまでキャンパスにいることはある 

夜９時過ぎまでキャンパスにいることはある 

夜９時までキャンパスにいることはない 

126 

64 

197 

477 

591 

人 8.7 

4.4 

13.5 

32.8 

40.6 

％ 

      合 計 1,455    

設問21で１～４を選んだ（「夜９時以降キャン

パスにいることはある」）方に伺います 

22.この半年間で夜９時過ぎまでキャンパスにい

た回数で、次の中から、最もあてはまるもの

１つに○をつけてください。 

半年で１、２回くらい 

月に１、２回くらい 

週に１、２回くらい 

週に３、４回くらい 

ほぼ毎日 

114 

248 

316 

120 

64 

人 13.2 

28.8 

36.7 

13.9 

7.4 

％ 

      合 計 862    

23.あなたは、この冬学期が始まってから昼間を

含めて土曜・日曜・祝日にキャンパス内にい

たことはありますか。どちらか１つに○をつ

けてください。 

いたことはない 

いたことがある 

 

 

 

311 

1,140 

人 

 

 

21.4 

78.6 

％ 

      合 計 1,451    

設問23で「２」（「土・日・祝日にキャンパス

内にいたことがある。」）を選んだ方に伺いま

す。 

24.この冬学期が始まってから土・日・祝日にキ

ャンパス内にいた平均回数で、次の中から、

最もあてはまるもの１つに○をつけてくださ

い。 

月に１回 

月に２回 

月に３回 

週に１回 

毎回 

その他 

 

 

 

 

 

 

276 

201 

129 

359 

149 

22 

人 24.3 

17.7 

11.4 

31.6 

13.1 

1.9 

 

      合 計 1,136    

 

Ⅲ．就職について 

 

25.どのような「部門」の職業に就きたいと思っ

ていますか。どれか１つに○をつけてくださ

い。 

公務員 

非営利団体 

民間企業 

自営業 

起 業 

その他 

450 

21 

794 

30 

20 

119 

人 31.4 

1.5 

55.4 

2.1 

1.4 

8.3 

％ 

      合 計 1,434    

26. どのような「職種」に就きたいと思っていま

すか。どれか１つに○をつけてください。 

大学・公的機関の教育・研究職 

企業等の研究職 

技術職 

専門職（※大学教員や研究職以外：医師、法曹、公認会計士等） 

販売職 

マスコミ（新聞記者、放送記者、アナウンサー、プロデューサ

ー等） 

教育職（大学を除く） 

事務職 

行政職 

管理職（会社役員等） 

その他 

249 

239 

187 

199 

28 

69 

25 

94 

140 

132 

78 

人 17.3 

16.6 

13.0 

13.8 

1.9 

4.8 

1.7 

6.5 

9.7 

9.2 

5.4 

％ 

      合 計 1,440    

27. 設問26で答えていただいた「その職業に就き

たい」と思っている理由は何ですか。次の中

から、最もあてはまるもの１つに○をつけて

ください。 

人を助けたり社会に奉仕できる 

安定した生活が保障されている 

十分な収入が期待できる 

自分の特技・能力や専門知識が活かせる 

国際的な仕事ができる 

社会的な地位・名声が得られる 

組織にしばられず、自由な活動ができる 

人や組織を動かすことができる 

独創性や創造性を発揮できる 

その他 

267 

144 

130 

535 

38 

22 

39 

58 

111 

73 

人 18.8 

10.2 

9.2 

37.8 

2.7 

1.6 

2.8 

4.1 

7.8 

5.2 

％ 

      合 計 1,417    
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Ⅳ．不安・悩みについて 

 

28.現在の学生生活の中で、次の各項目について、どの程度悩んだり不安を感じたりしていますか。 

  (1)～(11)までそれぞれ１～４のどれか１つに○をつけてください。 

(1)勉学（成績・単位など） 

 

 

 

 

よく悩む 

ときどき悩む 

あまり悩まない 

全く悩まない 

377 

585 

372 

121 

人 25.9 

40.2 

25.6 

8.3 

％ 

      合 計 1,455    

(2)学部進学や大学院進学 よく悩む 

ときどき悩む 

あまり悩まない 

全く悩まない 

330 

515 

368 

243 

人 22.7 

35.4 

25.3 

16.7 

％ 

      合 計 1,456    

(3)就職 よく悩む 

ときどき悩む 

あまり悩まない 

全く悩まない 

441 

560 

319 

136 

人 30.3 

38.5 

21.9 

9.3 

％ 

      合 計 1,456    

(4)将来の進路や生き方 よく悩む 

ときどき悩む 

あまり悩まない 

全く悩まない 

610 

607 

175 

62 

人 42.0 

41.7 

12.0 

4.3 

％ 

      合 計 1,454    

(5)友人との対人関係 よく悩む 

ときどき悩む 

あまり悩まない 

全く悩まない 

193 

395 

627 

241 

人 13.3 

27.1 

43.1 

16.6 

％ 

      合 計 1,456    

(6)教職員との対人関係 よく悩む 

ときどき悩む 

あまり悩まない 

全く悩まない 

35 

120 

515 

784 

人 2.4 

8.3 

35.4 

53.9 

％ 

      合 計 1,454    

(7)性・異性・恋愛・結婚 よく悩む 

ときどき悩む 

あまり悩まない 

全く悩まない 

306 

573 

392 

185 

人 21.0 

39.4 

26.9 

12.7 

％ 

       合 計 1,456    

(8)経済的なことや経済的自立 よく悩む 

ときどき悩む 

あまり悩まない 

全く悩まない 

352 

564 

391 

149 

人 24.2 

38.7 

26.9 

10.2 

％ 

      合 計 1,456    

(9)自分の性格 よく悩む 

ときどき悩む 

あまり悩まない 

全く悩まない 

322 

476 

446 

212 

人 22.1 

32.7 

30.6 

14.6 

％ 

      合 計 1,456    

(10)自分の体調や健康 よく悩む 

ときどき悩む 

あまり悩まない 

全く悩まない 

159 

396 

575 

325 

人 10.9 

27.2 

39.5 

22.3 

％ 

      合 計 1,455    
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(11)人生の意義・目標 よく悩む 

ときどき悩む 

あまり悩まない 

全く悩まない 

348 

512 

396 

199 

人 23.9 

35.2 

27.2 

13.7 

％ 

      合 計 1,455    

29.あなたは、不安や悩みを感じたとき、だれと相談したり、話合ったりしますか。 

    (1)～(9)までそれぞれ１～４のどれか１つに○をつけてください。 

(1)父・母 よく相談する 

ときどき相談する 

たまに相談する 

全く相談しない 

245 

356 

506 

344 

人 16.9 

24.5 

34.9 

23.7 

％ 

      合 計 1,451    

(2)兄弟・姉妹 よく相談する 

ときどき相談する 

たまに相談する 

全く相談しない 

47 

114 

241 

1,030 

人 3.3 

8.0 

16.8 

71.9 

％ 

      合 計 1,432    

(3)なんでも相談コーナー・学生相

談所等 

よく相談する 

ときどき相談する 

たまに相談する 

全く相談しない 

16 

12 

58 

1,368 

人 1.1 

0.8 

4.0 

94.1 

％ 

      合 計 1,454    

(4)大学の教職員 よく相談する 

ときどき相談する 

たまに相談する 

全く相談しない 

7 

31 

160 

1,255 

人 0.5 

2.1 

11.0 

86.4 

％ 

      合 計 1,453    

(5)大学内の同じ学科や研究室の友人 よく相談する 

ときどき相談する 

たまに相談する 

全く相談しない 

106 

310 

504 

534 

人 7.3 

21.3 

34.7 

36.7 

％ 

      合 計 1,454    

(6)大学内のサークルや団体の友人 よく相談する 

ときどき相談する 

たまに相談する 

全く相談しない 

157 

395 

434 

464 

人 10.8 

27.2 

29.9 

32.0 

％ 

      合 計 1,450    

(7)大学外の友人 よく相談する 

ときどき相談する 

たまに相談する 

全く相談しない 

153 

340 

498 

461 

人 10.5 

23.4 

34.3 

31.7 

％ 

      合 計 1,452    

(8)先輩 よく相談する 

ときどき相談する 

たまに相談する 

全く相談しない 

74 

259 

445 

674 

人 5.1 

17.8 

30.6 

46.4 

％ 

      合 計 1,452    

(9)恋人 よく相談する 

ときどき相談する 

たまに相談する 

全く相談しない 

133 

172 

186 

945 

人 9.3 

12.0 

13.0 

65.8 

％ 

      合 計 1,436    
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30.あなたは、最近６ヶ月の間に、次の項目について、体験したり悩んだりしましたか。 

   (1)～(12)までそれぞれ１～４のどれか１つに○をつけてください。 

(1)強い不安に襲われた しばしば体験した 

ときどき体験した 

あまり体験しなかった 

全く体験しなかった 

234 

438 

348 

436 

人 16.1 

30.1 

23.9 

29.9 

％ 

      合 計 1,456    

(2)自分でもバカらしいと思う考えが浮

かんだり、自分のすることを何度も

確かめてみなければならかった 

しばしば体験した 

ときどき体験した 

あまり体験しなかった 

全く体験しなかった 

134 

273 

424 

624 

人 9.2 

18.8 

29.1 

42.9 

％ 

      合 計 1,455    

(3)人と話していてとても緊張したり、不

安を感じた 

しばしば体験した 

ときどき体験した 

あまり体験しなかった 

全く体験しなかった 

139 

367 

452 

492 

人 9.6 

25.3 

31.2 

33.9 

％ 

      合 計 1,450    

(4)他の人が自分に敵意を持っている、人

から監視されていると感じた 

しばしば体験した 

ときどき体験した 

あまり体験しなかった 

全く体験しなかった 

59 

124 

314 

959 

人 4.1 

8.5 

21.6 

65.9 

％ 

      合 計 1,456    

(5)バス・地下鉄・電車などの乗り物に

乗るのが怖かった 

しばしば体験した 

ときどき体験した 

あまり体験しなかった 

全く体験しなかった 

24 

39 

146 

1,247 

人 1.6 

2.7 

10.0 

85.6 

％ 

      合 計 1,456    

(6)気分が落ち込んだり、何も興味が持

てなくなった 

しばしば体験した 

ときどき体験した 

あまり体験しなかった 

全く体験しなかった 

153 

334 

364 

601 

人 10.5 

23.0 

25.1 

41.4 

％ 

    9 人 合 計 1,452    

(7)人と一緒にいても寂しい感じがした しばしば体験した 

ときどき体験した 

あまり体験しなかった 

全く体験しなかった 

110 

301 

363 

682 

人 7.6 

20.7 

24.9 

46.8 

％ 

      合 計 1,456    

(8)体の病気でもないのに、息切れ・めま

い・動悸などがした 

しばしば体験した 

ときどき体験した 

あまり体験しなかった 

全く体験しなかった 

45 

104 

229 

1,077 

人 3.1 

7.1 

15.7 

74.0 

％ 

      合 計 1,455    

(9)イライラしたり、物を壊したり人を

傷つけたりしたい衝動にかられた 

しばしば体験した 

ときどき体験した 

あまり体験しなかった 

全く体験しなかった 

84 

196 

321 

854 

人 5.8 

13.5 

22.1 

58.7 

％ 

      合 計 1,455    

(10)やる気がなくなり、無気力状態（ア

パシー）になった 

しばしば体験した 

ときどき体験した 

あまり体験しなかった 

全く体験しなかった 

172 

335 

367 

580 

人 11.8 

23.0 

25.2 

39.9 

％ 

      合 計 1,454    
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(11)ついつい過食してしまう傾向が

あった 

しばしば体験した 

ときどき体験した 

あまり体験しなかった 

全く体験しなかった 

126 

272 

313 

743 

人 8.7 

18.7 

21.5 

51.1 

％ 

      合 計 1,454    

(12)食欲がなくなり、食べ物を口にし

たくないと思った 

しばしば体験した 

ときどき体験した 

あまり体験しなかった 

全く体験しなかった 

42 

114 

269 

1,028 

人 2.9 

7.8 

18.5 

70.8 

％ 

      合 計 1,453    

31.過去１年間に体調の不調はありま

したか？次の中からどれか１つに

○をつけてください。 

よくあった 

ときどきあった 

あまりなかった 

全くなかった 

69 

419 

485 

477 

人 4.8 

28.9 

33.4 

32.9 

％ 

      合 計 1,450    

設問31で、体の不調が「よくあった」
「ときどきあった」「あまりなかっ
た」と答えた方にお伺いします。 

32.過去１年間に体の不調があったと

きに、どのように対処しましたか？

あてはまるもの全てに○をつけて

ください。 

 

※複数回答、回答者数を分母 

家族に相談 

大学内の同じ研究室やサークルの友人・先輩に相談 

大学外の友人・先輩に相談 

大学の教職員に相談 

保健センター（本郷・駒場・柏）の診療部を受診 

東大病院を受診 

保健センター（本郷・駒場・柏）の健康管理室に相談 

地域のクリニックや病院を受診 

その他 

467 

113 

60 

6 

207 

15 

5 

471 

132 

人 49.6 

12.0 

6.4 

0.6 

22.0 

1.6 

0.5 

50.0 

14.0 

％ 

      回答者数 942    
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33.あなたは、大学の相談施設を知っていますか？ 

   (1)～(11)までそれぞれ１～３のどれか１つに○をつけてください。 

（１）なんでも相談コーナー 知っていて利用したことがある 

知っているが、利用したことがない 

知らない 

53 

840 

562 

人 3.6 

57.7 

38.6 

％ 

      合 計 1,455    

（２）学生相談所（本郷・柏） 知っていて利用したことがある 

知っているが、利用したことがない 

知らない 

44 

736 

673 

人 3.0 

50.7 

46.3 

％ 

      合 計 1,453    

（３）精神保健支援室 

(保健センター精神科) 

知っていて利用したことがある 

知っているが、利用したことがない 

知らない 

53 

687 

712 

人 3.7 

47.3 

49.0 

％ 

      合 計 1,452    

（４）コミュニケーション・サポート 

ルーム 

知っていて利用したことがある 

知っているが、利用したことがない 

知らない 

11 

356 

1,086 

人 0.8 

24.5 

74.7 

％ 

      合 計 1,453    

（５）駒場学生相談所 知っていて利用したことがある 

知っているが、利用したことがない 

知らない 

49 

801 

599 

人 3.4 

55.3 

41.3 

％ 

      合 計 1,449    

（６）ハラスメント相談所 知っていて利用したことがある 

知っているが、利用したことがない 

知らない 

6 

878 

567 

人 0.4 

60.5 

39.1 

％ 

      合 計 1,451    

（７）キャリアサポート室 知っていて利用したことがある 

知っているが、利用したことがない 

知らない 

110 

832 

512 

人 7.6 

57.2 

35.2 

％ 

      合 計 1,454    

（８）バリアフリー支援室 知っていて利用したことがある 

知っているが、利用したことがない 

知らない 

11 

863 

581 

人 0.8 

59.3 

39.9 

％ 

      合 計 1,455    

（９）国際センター相談室 知っていて利用したことがある 

知っているが、利用したことがない 

知らない 

32 

451 

972 

人 2.2 

31.0 

66.8 

％ 

      合 計 1,455    

（10）産業医健康相談窓口 知っていて利用したことがある 

知っているが、利用したことがない 

知らない 

3 

173 

1,279 

人 0.2 

11.9 

87.9 

％ 

      合 計 1,455    

（11）女性研究者支援相談室 知っていて利用したことがある 

知っているが、利用したことがない 

知らない 

3 

199 

1,253 

人 0.2 

13.7 

86.1 

％ 

      合 計 1,455    
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Ⅴ．大学への要望 

 

34.大学へ特に要望したいことや期待することは何ですか。 

(1)～(19)までそれぞれ1～５のどれか１つに○をつけてください。  

(1)カリキュラムの改革 とても期待する 

期待する 

どちらともいえない 

期待しない 

全く期待しない 

310 

524 

328 

186 

101 

人 21.4 

36.2 

22.6 

12.8 

7.0 

％ 

      合 計 1,449    

(2)実験室や実習室の充実 とても期待する 

期待する 

どちらともいえない 

期待しない 

全く期待しない 

254 

431 

470 

188 

108 

人 17.5 

29.7 

32.4 

13.0 

7.4 

％ 

      合 計 1,451    

(3)進学振分け制度の改善 とても期待する 

期待する 

どちらともいえない 

期待しない 

全く期待しない 

258 

395 

464 

229 

98 

人 17.9 

27.4 

32.1 

15.9 

6.8 

％ 

      合 計 1,444    

(4)授業の方法の工夫・改善 とても期待する 

期待する 

どちらともいえない 

期待しない 

全く期待しない 

453 

609 

241 

112 

35 

人 31.2 

42.0 

16.6 

7.7 

2.4 

％ 

      合 計 1,450    

(5)少人数教育の実施 とても期待する 

期待する 

どちらともいえない 

期待しない 

全く期待しない 

282 

362 

442 

275 

89 

人 19.4 

25.0 

30.5 

19.0 

6.1 

％ 

      合 計 1,450    

(6)単位認定や学年試験を厳しく とても期待する 

期待する 

どちらともいえない 

期待しない 

全く期待しない 

50 

106 

496 

404 

396 

人 3.4 

7.3 

34.2 

27.8 

27.3 

％ 

      合 計 1,452    

(7)単位認定や学年試験を緩やかに とても期待する 

期待する 

どちらともいえない 

期待しない 

全く期待しない 

216 

227 

610 

264 

135 

人 14.9 

15.6 

42.0 

18.2 

9.3 

％ 

      合 計 1,452    

(8)教育スタッフの充実 とても期待する 

期待する 

どちらともいえない 

期待しない 

全く期待しない 

225 

596 

438 

140 

53 

人 15.5 

41.0 

30.2 

9.6 

3.7 

％ 

      合 計 1,452    
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(9)海外留学の支援 とても期待する 

期待する 

どちらともいえない 

期待しない 

全く期待しない 

418 

454 

339 

156 

86 

人 28.8 

31.2 

23.3 

10.7 

5.9 

％ 

      合 計 1,453    

(10)国際化の推進 とても期待する 

期待する 

どちらともいえない 

期待しない 

全く期待しない 

306 

373 

419 

222 

133 

人 21.1 

25.7 

28.8 

15.3 

9.2 

％ 

      合 計 1,453    

(11)社会への貢献 とても期待する 

期待する 

どちらともいえない 

期待しない 

全く期待しない 

280 

476 

459 

155 

81 

人 19.3 

32.8 

31.6 

10.7 

5.6 

％ 

      合 計 1,451    

(12)カウンセリング・相談体制の充実 とても期待する 

期待する 

どちらともいえない 

期待しない 

全く期待しない 

86 

256 

640 

304 

167 

人 5.9 

17.6 

44.0 

20.9 

11.5 

％ 

      合 計 1,453    

(13)健康相談や保健センター機能の

充実 

とても期待する 

期待する 

どちらともいえない 

期待しない 

全く期待しない 

119 

358 

600 

233 

143 

人 8.2 

24.6 

41.3 

16.0 

9.8 

％ 

      合 計 1,453    

(14)就職対策や進路相談機能の充実 とても期待する 

期待する 

どちらともいえない 

期待しない 

全く期待しない 

247 

523 

450 

148 

86 

人 17.0 

36.0 

30.9 

10.2 

5.9 

％ 

      合 計 1,454    

(15)奨学金の充実や、授業料免除な

ど、経済的支援を強化する 

とても期待する 

期待する 

どちらともいえない 

期待しない 

全く期待しない 

475 

432 

385 

102 

59 

人 32.7 

29.7 

26.5 

7.0 

4.1 

％ 

      合 計 1,453    

(16)施設設備の充実 とても期待する 

期待する 

どちらともいえない 

期待しない 

全く期待しない 

506 

572 

270 

68 

36 

人 34.8 

39.4 

18.6 

4.7 

2.5 

％ 

      合 計 1,452    
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(17)図書館の充実 とても期待する 

期待する 

どちらともいえない 

期待しない 

全く期待しない 

597 

487 

286 

52 

31 

人 41.1 

33.5 

19.7 

3.6 

2.1 

％ 

      合 計 1,453    

(18)学生自治の尊重 とても期待する 

期待する 

どちらともいえない 

期待しない 

全く期待しない 

146 

250 

683 

236 

138 

人 10.0 

17.2 

47.0 

16.2 

9.5 

％ 

      合 計 1,453    

(19)学生同士が支え合うネットワー

クの充実 

とても期待する 

期待する 

どちらともいえない 

期待しない 

全く期待しない 

136 

299 

674 

211 

0 

人 10.3 

22.7 

51.1 

16.0 

0.0 

％ 

      合 計 1,320    

 

 

Ⅵ．家庭の状況について 

 

35.実家の所在地について伺います。あ

てはまる地区の番号どれか１つに○を

つけてください。 

東京都 

関東地方（東京都を除く） 

北海道 

東北地方 

中部地方 

近畿地方 

中国地方 

四国地方 

九州・沖縄地方 

日本国外 

412 

497 

14 

43 

172 

129 

61 

30 

95 

3 

人 28.3 

34.1 

1.0 

3.0 

11.8 

8.9 

4.2 

2.1 

6.5 

0.2 

％ 

      合 計 1,456    

36.家族構成について、あてはまる方の

番号全てに○をつけてください。 

 

※複数回答、回答者数を分母 

父 

母 

在学中の兄弟姉妹 

それ以外の兄弟姉妹 

祖父 

祖母 

配偶者 

親類 

その他 

1,365 

1,428 

693 

528 

115 

234 

3 

24 

10 

人 93.8 

98.1 

47.6 

36.3 

7.9 

16.1 

0.2 

1.6 

0.7 

％ 

      回答者数 1,455    

37. あなたの現在の生計を主に支えて

いる方のあてはまる方の番号全て

に○をつけてください。（複数回答

可能） 

 

※複数回答、回答者数を分母 

父 

母 

本人 

兄弟姉妹 

祖父母 

配偶者 

その他 

1,351 

572 

78 

7 

35 

2 

3 

人 92.7 

39.3 

5.4 

0.5 

2.4 

0.1 

0.2 

％ 

      回答者数 1,457    
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38. あなたの現在の生計を支えている

方の昨年（2013年１月～12月）の年

間税込み収入はどれくらいですか。

（設問37で複数回答している場合

には、その全員分を合算してくださ

い。） 

 

 度数    最小値   最大値    平均値    中央値   標準偏差  

年収            795人     0十万円     950十万円   106.78十万円  100十万円      74.77 

わからない   644 
 
          

39.あなたの親の職業について、あては

まる職種に○をつけてください。 

父

親

の

職

業 

専門的・技術的職業 

教育的職業 

管理的職業 

事務 

販売 

サービス業 

保安職業 

農・林・漁業 

生産工程 

輸送・機械運転 

建設・採掘 

運搬・清掃 

その他 

無職（不動産収入・金利・年金生活者などを含む。） 

334 

111 

581 

70 

88 

39 

18 

5 

31 

8 

35 

8 

31 

42 

人 23.8 

7.9 

41.5 

5.0 

6.3 

2.8 

1.3 

0.4 

2.2 

0.6 

2.5 

0.6 

2.2 

3.0 

％ 

      合 計 1,401    

 

母

親

の

職

業 

専門的・技術的職業 

教育的職業 

管理的職業 

事務 

販売 

サービス業 

保安職業 

農・林・漁業 

生産工程 

輸送・機械運転 

建設・採掘 

運搬・清掃 

その他 

無職（不動産収入・金利・年金生活者などを含む。） 

143 

174 

32 

234 

37 

152 

0 

3 

15 

0 

3 

5 

64 

525 

人 10.3 

12.5 

2.3 

16.9 

2.7 

11.0 

0.0 

0.2 

1.1 

0.0 

0.2 

0.4 

4.6 

37.9 

％ 

      合 計 1,387    

40.設問39で回答いただいた職業の雇

用形態について、あてはまる形態に

○をつけてください。 
父

親 

自分一人（誰にも雇用されてない） 

民間企業に勤務（民間企業・団体職員等） 

官公庁に勤務（国・自治体、公共企業体等） 

経営者・役員または人を雇用している 

82 

909 

235 

125 

人 6.1 

67.3 

17.4 

9.3 

％ 

      合 計 1,351    

母

親 

自分一人（誰にも雇用されてない） 

民間企業に勤務（民間企業・団体職員等） 

官公庁に勤務（国・自治体、公共企業体等） 

経営者・役員または人を雇用している 

308 

598 

152 

29 

人 28.3 

55.0 

14.0 

2.7 

％ 

      合 計 1,087    

41.設問40で回答いただいた勤務先の

規模について、あてはまる規模に○

をつけてください。 
父

親 

従業員が1,000人以上 

従業員が100人以上1,000人未満 

従業員が10人以上100人未満 

従業員が10人未満 

641 

284 

225 

145 

人 49.5 

21.9 

17.4 

11.2 

％ 

      合 計 1,295    

母

親 

従業員が1,000人以上 

従業員が100人以上1,000人未満 

従業員が10人以上100人未満 

従業員が10人未満 

146 

159 

324 

295 

人 15.8 

17.2 

35.1 

31.9 

％ 

      合 計 924    
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Ⅶ．生活費の状況について 

（単位：千円） 

  

 度数   最小値  最大値    平均値   中央値  標準偏差  

衣料費                       1,316人   0千円     100千円    6.84千円    5千円     8.12 

 

食 費                       1,318     0         100       22.49       20        13.69    

 

住居費                         551     0         152       61.08       68        28.05 

 

勉学費                       1,318     0          60        6.90        5         7.05 

 

教養・娯楽費                 1,319     0         150       14.37       10        13.68 

 

通学費                       1,299     0          70        6.91        5         6.98 

 

雑 費                       1,307     0         100       10.67       10         9,17 

 

支出額合計                   1,321     1         240       93.21       84        51.13 

 

42. あなた自身の生活費の状況につい

て、右の各欄に金額を記入してくださ

い。 

（最近３ヶ月の実績から、平均１ヶ月
の収支額を、該当しない場合は｢０｣

を記入してください。) 
※各事項の補足説明 

食 費 

自宅生は外食代（費）を記入する。 

住居費 

自宅外生のみ住居費を記入する。 

勉学費 

勉学に必要な書籍代、実習材料費、文房

具類代、実習旅費等（授業料等の学校納

付金を除く。） 

教養・娯楽費 

教養・娯楽のための書籍代、サークルの

支出、勉学以外の旅行の費用、交友費、

スポーツ代、映画・演劇・音楽会の入場

料等 

雑 費 

理・美容代、タバコ代、化粧品代、ガソ

リン代、携帯電話代、インターネット代、

医療費、水・光熱費等 

家庭からの仕送り・小遣い 

親・兄弟・親類等からの仕送り、又は小

遣い等 

奨学金 

 日本学生支援機構の奨学金及び他の機関

からの奨学金 

ローン・クレジット・借入金 

最近３ヶ月に借りた金額の１ヶ月当た

りの平均額 

 度数   最小値  最大値   平均値   中央値  標準偏差  

家庭からの仕送り・小遣い    1,303人   0千円     250千円   50.60千円  30千円   50.07 

奨学金                   1,165     0         171       12.51        0        28.36 

アルバイト・雑収入           1,277     0         200       30.11       25        31.58 

ローン・クレジット・借入金   1,130     0         100        0.72        0         6.26 

その他の収入                 1,006     0         133        1.17        0         8.89 

収入額合計                  1,321     0         346       90.97       80        57.55 

 

預貯金 

最近３ケ月に預貯金した金額の１

ケ月間当たり平均預貯金額。 

預貯金の総額ではなく、１ケ月間当

たりの平均増加額で、                    

プラスの場合は上段に、 

マイナスの場合は下段に 

千円単位で記入してください。 

 度数   最小値  最大値   平均値   中央値  標準偏差  

 

預貯金（プラス）             1,040人   0千円   3,000千円   21.68千円  10千円  103.37 

預貯金（マイナス）             571     0         420       16.12        3        39.34 

43.大学の授業料はどのように負担し

ていますか。あてはまる番号全てに

○をつけてください。 

 

※複数回答、回答者数を分母 

家庭からの仕送り 

奨学金 

全額授業料免除 

半額授業料免除 

アルバイト・雑収入 

その他 

1,261 

93 

100 

12 

50 

27 

人 87.9 

6.5 

7.0 

0.8 

3.5 

1.9 

％ 

      回答者数 1,434    
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Ⅷ．通学・住居について 

 

44.あなたは、現在どこに住んでいます

か。どれか１つに○をつけてくださ

い。 

東京23区 

東京（23区外） 

横浜市 

川崎市 

神奈川県（「横浜市・川崎市」を除く） 

さいたま・川口・蕨の各市 

埼玉県（「さいたま・川口・蕨の各市」を除く） 

千葉・船橋・市川・習志野・松戸の各市 

千葉県（「千葉・船橋・市川・習志野・松戸の各市」を除く） 

その他の県 

834 

193 

126 

60 

48 

41 

55 

40 

40 

18 

人 57.3 

13.3 

8.7 

4.1 

3.3 

2.8 

3.8 

2.7 

2.7 

1.2 

％ 

      合 計 1,455    

45.あなたの居住形態はどれにあたり

ますか。どちらかに○をつけてくだ

さい。 

自宅 

自宅外 

806 

636 

人 55.9 

44.1 

％ 

      合 計 1,442    

設問45で【居住形態が「2.自宅外」】

を選んだ方に伺います。 

46.現在あなたが住んでいるのはどれ

ですか。どれか１つに○をつけてく

ださい。 

分譲マンション 

賃貸マンション・アパート（バス付き） 

アパート（バスなし）・下宿 

東大の学生宿舎 

その他の学生宿舎 

その他 

21 

382 

60 

62 

99 

10 

人 3.3 

60.3 

9.5 

9.8 

15.6 

1.6 

％ 

      合 計 634    

47.学生宿舎等を作れば、あなたは入居

しますか。どれか１つに○をつけて

ください。 

入居する 

入居しない 

入居費による 

わからない 

201 

549 

527 

171 

人 13.9 

37.9 

36.4 

11.8 

％ 

      合 計 1,448    

48.あなたが通学に通常利用している

交通機関を記入してください。 

  通常の通学で移動（乗車時間）の長

い交通機関等を１つ選んでくださ

い。 

電車 

バス 

自転車 

徒歩のみ 

バイク 

自家用車 

その他 

1,122 

8 

236 

87 

0 

1 

0 

人 77.2 

0.6 

16.2 

6.0 

0.0 

0.1 

0.0 

％ 

      合 計 1,454    

49.片道の通学所要時間はどれくらい

ですか。（分単位で記入してくださ

い。） 

 度数   最小値  最大値  平均値  中央値   標準偏差  

所要時間                     1,450人    1分   170分  50.30分  50.0分    30.160  
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Ⅸ．奨学金について 

 

50. 現在、日本学生支援機構から定期

的な奨学金を受けていますか。どち

らかに○をつけてください。 

日本学生支援機構第一種奨学金（無利子奨学金） 

日本学生支援機構第二種奨学金（利子付奨学金） 

受けていない 

156 

73 

1,206 

人 10.9 

5.1 

84.0 

％ 

      合 計 1,435    

設問50で【奨学的な資金を「受けて
いない」】と答えた方にお伺いしま

す。 

51.その理由はどれにあたりますか。ど

れか１つに○をつけてください。 

受ける必要がない 

出願資格がない 

掲示等に気がつかなかった 

出願したが採用されなかった 

事務手続きが煩雑だから申請しなかった 

その他 

書類を期限までに整えられなかった 

貸与なので申請しなかった 

764 

139 

33 

19 

44 

15 

7 

122 

人 66.8 

12.2 

2.9 

1.7 

3.8 

1.3 

0.6 

10.7 

％ 

      合 計 1,143    

設問51で「書類を期限までに整えら
れなかった」または「貸与なので申

請しなかった」と答えた方にお伺い
します。 

52.これから奨学金を受けたいと思い

ますか。どちらかに○をつけてくだ

さい。 

受けたい 

受けたくない 

 

52 

75 

人 40.9 

59.1 

％ 

      合 計 127    

設問50で【奨学金を「受けている」】

と答えた方にお伺いします。 

53. 奨学金はどんな面で役に立ってい

ますか。（主たるものを２つまで選

んで○をつけてください。） 

※複数回答、回答者数を分母 

家庭の経済的負担が軽減される 

多少ともゆとりのある生活ができる 

アルバイトが軽減される 

奨学金があるので生活が成り立っている 

定期的な収入になるので助かる 

その他 

167 

50 

54 

79 

36 

6 

人 73.6 

22.0 

23.8 

34.8 

15.9 

2.6 

％ 

      回答者数 227    

54.現在、他の団体から定期的に奨学金

を受けていますか。どちらかに○を

つけてください。 

公益法人等・地方公共団体等の奨学金 

大学独自の奨学金（学内奨学金） 

受けていない 

85 

3 

1,336 

人 6.0 

0.2 

93.8 

％ 

      合 計 1,424    

設問54で【奨学的な資金を「受けて
いない」】と答えた方にお伺いしま

す。 

55.その理由はどれにあたりますか。ど

れか１つに○をつけてください。 

受ける必要がない 

出願資格がない 

掲示等に気がつかなかった 

出願したが採用されなかった 

事務手続きが煩雑だから申請しなかった 

その他 

書類を期限までに整えられなかった 

貸与なので申請しなかった 

839 

146 

72 

30 

70 

11 

6 

78 

人 67.0 

11.7 

5.8 

2.4 

5.6 

0.9 

0.5 

6.2 

％ 

      合 計 1,252    

設問55で「書類を期限までに整えら
れなかった」または「貸与なので申
請しなかった」と答えた方にお伺い

します。 

56.これから奨学金を受けたいと思い

ますか。どちらかに○をつけてくだ

さい。 

受けたい 

受けたくない 

 

35 

49 

人 41.7 

58.3 

％ 

      合 計 84    

設問54で【奨学金を「受けている」 】

と答えた方にお伺いします。 

57. 奨学金はどんな面で役に立ってい

ますか。（主たるものを２つまで選

んで○をつけてください。） 

※複数回答、回答者数を分母 

家庭の経済的負担が軽減される 

多少ともゆとりのある生活ができる 

アルバイトが軽減される 

奨学金があるので生活が成り立っている 

定期的な収入になるので助かる 

その他 

61 

17 

20 

28 

20 

0 

人 70.1 

19.5 

23.0 

32.2 

23.0 

0.0 

％ 

      回答者数 87    
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Ⅹ．アルバイトについて 

 

58.過去１年間にアルバイトをしまし

たか。次の中からどれか１つに○を

つけてください。 

継続的（１ヶ月以上）アルバイトをした 

臨時的（１ヶ月未満）アルバイトをした 

継続的なアルバイトと臨時的アルバイトを両方した 

しなかった 

788 

141 

200 

308 

人 54.8 

9.8 

13.9 

21.4 

％ 

      合 計 1,437    

設問58で「過去１年間にアルバイト
をした」と答えた方にお伺いしま

す。 

59.そのアルバイトの種類はどれにあ

たりますか。（主たるものを２つま

で選んでください。） 

 

※複数回答、回答者数を分母 

家庭教師 

塾講師 

試験監督・採点 

一般事務 

単純労働 

販売・セールス・サービス業 

特殊技能（翻訳、通訳、プログラミング等）を要すること 

コンピュータへの入力オペレータ 

その他 

302 

462 

240 

99 

143 

203 

57 

10 

88 

人 26.8 

41.0 

21.3 

8.8 

12.7 

18.0 

5.1 

0.9 

7.8 

％ 

      回答者数 1,128    

60.アルバイトに費やす時間と収入額

はどれくらいでしたか。 

 

 度数  最小値  最大値   平均値  中央値  標準偏差  

時 間（単位：時間／週）       1,046人   0時間    25時間   8.34時間   8.00時間   5.32 

収入額（単位：千円／月）       1,046     0千円   800千円 41.13千円  30.00千円   39.61 

アルバイトに費やした時間は、往復時間を含め、一週間当たりの平均時間を記入してください。 

収入額は１ヶ月当たりの平均金額を単位「千円」で記入してください。 

61.アルバイトをした目的はどれにあ

たりますか。（どれか１つに○をつ

けてください。） 

生活費を稼ぐため 

学費を稼ぐため 

学生生活を楽しむため 

社会経験のため 

その他 

357 

39 

409 

258 

58 

人 31.8 

3.5 

36.5 

23.0 

5.2 

％ 

      合 計 1,121    

設問58で「継続的アルバイトをし
た」または「継続的・臨時的アルバ

イトを両方した」と答えた方にお伺
いします。 

62.継続的アルバイトは勉学の妨げに

なりませんでしたか。（どれか１つ

に○をつけてください。） 

かなり妨げになった 

多少妨げになった 

妨げにならなかった 

65 

445 

496 

人 6.5 

44.2 

49.3 

％ 

      合 計 1,006    

63.現在の暮らし向きについてどうお

考えですか。次の中からどれか１つ

に○をつけてください。 

かなり楽な方 

やや楽な方 

普通 

やや苦しい方 

大変苦しい方 

わからない 

410 

364 

439 

173 

36 

27 

人 28.3 

25.1 

30.3 

11.9 

2.5 

1.9 

％ 

      合 計 1,449    
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資料２ 

２０１４年（第６４回）学生生活実態調査・クロス集計表 

ここでは、「調査票」のそれぞれの設問項目と、所要な基本項目とのクロス集計を行ったものを一括して順次掲載し

た。 

今回から、設問によって全体、男女、課程、文科系・理科系（男女）、所属、キャンパスの別に分けて集計した。 

前回の2012年（第62回）調査と比較のため、今回の調査と同じ設問の設定をしている調査項目については、全体の

数値を各集計表に示した。（同じ設問設定でないものは、数値を割愛している。） 

また、複数回答の設問については、前回の 2012 年（第 62 回）調査時には一部の設問のみ回答者数を分母として集

計していたが、今回は全ての設問について回答者数を分母として、再集計した数値を掲載した。 

したがって、複数回答の 2012 年（第 62 回）調査結果報告書の数値は、本報告書のクロス集計表における「2012 年

調査（62 回）」の数値とは異なっている点にご注意いただきたい。 

表の見方 

１．百分率（パーセント）表示については、小数点第一位までを有効数字として算出した。 

２．各項目の非該当及び無回答を除いた百分率あるいは平均を示した。 

複数回答の設問については、回答者数（非該当及び無回答を除く）を分母にして百分率（パーセント）を算出し

ている。そのため、パーセントの合計は100％を超える場合がある。 

３．作表の説明変数として用いた用語の定義は、次のとおりである。 

「全体」-------------------回答者全員の比率を示す。 

「自宅」-------------------自宅通学者（親と同居）を示す。 

「自宅外」-----------------賃貸マンション、アパート、下宿、学生宿舎、その他の学生宿舎の居住者を一括

して示す。 

「その他の学生宿舎」-------地方公共団体等が設置した学生寮の居住者を示す。 

「前期課程」---------------１、２年生を示す。 

「後期課程」----------------３、４年生（医学部医学科・農学部獣医課程・薬学部薬学科は５、６年生を含む。）

を示す。 

「文科系」「理科系」---------在籍する学部、学科等により二つの系に区分したものを示す。 

  「本郷」「駒場」「弥生」-------学生が通学するキャンパスを示す。 
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１ー１表　東大入学をどの程度希望していましたか　（設問９）

浪人しても東大に入りたいと
思っていた(%)

東大がだめなら他大学でもよい
と思っていた(%)

他大学がだめなら東大でもよい
と思っていた(%)

事例数(人)

60.0 39.2 0.8 1,507

57.6 41.0 1.4 1,448
59.9 38.9 1.2 1,134
50.0 48.3 1.7 302
60.6 38.2 1.2 693
53.8 44.6 1.6 688
58.9 40.0 1.0 582
55.9 42.4 1.6 799

男子 64.0 35.2 0.7 420
女子 45.7 52.5 1.9 162
男子 56.4 42.1 1.5 663
女子 55.2 43.2 1.6 125

60.6 38.2 1.2 693
63.3 36.7 0.0 90
38.9 58.3 2.8 36
53.1 44.1 2.8 179
54.3 45.7 0.0 70
52.5 45.0 2.5 80
51.4 48.6 0.0 72
52.1 46.6 1.4 73
51.6 45.2 3.2 31
66.7 25.0 8.3 12
48.0 52.0 0.0 25
65.0 35.0 0.0 20
60.3 38.3 1.4 736
53.9 44.5 1.6 573
51.4 48.6 0.0 72

区　　分

2012年調査（62回）

全体
男子
女子
前期
後期
文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部
医学部
工学部
文学部
理学部
農学部
経済学部

弥生

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場
本郷
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１ー２表　東大入学の動機　（設問１０）　（３つまで選択） （複数回答、回答者数を分母）

社会的評価が高
いから(%)

スタッフ・設備
が優れているか

ら(%)

将来の就職を考
えて(%)

難関を突破した
かったから(%)

私大に比べて授
業料が安いから

(%)

東大の伝統や雰
囲気に憧れて

(%)

入学後に学部の
選択が可能だか

ら(%)

親・兄弟・姉妹
の勧めで(%)

高校の先生や友
人などの勧めで

(%)
その他(%) 事例数(人)

51.9 23.9 30.3 28.9 38.4 22.4 41.6 6.3 19.4 8.4 1,512

52.1 24.8 30.3 28.2 37.3 21.4 43.5 7.8 16.9 8.3 1,457
53.5 24.4 31.5 29.0 37.2 20.4 41.4 6.8 16.2 8.3 1,141
47.0 26.0 26.0 26.0 36.5 25.0 52.0 10.9 19.4 8.6 304
53.5 25.1 32.9 26.7 39.0 20.8 45.8 7.3 14.5 7.5 697
49.9 24.3 27.3 30.3 34.8 21.4 42.3 8.7 19.9 8.8 692
58.2 15.6 35.3 32.4 31.5 26.7 40.1 10.1 15.8 9.2 584
47.0 31.3 26.3 25.7 40.9 17.0 47.0 6.5 18.3 7.3 805

男子 61.1 14.9 37.2 33.4 30.3 26.1 36.0 9.7 13.0 9.7 422
女子 50.6 17.3 30.2 29.6 34.6 28.4 50.6 11.1 22.8 8.0 162
男子 48.3 30.1 27.1 27.0 41.5 16.0 45.6 5.4 18.7 7.0 667
女子 40.2 36.2 22.0 20.5 36.2 21.3 55.9 11.0 15.7 9.4 127

53.5 25.1 32.9 26.7 39.0 20.8 45.8 7.3 14.5 7.5 697
61.1 8.9 45.6 42.2 36.7 28.9 22.2 5.6 15.6 8.9 90
52.8 25.0 25.0 27.8 50.0 22.2 36.1 2.8 16.7 13.9 36
49.7 22.7 23.2 34.3 39.2 16.6 45.9 10.5 19.3 5.0 181
42.3 26.8 23.9 25.4 26.8 39.4 36.6 7.0 14.1 15.5 71
39.5 42.0 21.0 22.2 28.4 16.0 39.5 7.4 32.1 11.1 81
47.2 29.2 19.4 19.4 38.9 15.3 54.2 5.6 25.0 11.1 72
67.1 11.0 42.5 34.2 26.0 19.2 41.1 12.3 15.1 8.2 73
41.9 19.4 22.6 35.5 25.8 6.5 80.6 16.1 22.6 3.2 31
8.3 50.0 8.3 16.7 50.0 25.0 33.3 8.3 16.7 8.3 12
40.0 20.0 16.0 28.0 32.0 28.0 60.0 20.0 24.0 12.0 25
60.0 55.0 30.0 25.0 40.0 30.0 30.0 0.0 15.0 0.0 20
52.3 25.3 32.0 26.9 38.6 20.3 47.0 7.7 14.9 7.3 740
51.5 23.4 28.9 31.7 34.5 22.9 39.0 8.7 19.2 8.8 577
47.2 29.2 19.4 19.4 38.9 15.3 54.2 5.6 25.0 11.1 72

区　　分

2012年調査（62回）

全体
男子
女子
前期
後期
文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部
医学部
工学部
文学部
理学部
農学部
経済学部

弥生

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場
本郷

75



１ー３表　入学時に進学する学部・学科等を決めていましたか　（設問１１）

学科等まで決めていた(%) 学部のみ決めていた(%) 学部・学科等は決めていなかった(%) 事例数(人)

20.6 33.1 46.3 1,510

22.7 28.6 48.7 1,456
22.6 29.5 47.9 1,139
23.4 25.7 51.0 304
22.7 31.3 46.1 697
22.6 25.7 51.7 690
19.9 37.4 42.7 583
24.6 22.0 53.4 804

男子 20.2 39.7 40.1 421
女子 19.1 31.5 49.4 162
男子 23.9 23.0 53.2 666
女子 29.1 17.3 53.5 127

22.7 31.3 46.1 697
27.8 40.0 32.2 90
61.1 0.0 38.9 36
16.0 24.3 59.7 181
29.6 18.3 52.1 71
32.1 24.7 43.2 81
21.1 21.1 57.7 71
6.9 51.4 41.7 72
9.7 9.7 80.6 31
16.7 16.7 66.7 12
16.0 12.0 72.0 25
20.0 20.0 60.0 20
22.0 30.1 47.8 740
23.6 27.3 49.1 576
21.1 21.1 57.7 71

区　　分

2012年調査（62回）

全体
男子
女子
前期
後期
文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部
医学部
工学部
文学部
理学部
農学部
経済学部

弥生

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場
本郷

76



１ー４表　現在在籍している学部・学科等（科類）に満足していますか　（設問１２）

満足している(%) まあ満足している(%)
どちらとも言えない

(%)
やや不満である(%) 不満である(%) 事例数(人)

35.0 42.9 12.2 6.2 3.7 1,508

30.7 45.2 13.4 6.9 3.7 1,451
27.7 45.8 14.4 8.3 3.9 1,134
42.1 43.4 9.9 2.0 2.6 304
27.5 44.0 17.4 7.3 3.7 695
34.0 46.7 9.4 6.1 3.8 689
28.6 49.2 10.5 7.4 4.3 581
32.3 42.6 15.6 6.2 3.4 803

男子 23.6 50.8 11.0 9.3 5.3 419
女子 41.4 45.1 9.3 2.5 1.9 162
男子 29.9 42.6 17.0 7.2 3.3 665
女子 44.1 43.3 7.9 1.6 3.1 127

27.5 44.0 17.4 7.3 3.7 695
21.3 46.1 11.2 11.2 10.1 89
52.8 33.3 8.3 5.6 0.0 36
33.1 47.5 10.5 5.0 3.9 181
39.4 49.3 4.2 7.0 0.0 71
51.9 34.6 4.9 6.2 2.5 81
33.8 46.5 12.7 1.4 5.6 71
23.6 59.7 11.1 2.8 2.8 72
29.0 51.6 3.2 12.9 3.2 31
8.3 58.3 16.7 8.3 8.3 12
28.0 56.0 4.0 12.0 0.0 25
40.0 35.0 25.0 0.0 0.0 20
27.2 44.6 16.8 7.6 3.8 738
34.8 46.3 9.2 6.3 3.5 575
33.8 46.5 12.7 1.4 5.6 71

区　　分

2012年調査（62回）

全体
男子
女子
前期
後期
文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部
医学部
工学部
文学部
理学部
農学部
経済学部

弥生

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場
本郷

77



１ー５表　教養学部前期課程の授業に満足していますか　（設問１３）

満足している(%) まあ満足している(%)
どちらとも言えない

(%)
やや不満である(%) 不満である(%) 事例数(人)

8.1 37.5 25.8 18.2 10.5 1,509

8.2 39.2 24.5 18.7 9.3 1,448
7.1 37.6 25.2 19.7 10.5 1,134
12.3 46.5 21.6 15.0 4.7 301
7.4 40.0 26.4 18.3 7.9 698
8.9 38.7 22.6 19.1 10.7 682
10.2 44.3 22.0 16.1 7.3 576
6.7 35.8 26.2 20.5 10.7 804

男子 8.9 42.4 22.5 17.3 8.9 417
女子 13.8 49.1 20.8 13.2 3.1 159
男子 5.9 34.4 27.0 21.0 11.7 666
女子 10.2 44.9 22.0 17.3 5.5 127

7.4 40.0 26.4 18.3 7.9 698
18.0 43.8 12.4 13.5 12.4 89
13.9 44.4 16.7 16.7 8.3 36
9.4 32.0 25.4 22.7 10.5 181
6.3 39.1 28.1 18.8 7.8 64
3.7 35.8 25.9 22.2 12.3 81
4.2 40.8 16.9 16.9 21.1 71
5.6 48.6 25.0 15.3 5.6 72
16.1 45.2 29.0 6.5 3.2 31
0.0 41.7 16.7 33.3 8.3 12
8.0 32.0 16.0 32.0 12.0 25
10.0 30.0 35.0 20.0 5.0 20
7.7 40.2 26.3 18.1 7.7 741
9.3 38.0 23.1 19.7 9.9 568
4.2 40.8 16.9 16.9 21.1 71

区　　分

2012年調査（62回）

全体
男子
女子
前期
後期
文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部
医学部
工学部
文学部
理学部
農学部
経済学部

弥生

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場
本郷

78



１ー６表　進学振分け制度についてどのような考えていますか　（設問１４）

特に考えていることはない(%) 現行のままでよい(%)
入試時にもう少し細かく進路を
決める制度の方がよい(%)

点数以外の振り分け基準を取り
入れた方がよい(%)

事例数(人)

19.0 34.8 15.8 30.4 1,501

20.0 40.5 14.4 25.1 1,445
20.4 39.5 14.9 25.2 1,133
19.1 44.1 11.7 25.1 299
19.4 38.6 14.8 27.2 696
20.5 42.4 14.1 23.0 682
19.7 38.2 15.2 26.8 578
20.1 42.1 13.9 23.9 800

男子 20.6 36.7 17.5 25.2 417
女子 17.4 42.2 9.3 31.1 161
男子 19.7 41.5 13.8 25.0 665
女子 23.4 45.2 12.9 18.5 124

19.4 38.6 14.8 27.2 696
24.4 34.4 21.1 20.0 90
11.1 58.3 13.9 16.7 36
18.2 42.0 13.3 26.5 181
27.3 33.3 10.6 28.8 66
26.3 42.5 8.8 22.5 80
24.3 47.1 8.6 20.0 70
16.9 47.9 18.3 16.9 71
19.4 35.5 12.9 32.3 31
8.3 16.7 50.0 25.0 12
16.0 40.0 12.0 32.0 25
10.0 75.0 10.0 5.0 20
19.2 38.2 15.3 27.3 739
20.4 42.7 14.1 22.8 569
24.3 47.1 8.6 20.0 70

区　　分

2012年調査（62回）

全体
男子
女子
前期
後期
文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部
医学部
工学部
文学部
理学部
農学部
経済学部

弥生

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場
本郷

79



１ー７表　進学の決定（内定）について　（設問１５）

希望通り決定（内定）した(%) ほぼ希望通り決定（内定）した(%) 希望通りでなかった(%) 事例数(人)

83.2 11.8 5.0 1,106

81.5 13.7 4.8 1,023
80.3 14.0 5.7 793
86.1 12.1 1.8 223
77.9 16.5 5.6 321
83.7 12.0 4.4 661
86.4 8.8 4.8 420
78.3 16.9 4.8 562

男子 85.5 8.9 5.6 303
女子 88.9 8.5 2.6 117
男子 77.5 16.8 5.7 457
女子 82.7 16.3 1.0 98

77.9 16.5 5.6 321
95.5 1.1 3.4 89
97.2 0.0 2.8 36
76.5 20.0 3.5 170
66.1 25.8 8.1 62
86.3 10.0 3.8 80
79.1 17.9 3.0 67
95.8 1.4 2.8 71
96.8 3.2 0.0 31
58.3 25.0 16.7 12
68.0 12.0 20.0 25
100.0 0.0 0.0 18
78.8 15.7 5.5 364
84.0 11.4 4.5 551
79.1 17.9 3.0 67

区　　分

2012年調査（62回）

全体
男子
女子
前期
後期
文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部
医学部
工学部
文学部
理学部
農学部
経済学部

弥生

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場
本郷

80



１ー８表　現在のカリキュラムに満足していますか　（設問１６）

満足している(%) まあ満足している(%)
どちらとも言えない

(%)
やや不満である(%) 不満である(%) 事例数(人)

12.2 48.7 18.3 14.2 6.6 1,460

13.3 47.3 18.9 14.2 6.3 1,432
12.6 45.9 20.0 14.4 7.1 1,118
15.6 53.2 14.6 14.0 2.7 301
11.4 43.8 22.2 16.9 5.8 676
15.2 51.7 14.8 11.9 6.5 691
13.8 46.3 16.6 17.7 5.6 572
13.0 48.8 19.7 11.9 6.5 795

男子 11.2 44.1 17.8 19.8 7.1 410
女子 20.4 51.9 13.6 12.3 1.9 162
男子 13.5 47.7 20.8 11.1 7.0 660
女子 8.9 55.6 15.3 16.9 3.2 124

11.4 43.8 22.2 16.9 5.8 676
13.3 36.7 17.8 21.1 11.1 90
19.4 58.3 2.8 11.1 8.3 36
15.5 53.6 16.0 7.7 7.2 181
22.5 59.2 9.9 7.0 1.4 71
22.2 50.6 11.1 13.6 2.5 81
6.9 50.0 22.2 11.1 9.7 72
6.9 55.6 18.1 11.1 8.3 72
12.9 67.7 6.5 9.7 3.2 31
8.3 33.3 16.7 25.0 16.7 12
16.0 48.0 12.0 24.0 0.0 25
25.0 50.0 20.0 5.0 0.0 20
11.4 44.6 21.4 16.7 5.8 719
16.5 51.4 14.2 11.8 6.1 576
6.9 50.0 22.2 11.1 9.7 72

区　　分

2012年調査（62回）

全体
男子
女子
前期
後期
文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部
医学部
工学部
文学部
理学部
農学部
経済学部

弥生

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場
本郷

81



１ー９表　現在のカリキュラムは消化できますか　（設問１７）

できる(%) まあできる(%) 多少困難(%) できない(%) 事例数(人)

33.5 47.0 17.0 2.5 1,461

29.3 49.3 19.2 2.2 1,432
29.5 48.6 19.5 2.4 1,118
29.2 51.8 18.3 0.7 301
21.3 52.8 23.1 2.8 676
37.5 46.0 14.9 1.6 691
35.0 49.5 14.0 1.6 572
25.5 49.3 22.5 2.6 795

男子 35.9 47.6 14.6 2.0 410
女子 32.7 54.3 12.3 0.6 162
男子 25.6 49.2 22.3 2.9 660
女子 25.8 49.2 24.2 0.8 124

21.3 52.8 23.1 2.8 676
28.9 53.3 14.4 3.3 90
47.2 38.9 13.9 0.0 36
30.9 47.5 18.2 3.3 181
47.9 47.9 4.2 0.0 71
32.1 42.0 24.7 1.2 81
41.7 44.4 12.5 1.4 72
41.7 50.0 8.3 0.0 72
41.9 45.2 12.9 0.0 31
33.3 33.3 33.3 0.0 12
56.0 32.0 12.0 0.0 25
45.0 40.0 15.0 0.0 20
22.4 52.2 22.8 2.6 719
36.8 46.5 14.9 1.7 576
41.7 44.4 12.5 1.4 72

区　　分

2012年調査（62回）

全体
男子
女子
前期
後期
文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部
医学部
工学部
文学部
理学部
農学部
経済学部

弥生

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場
本郷

82



１ー１０表　学部卒業後の進路予定　（設問１８）

大学院修士課程
に入学する(%)

大学院博士課程
まで進学する

(%)

専門職学位課程
に入学する(%)

学士入学する
(%)

就職する(%) 起業する(%)
進学も就職もし
ない(%)

まだ決めていな
い(%)

その他(%) 事例数(人)

38.4 10.3 2.4 0.5 36.4 0.1 0.5 10.3 1.0 1,460

38.1 9.9 1.9 0.2 33.9 0.4 0.4 14.7 0.6 1,431
38.3 10.9 1.7 0.3 32.6 0.4 0.4 14.9 0.5 1,117
36.5 5.3 2.7 0.0 39.5 0.7 0.3 14.3 0.7 301
32.5 12.3 1.3 0.0 29.1 0.4 0.0 23.8 0.4 676
44.6 7.5 2.5 0.4 37.5 0.4 0.9 5.5 0.6 690
14.3 4.4 4.0 0.3 59.3 0.5 1.0 15.0 1.0 572
56.2 13.9 0.4 0.1 14.7 0.4 0.0 14.2 0.1 794

男子 11.7 5.1 3.9 0.5 62.4 0.2 1.2 13.9 1.0 410
女子 21.0 2.5 4.3 0.0 51.2 1.2 0.6 17.9 1.2 162
男子 56.1 14.4 0.3 0.2 13.2 0.5 0.0 15.2 0.2 659
女子 56.5 9.7 0.8 0.0 23.4 0.0 0.0 9.7 0.0 124

32.5 12.3 1.3 0.0 29.1 0.4 0.0 23.8 0.4 676
11.1 1.1 13.3 1.1 64.4 0.0 2.2 4.4 2.2 90
2.8 2.8 5.6 0.0 83.3 0.0 0.0 5.6 0.0 36
81.8 5.5 0.0 0.0 6.6 1.1 0.0 5.0 0.0 181
29.6 5.6 0.0 0.0 47.9 0.0 5.6 8.5 2.8 71
70.0 26.3 0.0 0.0 2.5 0.0 0.0 1.3 0.0 80
48.6 9.7 0.0 0.0 33.3 0.0 0.0 8.3 0.0 72
5.6 0.0 1.4 1.4 90.3 1.4 0.0 0.0 0.0 72
22.6 9.7 3.2 0.0 54.8 0.0 0.0 9.7 0.0 31
41.7 8.3 0.0 8.3 16.7 0.0 0.0 25.0 0.0 12
28.0 8.0 4.0 0.0 52.0 0.0 0.0 8.0 0.0 25
70.0 10.0 0.0 0.0 10.0 0.0 0.0 10.0 0.0 20
32.3 12.1 1.4 0.1 30.0 0.4 0.0 23.2 0.4 719
45.4 7.1 2.8 0.3 37.6 0.5 1.0 4.5 0.7 575
48.6 9.7 0.0 0.0 33.3 0.0 0.0 8.3 0.0 72

区　　分

2012年調査（62回）

全体
男子
女子
前期
後期
文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部
医学部
工学部
文学部
理学部
農学部
経済学部

弥生

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場
本郷

83



１ー１１表　大学院進学の理由　（設問１９）　（２つまで） （複数回答、回答者数を分母）

より高度の知
識・技術を身に
つけるため(%)

大学で教育・研
究職に就くため

(%)

大学外で研究職
に就くため(%)

必要な資格を得
るため(%)

良い就職先を得
るため(%)

まだ社会に出た
くないから(%)

就職先が決まら
ないから(%)

周囲に勧められ
たから(%)

大学院修了とい
うことの社会的
評価が高いから

(%)

学部での進路指
導に従って(%)

その他(%) 事例数(人)

78.4 22.4 14.5 10.5 25.5 19.1 2.2 2.7 5.9 3.2 3.2 740

77.5 19.8 14.0 9.4 27.4 17.6 2.1 2.7 7.6 2.9 2.5 712
78.0 20.6 13.2 7.4 27.5 17.8 2.3 2.5 8.3 3.2 3.0 568
75.4 17.2 17.9 17.9 25.4 16.4 1.5 3.7 4.5 2.2 0.7 134
79.2 21.8 15.7 9.3 30.1 13.5 0.6 1.0 7.4 2.2 1.3 312
76.6 18.1 13.0 9.6 24.7 20.2 3.5 4.3 7.7 3.7 3.7 376
75.2 28.7 7.0 35.7 9.3 10.9 4.7 2.3 3.1 0.0 1.6 129
78.4 17.7 15.9 3.4 31.3 18.6 1.6 2.9 8.6 3.8 2.9 559

男子 72.6 32.1 7.1 34.5 10.7 14.3 4.8 1.2 2.4 0.0 2.4 84
女子 80.0 22.2 6.7 37.8 6.7 4.4 4.4 4.4 4.4 0.0 0.0 45
男子 79.4 18.2 14.6 2.4 30.4 18.2 1.9 2.8 9.2 3.9 3.2 467
女子 72.3 15.7 24.1 8.4 34.9 20.5 0.0 3.6 4.8 3.6 1.2 83

79.2 21.8 15.7 9.3 30.1 13.5 0.6 1.0 7.4 2.2 1.3 312
68.2 9.1 0.0 90.9 0.0 4.5 0.0 0.0 0.0 0.0 4.5 22
100.0 50.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 4
71.5 5.7 13.3 1.9 32.9 26.6 3.2 5.1 13.3 6.3 5.7 158
92.0 44.0 4.0 16.0 4.0 8.0 4.0 0.0 8.0 0.0 0.0 25
83.1 37.7 13.0 2.6 24.7 13.0 2.6 3.9 2.6 2.6 2.6 77
66.7 14.3 19.0 2.4 31.0 28.6 0.0 9.5 9.5 2.4 2.4 42
80.0 0.0 0.0 0.0 40.0 20.0 0.0 20.0 0.0 0.0 20.0 5
90.9 27.3 18.2 9.1 9.1 9.1 18.2 0.0 0.0 0.0 0.0 11
100.0 16.7 50.0 16.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 6
70.0 30.0 10.0 10.0 10.0 30.0 30.0 0.0 0.0 0.0 0.0 10
87.5 12.5 18.8 6.3 25.0 25.0 0.0 0.0 0.0 6.3 0.0 16
79.9 21.9 16.4 9.4 28.9 13.1 1.2 0.9 7.0 2.1 1.2 329
77.0 18.3 11.4 10.4 24.9 19.9 3.5 3.8 7.9 4.1 4.1 317
66.7 14.3 19.0 2.4 31.0 28.6 0.0 9.5 9.5 2.4 2.4 42

区　　分

2012年調査（62回）

全体
男子
女子
前期
後期
文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部
医学部
工学部
文学部
理学部
農学部
経済学部

弥生

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場
本郷

84



１－１２－１表　授業・実験への出席

0時間(%) 1～5時間(%) 6～10時間(%) 11～15時間(%) 16～20時間(%) 21～25時間(%) 26～30時間(%) 31時間以上(%) 事例数(人)

6.3 11.3 12.9 14.7 16.9 20.5 10.7 6.7 1,507

6.1 11.4 11.2 13.6 16.1 23.9 11.0 6.8 1,449
6.2 11.2 11.9 12.7 16.2 24.3 11.4 6.1 1,133
5.6 12.3 8.9 16.9 15.2 22.8 8.9 9.3 302
0.7 6.3 9.2 11.8 19.9 34.8 13.3 3.9 693
12.1 17.3 13.0 15.7 11.6 11.9 8.3 10.0 687
3.3 15.9 13.6 20.9 18.7 20.9 4.5 2.2 579
8.6 8.9 9.2 8.6 13.7 25.2 15.4 10.4 801

男子 3.3 16.2 14.1 20.3 19.1 20.0 5.0 1.9 419
女子 3.1 15.0 12.5 22.5 17.5 23.1 3.1 3.1 160
男子 8.4 8.6 10.3 8.0 13.9 26.2 15.5 9.0 663
女子 9.4 10.2 4.7 11.8 11.8 21.3 13.4 17.3 127

0.7 6.3 9.2 11.8 19.9 34.8 13.3 3.9 693
9.0 25.8 16.9 14.6 14.6 13.5 3.4 2.2 89
2.8 5.6 22.2 2.8 13.9 16.7 13.9 22.2 36
26.0 13.8 7.2 6.6 6.6 13.8 14.4 11.6 181
4.3 15.7 12.9 30.0 20.0 10.0 5.7 1.4 70
6.3 20.0 7.5 17.5 10.0 16.3 5.0 17.5 80
11.3 12.7 12.7 8.5 5.6 18.3 15.5 15.5 71
1.4 27.8 18.1 25.0 23.6 2.8 1.4 0.0 72
3.2 25.8 32.3 19.4 16.1 3.2 0.0 0.0 31
8.3 8.3 16.7 25.0 8.3 16.7 16.7 0.0 12
12.0 16.0 8.0 52.0 4.0 4.0 0.0 4.0 25
25.0 0.0 10.0 5.0 0.0 0.0 5.0 55.0 20
1.0 7.2 10.3 12.4 19.6 33.2 12.8 3.7 736
12.7 17.6 11.9 16.2 12.2 11.5 7.7 10.1 573
11.3 12.7 12.7 8.5 5.6 18.3 15.5 15.5 71

１ー１２表　１週間の平均的な生活時間　（設問２０）

区　　分

2012年調査（62回）

全体
男子
女子
前期
後期
文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部
医学部
工学部
文学部
理学部
農学部
経済学部

弥生

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場
本郷
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１－１２－２表　授業・実験の課題、準備・復習

0時間(%) 1～5時間(%) 6～10時間(%) 11～15時間(%) 16～20時間(%) 21～25時間(%) 26～30時間(%) 31時間以上(%) 事例数(人)

12.2 42.7 25.8 10.2 3.9 2.4 1.3 1.5 1,499

9.8 43.1 25.5 11.4 4.5 2.9 1.0 1.7 1,443
10.3 43.3 25.2 11.2 4.6 2.8 1.1 1.4 1,126
8.3 42.9 25.7 12.5 4.3 3.0 0.7 2.6 303
3.0 45.5 27.8 13.2 5.4 2.9 1.2 1.0 690
17.4 41.1 21.8 9.8 3.7 2.8 1.0 2.5 684
8.7 49.3 23.7 8.5 5.4 1.9 1.2 1.2 574
11.3 39.0 25.6 13.6 3.9 3.5 1.0 2.1 800

男子 9.4 50.6 23.2 7.7 5.3 1.5 1.2 1.0 413
女子 6.8 46.0 24.8 10.6 5.6 3.1 1.2 1.9 161
男子 11.3 39.1 25.2 13.4 4.2 3.8 1.1 1.8 662
女子 11.0 39.4 26.8 15.0 2.4 1.6 0.0 3.9 127

3.0 45.5 27.8 13.2 5.4 2.9 1.2 1.0 690
16.9 40.4 21.3 11.2 4.5 1.1 3.4 1.1 89
5.6 44.4 25.0 19.4 2.8 2.8 0.0 0.0 36
28.3 32.2 20.0 10.6 2.8 2.8 0.6 2.8 180
7.4 52.9 22.1 7.4 4.4 2.9 0.0 2.9 68
11.3 22.5 30.0 15.0 6.3 10.0 0.0 5.0 80
21.1 46.5 18.3 8.5 0.0 0.0 1.4 4.2 71
9.7 68.1 16.7 2.8 2.8 0.0 0.0 0.0 72
9.7 48.4 25.8 9.7 3.2 0.0 3.2 0.0 31
8.3 25.0 25.0 16.7 8.3 0.0 8.3 8.3 12
24.0 44.0 20.0 0.0 4.0 8.0 0.0 0.0 25
25.0 30.0 25.0 5.0 10.0 0.0 0.0 5.0 20
3.4 45.3 27.7 13.1 5.3 2.7 1.4 1.1 733
17.5 40.4 21.9 9.8 4.0 3.3 0.7 2.3 570
21.1 46.5 18.3 8.5 0.0 0.0 1.4 4.2 71

区　　分

2012年調査（62回）

全体
男子
女子
前期
後期
文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部
医学部
工学部
文学部
理学部
農学部
経済学部

弥生

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場
本郷
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１－１２－３表　卒業研究・実験・卒論

0時間(%) 1～5時間(%) 6～10時間(%) 11～15時間(%) 16～20時間(%) 21～25時間(%) 26～30時間(%) 31時間以上(%) 事例数(人)

10.3 9.0 12.8 7.6 10.7 6.2 5.2 38.3 290

7.1 10.0 10.5 10.9 7.9 14.2 5.0 34.3 239
7.1 11.5 10.4 11.0 8.2 12.6 4.4 34.6 182
7.1 5.4 10.7 10.7 7.1 19.6 7.1 32.1 56
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0
7.1 9.7 10.5 10.9 8.0 14.3 5.0 34.5 238
14.1 16.5 14.1 14.1 9.4 17.6 2.4 11.8 85
3.3 5.9 8.5 9.2 7.2 12.4 6.5 47.1 153

男子 12.9 19.4 14.5 14.5 12.9 9.7 1.6 14.5 62
女子 17.4 8.7 13.0 13.0 0.0 39.1 4.3 4.3 23
男子 4.2 7.5 8.3 9.2 5.8 14.2 5.8 45.0 120
女子 0.0 0.0 9.4 9.4 12.5 6.3 9.4 53.1 32

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0
75.0 12.5 12.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 8
33.3 16.7 0.0 33.3 0.0 0.0 16.7 0.0 6
2.3 8.0 6.8 6.8 8.0 11.4 8.0 48.9 88
3.4 20.7 17.2 13.8 10.3 24.1 3.4 6.9 29
0.0 0.0 0.0 9.5 4.8 28.6 0.0 57.1 21
0.0 3.7 25.9 11.1 7.4 11.1 7.4 33.3 27
8.7 30.4 8.7 17.4 13.0 8.7 4.3 8.7 23
14.3 0.0 14.3 14.3 7.1 35.7 0.0 14.3 14
33.3 0.0 0.0 0.0 33.3 0.0 0.0 33.3 3
9.1 0.0 18.2 18.2 9.1 9.1 0.0 36.4 11
0.0 0.0 0.0 12.5 0.0 0.0 0.0 87.5 8
17.6 0.0 11.8 11.8 11.8 29.4 0.0 17.6 17
7.2 11.3 8.2 10.8 7.7 13.4 5.2 36.1 194
0.0 3.7 25.9 11.1 7.4 11.1 7.4 33.3 27

区　　分

2012年調査（62回）

全体
男子
女子
前期
後期
文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部
医学部
工学部
文学部
理学部
農学部
経済学部

弥生

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場
本郷
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１－１２－４表　授業とは関係のない学修

0時間(%) 1～5時間(%) 6～10時間(%) 11～15時間(%) 16～20時間(%) 21～25時間(%) 26～30時間(%) 31時間以上(%) 事例数(人)

34.0 40.5 12.5 4.9 2.7 1.8 0.8 2.7 1,465

36.1 42.6 10.0 4.6 1.7 1.8 0.9 2.2 1,410
36.3 41.6 10.3 4.6 1.8 2.0 1.0 2.4 1,098
35.9 46.0 8.7 5.0 1.0 1.3 0.7 1.3 298
41.8 42.8 8.1 2.8 1.2 1.3 0.4 1.5 675
30.6 42.1 11.2 6.6 2.4 2.5 1.5 3.0 667
27.9 40.7 13.0 6.9 3.0 3.2 1.6 3.7 563
42.2 43.8 7.3 3.1 0.9 1.0 0.5 1.2 779

男子 27.1 39.2 13.3 7.6 3.4 3.4 1.7 4.2 406
女子 29.9 44.6 12.1 5.1 1.9 2.5 1.3 2.5 157
男子 42.7 42.5 7.9 2.8 0.9 1.2 0.6 1.2 642
女子 42.1 49.2 4.0 4.8 0.0 0.0 0.0 0.0 126

41.8 42.8 8.1 2.8 1.2 1.3 0.4 1.5 675
11.5 26.4 17.2 14.9 5.7 9.2 5.7 9.2 87
25.7 51.4 8.6 5.7 0.0 2.9 2.9 2.9 35
42.0 45.5 7.4 2.8 1.1 0.0 0.6 0.6 176
26.5 39.7 16.2 7.4 4.4 2.9 0.0 2.9 68
31.6 44.3 7.6 8.9 1.3 2.5 0.0 3.8 79
35.7 47.1 8.6 4.3 2.9 1.4 0.0 0.0 70
22.9 52.9 11.4 5.7 2.9 1.4 1.4 1.4 70
25.0 39.3 17.9 7.1 0.0 0.0 0.0 10.7 28
40.0 10.0 20.0 0.0 0.0 10.0 10.0 10.0 10
40.0 20.0 20.0 12.0 0.0 4.0 4.0 0.0 25
31.6 57.9 5.3 0.0 5.3 0.0 0.0 0.0 19
41.1 42.2 8.7 2.9 1.1 1.4 0.6 2.0 713
30.1 42.2 11.1 7.0 2.5 2.7 1.6 2.9 559
35.7 47.1 8.6 4.3 2.9 1.4 0.0 0.0 70

区　　分

2012年調査（62回）

全体
男子
女子
前期
後期
文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部
医学部
工学部
文学部
理学部
農学部
経済学部

弥生

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場
本郷
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１－１２－５表　サークル・クラブ活動

0時間(%) 1～5時間(%) 6～10時間(%) 11～15時間(%) 16～20時間(%) 21～25時間(%) 26～30時間(%) 31時間以上(%) 事例数(人)

29.1 26.9 18.8 13.0 5.3 2.6 1.6 2.8 1,482

28.5 27.0 20.6 11.7 5.2 2.8 1.0 3.1 1,430
27.5 27.3 21.5 10.9 4.6 3.3 1.3 3.7 1,114
33.1 26.2 17.2 14.9 6.3 1.0 0.3 1.0 302
17.0 26.5 26.6 16.7 5.6 3.2 1.2 3.4 684
41.6 27.9 13.9 6.8 4.0 2.2 0.7 2.9 678
27.9 24.7 22.6 12.7 4.0 3.7 0.9 3.5 574
30.2 28.9 18.5 11.0 5.3 2.0 1.0 2.9 788

男子 25.4 25.1 24.6 11.1 3.6 4.6 1.0 4.6 414
女子 34.4 23.8 17.5 16.9 5.0 1.3 0.6 0.6 160
男子 30.2 28.9 19.4 10.8 4.2 2.3 1.2 3.1 650
女子 33.1 29.1 15.0 11.8 8.7 0.8 0.0 1.6 127

17.0 26.5 26.6 16.7 5.6 3.2 1.2 3.4 684
34.1 33.0 17.0 5.7 2.3 4.5 1.1 2.3 88
45.7 25.7 11.4 8.6 5.7 0.0 0.0 2.9 35
41.6 29.8 14.6 5.1 5.1 1.1 0.6 2.2 178
52.2 20.3 17.4 2.9 4.3 1.4 0.0 1.4 69
46.8 26.6 13.9 7.6 2.5 1.3 0.0 1.3 79
45.1 29.6 9.9 5.6 4.2 1.4 1.4 2.8 71
18.3 35.2 14.1 18.3 2.8 5.6 2.8 2.8 71
58.1 19.4 6.5 3.2 3.2 3.2 0.0 6.5 31
45.5 9.1 9.1 9.1 9.1 0.0 0.0 18.2 11
40.0 24.0 12.0 8.0 4.0 4.0 0.0 8.0 25
55.0 20.0 15.0 0.0 5.0 0.0 0.0 5.0 20
19.1 25.9 25.5 16.0 5.5 3.2 1.1 3.7 726
40.2 28.5 14.9 7.1 3.9 2.3 0.7 2.5 565
45.1 29.6 9.9 5.6 4.2 1.4 1.4 2.8 71

区　　分

2012年調査（62回）

全体
男子
女子
前期
後期
文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部
医学部
工学部
文学部
理学部
農学部
経済学部

弥生

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場
本郷
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１－１２－６表　アルバイト・仕事

0時間(%) 1～5時間(%) 6～10時間(%) 11～15時間(%) 16～20時間(%) 21～25時間(%) 26～30時間(%) 31時間以上(%) 事例数(人)

32.9 29.7 21.7 9.5 3.6 1.6 0.3 0.7 1,482

34.9 28.7 22.6 7.8 3.6 1.4 0.3 0.7 1,431
37.9 27.0 21.8 7.6 3.5 1.2 0.3 0.7 1,117
25.7 33.7 26.3 8.0 3.7 2.0 0.3 0.3 300
35.2 29.9 22.8 7.2 3.8 0.7 0.1 0.3 685
35.3 27.7 21.5 9.0 3.2 1.8 0.4 1.0 679
33.1 26.8 25.1 8.9 4.2 0.9 0.0 1.0 574
36.8 30.3 20.0 7.5 3.0 1.5 0.5 0.4 790

男子 37.4 24.2 23.7 8.9 3.9 0.7 0.0 1.2 414
女子 21.9 33.8 28.8 8.8 5.0 1.3 0.0 0.6 160
男子 38.7 28.9 19.9 7.0 3.1 1.4 0.5 0.5 653
女子 30.2 34.9 22.2 7.9 1.6 2.4 0.8 0.0 126

35.2 29.9 22.8 7.2 3.8 0.7 0.1 0.3 685
42.0 27.3 18.2 9.1 2.3 0.0 0.0 1.1 88
42.9 25.7 17.1 8.6 0.0 0.0 2.9 2.9 35
36.1 31.7 20.0 6.1 2.8 1.7 1.1 0.6 180
32.4 20.6 22.1 16.2 5.9 0.0 0.0 2.9 68
38.8 40.0 13.8 1.3 3.8 2.5 0.0 0.0 80
32.4 15.5 28.2 18.3 2.8 2.8 0.0 0.0 71
23.9 28.2 29.6 5.6 5.6 4.2 0.0 2.8 71
35.5 9.7 35.5 12.9 3.2 3.2 0.0 0.0 31
30.0 10.0 30.0 30.0 0.0 0.0 0.0 0.0 10
32.0 32.0 20.0 12.0 0.0 4.0 0.0 0.0 25
40.0 45.0 10.0 0.0 5.0 0.0 0.0 0.0 20
35.1 28.8 23.4 7.7 3.7 0.8 0.1 0.3 726
35.8 30.5 19.8 7.2 3.4 1.6 0.5 1.2 567
32.4 15.5 28.2 18.3 2.8 2.8 0.0 0.0 71

区　　分

2012年調査（62回）

全体
男子
女子
前期
後期
文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部
医学部
工学部
文学部
理学部
農学部
経済学部

弥生

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場
本郷

90



１－１２－７表　学修（休暇中の生活時間）

0時間(%) 1～5時間(%) 6～10時間(%) 11～15時間(%) 16～20時間(%) 21～25時間(%) 26～30時間(%) 31時間以上(%) 事例数(人)

12.6 39.3 17.4 10.1 6.3 4.2 2.6 7.5 1,482

14.4 37.8 19.0 11.1 4.8 3.6 2.4 6.8 1,428
15.5 37.6 19.5 10.9 4.5 3.4 2.2 6.4 1,118
10.5 39.5 17.2 11.8 5.7 4.4 3.0 7.8 296
14.3 40.8 21.4 11.1 3.5 3.8 1.3 3.8 686
14.4 34.8 16.0 11.3 5.6 3.6 3.7 10.5 673
11.8 37.5 18.7 11.1 4.8 4.6 3.7 7.9 568
16.2 38.1 18.8 11.3 4.4 3.0 1.6 6.6 791

男子 13.4 36.5 18.0 12.2 4.9 3.9 3.2 8.0 411
女子 7.6 40.1 20.4 8.3 4.5 6.4 5.1 7.6 157
男子 17.1 37.7 20.0 10.5 4.0 3.0 1.8 5.9 656
女子 12.1 41.1 12.1 16.1 6.5 2.4 0.8 8.9 124

14.3 40.8 21.4 11.1 3.5 3.8 1.3 3.8 686
8.2 24.7 12.9 11.8 9.4 4.7 9.4 18.8 85
14.3 20.0 22.9 17.1 17.1 2.9 0.0 5.7 35
19.4 40.0 13.3 10.6 4.4 2.2 1.7 8.3 180
13.8 38.5 10.8 15.4 7.7 1.5 3.1 9.2 65
9.1 26.0 19.5 16.9 5.2 3.9 5.2 14.3 77
18.3 38.0 18.3 7.0 1.4 4.2 2.8 9.9 71
15.3 48.6 19.4 6.9 2.8 1.4 4.2 1.4 72
9.7 19.4 25.8 6.5 3.2 19.4 3.2 12.9 31
16.7 25.0 0.0 8.3 16.7 8.3 8.3 16.7 12
16.0 28.0 24.0 16.0 4.0 0.0 4.0 8.0 25
5.0 55.0 10.0 5.0 0.0 0.0 0.0 25.0 20
14.1 39.6 21.3 10.8 3.7 4.5 1.5 4.4 729
14.1 35.4 15.6 12.2 6.1 2.5 3.8 10.4 559
18.3 38.0 18.3 7.0 1.4 4.2 2.8 9.9 71

区　　分

2012年調査（62回）

全体
男子
女子
前期
後期
文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部
医学部
工学部
文学部
理学部
農学部
経済学部

弥生

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場
本郷
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１－１２－８表　サークル・クラブ活動（休暇中の生活時間）

0時間(%) 1～5時間(%) 6～10時間(%) 11～15時間(%) 16～20時間(%) 21～25時間(%) 26～30時間(%) 31時間以上(%) 事例数(人)

29.9 22.0 16.7 12.5 8.1 4.0 1.8 5.1 1,489

28.7 20.6 19.6 11.7 7.1 4.5 2.1 5.7 1,431
27.9 20.0 20.3 11.6 6.4 4.8 2.3 6.7 1,120
32.0 23.2 17.2 12.5 9.1 3.4 1.3 1.3 297
19.1 21.5 21.0 15.9 8.6 5.1 2.3 6.6 687
39.4 20.0 18.1 7.7 5.2 3.4 1.5 4.7 675
28.9 20.2 19.5 12.3 6.2 4.8 1.9 6.2 568
29.3 21.2 19.5 11.5 7.4 3.9 1.9 5.3 794

男子 27.7 19.7 20.4 11.7 4.6 5.6 2.2 8.0 411
女子 31.8 21.7 17.2 14.0 10.2 2.5 1.3 1.3 157
男子 29.2 20.4 20.4 11.6 7.1 3.6 2.0 5.8 658
女子 32.8 25.6 14.4 11.2 8.0 4.8 1.6 1.6 125

19.1 21.5 21.0 15.9 8.6 5.1 2.3 6.6 687
38.8 24.7 17.6 5.9 1.2 5.9 2.4 3.5 85
38.9 25.0 16.7 8.3 5.6 0.0 0.0 5.6 36
38.5 19.6 20.1 8.4 6.1 2.8 1.1 3.4 179
50.0 13.6 16.7 6.1 3.0 4.5 1.5 4.5 66
41.0 23.1 16.7 5.1 3.8 3.8 2.6 3.8 78
41.7 16.7 19.4 8.3 6.9 4.2 0.0 2.8 72
15.5 23.9 25.4 14.1 8.5 2.8 2.8 7.0 71
51.6 22.6 9.7 3.2 6.5 0.0 0.0 6.5 31
58.3 0.0 0.0 16.7 8.3 0.0 0.0 16.7 12
48.0 16.0 8.0 4.0 4.0 8.0 4.0 8.0 25
45.0 15.0 20.0 5.0 5.0 0.0 0.0 10.0 20
21.1 21.2 20.1 15.3 8.5 4.8 2.2 6.7 730
38.0 20.7 18.8 7.7 4.8 3.6 1.8 4.6 560
41.7 16.7 19.4 8.3 6.9 4.2 0.0 2.8 72

区　　分

2012年調査（62回）

全体
男子
女子
前期
後期
文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部
医学部
工学部
文学部
理学部
農学部
経済学部

弥生

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場
本郷
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１－１２－９表　アルバイト・仕事（休暇中の生活時間）

0時間(%) 1～5時間(%) 6～10時間(%) 11～15時間(%) 16～20時間(%) 21～25時間(%) 26～30時間(%) 31時間以上(%) 事例数(人)

33.3 23.9 17.9 12.7 6.1 2.8 1.4 2.0 1,477

33.9 22.8 19.8 11.3 5.8 3.5 1.0 1.8 1,428
37.1 20.9 19.2 10.8 5.6 3.6 0.9 2.0 1,116
22.8 30.2 22.1 13.8 5.4 3.4 1.3 1.0 298
34.0 23.5 20.4 10.1 7.0 2.6 1.2 1.2 682
34.3 22.5 18.3 12.7 4.7 4.3 0.9 2.4 677
31.3 21.1 22.3 11.7 6.9 3.7 1.1 1.9 565
36.1 24.3 17.3 11.2 5.2 3.3 1.0 1.6 794

男子 36.4 17.9 20.9 10.8 6.6 3.9 1.0 2.5 407
女子 18.4 29.1 25.9 13.9 7.6 3.2 1.3 0.6 158
男子 37.8 22.9 17.2 11.1 5.0 3.3 0.9 1.7 658
女子 28.8 32.0 16.8 12.8 3.2 3.2 1.6 1.6 125

34.0 23.5 20.4 10.1 7.0 2.6 1.2 1.2 682
40.0 22.4 20.0 8.2 4.7 2.4 0.0 2.4 85
38.9 27.8 16.7 5.6 0.0 2.8 2.8 5.6 36
33.7 22.7 17.1 16.6 3.3 5.0 0.6 1.1 181
30.3 18.2 21.2 15.2 3.0 7.6 0.0 4.5 66
42.3 29.5 11.5 6.4 2.6 3.8 1.3 2.6 78
34.7 16.7 19.4 8.3 9.7 5.6 1.4 4.2 72
23.9 22.5 22.5 15.5 7.0 4.2 1.4 2.8 71
25.8 16.1 25.8 19.4 9.7 3.2 0.0 0.0 31
25.0 8.3 8.3 50.0 8.3 0.0 0.0 0.0 12
32.0 32.0 16.0 8.0 4.0 4.0 4.0 0.0 25
45.0 25.0 20.0 5.0 5.0 0.0 0.0 0.0 20
33.5 22.9 20.4 11.2 7.2 2.6 1.1 1.1 725
34.9 23.8 18.0 12.1 3.7 4.3 0.9 2.3 562
34.7 16.7 19.4 8.3 9.7 5.6 1.4 4.2 72

区　　分

2012年調査（62回）

全体
男子
女子
前期
後期
文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部
医学部
工学部
文学部
理学部
農学部
経済学部

弥生

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場
本郷
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１ー１３表　平日の夜、遅くまでキャンパス内にいることがありますか　（設問２１）

夜12時過ぎまでキャンパスにい
ることはある(%)

夜11時過ぎまでキャンパスにい
ることはある(%)

夜10時過ぎまでキャンパスにい
ることはある(%)

夜9時過ぎまでキャンパスにいる
ことはある(%)

夜9時までキャンパスにいること
はない(%)

事例数(人)

10.3 5.7 14.6 29.6 39.8 1,509

8.7 4.4 13.5 32.8 40.6 1,455
9.1 4.4 13.4 31.2 41.9 1,137
5.9 4.3 14.1 38.5 37.2 304
4.5 2.2 8.9 43.5 40.9 696
13.2 6.8 18.4 21.9 39.7 690
4.1 1.4 13.4 36.2 44.9 583
12.2 6.7 13.8 30.3 37.0 803

男子 5.0 1.7 14.0 32.8 46.6 421
女子 1.9 0.6 11.7 45.1 40.7 162
男子 11.9 6.3 13.1 29.9 38.8 665
女子 11.8 8.7 17.3 31.5 30.7 127

4.5 2.2 8.9 43.5 40.9 696
2.2 0.0 17.8 25.6 54.4 90
19.4 13.9 11.1 13.9 41.7 36
21.0 7.7 22.1 17.7 31.5 181
5.7 4.3 18.6 22.9 48.6 70
14.8 11.1 14.8 27.2 32.1 81
19.4 12.5 20.8 15.3 31.9 72
2.7 1.4 15.1 16.4 64.4 73
9.7 0.0 16.1 51.6 22.6 31
25.0 16.7 8.3 33.3 16.7 12
12.5 0.0 16.7 20.8 50.0 24
15.0 20.0 30.0 25.0 10.0 20
5.0 2.3 9.2 43.7 39.8 739
12.3 6.3 18.4 20.9 42.1 575
19.4 12.5 20.8 15.3 31.9 72

区　　分

2012年調査（62回）

全体
男子
女子
前期
後期
文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部
医学部
工学部
文学部
理学部
農学部
経済学部

弥生

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場
本郷
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１ー１４表　この半年間で夜９時過ぎまでキャンパスにいた回数　（設問２２）

半年で1、2回くらい
(%)

月に1、2回くらい(%) 週に1、2回くらい(%) 週に3、4回くらい(%) ほぼ毎日(%) 事例数(人)

14.1 25.7 34.3 17.1 8.8 909

13.2 28.8 36.7 13.9 7.4 862
13.7 28.4 37.0 13.4 7.6 659
11.5 29.3 36.6 15.2 7.3 191
12.2 25.8 43.3 14.6 4.1 411
14.5 31.3 29.9 13.3 11.1 415
13.1 29.7 34.7 16.6 5.9 320
13.4 27.9 37.7 12.3 8.7 506

男子 12.5 29.0 34.8 16.1 7.6 224
女子 14.6 31.3 34.4 17.7 2.1 96
男子 14.5 28.3 37.8 11.5 7.9 407
女子 8.0 25.0 39.8 13.6 13.6 88

12.2 25.8 43.3 14.6 4.1 411
17.1 29.3 26.8 17.1 9.8 41
19.0 28.6 42.9 9.5 0.0 21
12.1 31.5 30.6 13.7 12.1 124
19.4 25.0 38.9 8.3 8.3 36
21.8 32.7 23.6 9.1 12.7 55
12.2 28.6 30.6 16.3 12.2 49
20.0 44.0 24.0 4.0 8.0 25
8.3 41.7 25.0 25.0 0.0 24
0.0 10.0 40.0 30.0 20.0 10
8.3 41.7 25.0 16.7 8.3 12
5.6 27.8 27.8 5.6 33.3 18
11.7 26.3 42.2 15.5 4.3 445
15.7 31.6 29.8 11.4 11.4 332
12.2 28.6 30.6 16.3 12.2 49

区　　分

2012年調査（62回）

全体
男子
女子
前期
後期
文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部
医学部
工学部
文学部
理学部
農学部
経済学部

弥生

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場
本郷
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１ー１５表　この冬学期が始まってから昼間を含めて、土・日・祝日にキャンパス内にいたことはありますか　（設問２３）

土・日・祝日にキャンパス内にいたことはない(%) 土・日・祝日にキャンパス内にいたことがある(%) 事例数(人)

20.8 79.2 1,481

21.4 78.6 1,451
22.9 77.1 1,133
15.8 84.2 304
19.6 80.4 693
22.5 77.5 688
21.4 78.6 580
20.8 79.2 801

男子 23.0 77.0 418
女子 17.3 82.7 162
男子 22.6 77.4 663
女子 12.6 87.4 127

19.6 80.4 693
27.8 72.2 90
22.2 77.8 36
25.1 74.9 179
24.3 75.7 70
14.8 85.2 81
20.8 79.2 72
26.4 73.6 72
16.1 83.9 31
16.7 83.3 12
12.0 88.0 25
20.0 80.0 20
19.4 80.6 736
23.2 76.8 573
20.8 79.2 72

区　　分

2012年調査（62回）

全体
男子
女子
前期
後期
文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部
医学部
工学部
文学部
理学部
農学部
経済学部

弥生

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場
本郷
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１ー１６表　この冬学期が始まってから、土・日・祝日にキャンパス内にいた平均回数　（設問２４）

月に1回(%) 月に2回(%) 月に3回(%) 週に1回(%) 毎回(%) その他(%) 事例数(人)

20.2 18.5 13.3 33.8 12.6 1.5 1,170

24.3 17.7 11.4 31.6 13.1 1.9 1,136
24.0 17.5 11.6 31.9 13.4 1.6 871
25.9 18.0 11.0 31.4 11.0 2.7 255
22.9 17.1 11.0 34.4 12.6 2.0 555
26.6 18.3 11.3 28.2 13.7 1.9 531
21.5 20.4 12.5 32.5 11.6 1.3 455
26.9 15.7 10.1 30.6 14.3 2.4 631

男子 18.7 19.9 13.7 33.0 13.7 0.9 321
女子 28.4 21.6 9.7 31.3 6.7 2.2 134
男子 28.0 16.0 10.0 30.9 13.1 2.0 511
女子 23.6 12.7 11.8 30.9 17.3 3.6 110

22.9 17.1 11.0 34.4 12.6 2.0 555
20.3 20.3 17.2 31.3 9.4 1.6 64
50.0 14.3 10.7 17.9 7.1 0.0 28
24.1 21.1 11.3 24.1 17.3 2.3 133
28.3 22.6 15.1 24.5 9.4 0.0 53
34.8 13.0 7.2 30.4 11.6 2.9 69
19.3 10.5 12.3 31.6 24.6 1.8 57
30.2 26.4 11.3 20.8 9.4 1.9 53
23.1 23.1 3.8 34.6 15.4 0.0 26
0.0 20.0 10.0 40.0 20.0 10.0 10
22.7 9.1 13.6 45.5 9.1 0.0 22
31.3 6.3 0.0 43.8 12.5 6.3 16
22.5 17.4 10.7 34.5 12.9 2.0 591
28.3 18.9 11.6 27.2 12.1 1.8 438
19.3 10.5 12.3 31.6 24.6 1.8 57

区　　分

2012年調査（62回）

全体
男子
女子
前期
後期
文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部
医学部
工学部
文学部
理学部
農学部
経済学部

弥生

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場
本郷
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２ー１表　どのような「部門」の職業に就きたいと思いますか　（設問２５）

公務員(%) 非営利団体(%) 民間企業(%) 自営業(%) 起業(%) その他(%) 事例数(人)

31.9 2.7 55.7 2.6 1.3 5.7 1,496

31.4 1.5 55.4 2.1 1.4 8.3 1,434
31.5 1.3 55.8 2.0 1.4 7.9 1,121
31.8 2.0 53.2 2.3 1.3 9.4 299
32.9 2.0 53.5 2.3 1.0 8.3 690
29.3 1.0 57.9 1.9 1.6 8.1 675
39.1 2.4 46.3 4.0 1.4 6.8 575
25.3 0.9 62.5 0.8 1.3 9.2 790

男子 41.7 2.2 44.8 3.9 1.2 6.3 415
女子 32.5 3.1 50.0 4.4 1.9 8.1 160
男子 24.3 0.9 63.8 0.9 1.4 8.7 655
女子 31.5 0.8 55.6 0.0 0.8 11.3 124

32.9 2.0 53.5 2.3 1.0 8.3 690
49.4 2.2 36.0 5.6 0.0 6.7 89
33.3 0.0 38.9 0.0 0.0 27.8 36
12.8 0.6 81.0 1.1 2.2 2.2 179
19.7 1.5 51.5 6.1 6.1 15.2 66
40.8 1.3 42.1 0.0 1.3 14.5 76
37.5 0.0 56.9 0.0 0.0 5.6 72
22.5 0.0 73.2 1.4 1.4 1.4 71
45.2 6.5 41.9 0.0 0.0 6.5 31
18.2 0.0 45.5 0.0 0.0 36.4 11
52.0 0.0 40.0 4.0 4.0 0.0 25
15.8 0.0 68.4 0.0 0.0 15.8 19
33.2 2.2 52.9 2.2 1.0 8.6 732
27.6 0.9 59.2 2.3 2.0 8.0 561
37.5 0.0 56.9 0.0 0.0 5.6 72

区　　分

2012年調査（62回）

全体
男子
女子
前期
後期
文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部
医学部
工学部
文学部
理学部
農学部
経済学部

弥生

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場
本郷
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２－２表　どのような「職種」に就きたいと思いますか　（設問２６）

大学・公的機関
の教育・研究職

(%)

企業等の研究職
(%)

技術職(%)
専門職（※医師、
法曹、公認会計士

等）(%)
販売職(%)

マスコミ（新聞
記者、放送記者、
アナウンサー、プ
ロデューサー等）

(%)

教育職（大学を
除く）(%)

事務職(%) 行政職(%)
管理職（会社役
員等）(%)

その他(%) 事例数(人)

18.2 16.9 13.7 12.9 2.7 4.8 2.3 7.4 9.2 8.4 3.6 1,504

17.3 16.6 13.0 13.8 1.9 4.8 1.7 6.5 9.7 9.2 5.4 1,440
18.6 16.8 14.2 12.0 2.0 4.5 1.7 6.0 9.6 9.8 4.8 1,127
12.0 15.7 8.0 20.7 1.3 5.7 2.0 8.7 10.7 7.0 8.0 299
18.7 17.8 12.9 14.8 0.9 3.9 2.0 3.9 10.4 9.0 5.8 691
16.2 16.4 13.2 12.0 2.6 5.3 1.6 9.4 9.1 9.4 4.7 681
10.8 2.1 1.7 17.9 2.8 9.1 2.3 12.9 20.0 14.5 5.9 574
22.2 27.9 21.2 10.2 1.0 1.4 1.5 2.1 2.4 5.4 4.8 798

男子 11.1 1.4 1.4 16.1 3.6 9.9 2.2 12.3 21.2 16.1 4.6 415
女子 10.1 3.8 2.5 22.6 0.6 6.9 2.5 14.5 17.0 10.1 9.4 159
男子 23.4 27.2 22.4 8.6 0.9 1.1 1.5 2.1 2.3 6.0 4.5 662
女子 15.2 32.0 14.4 18.4 1.6 2.4 1.6 2.4 3.2 2.4 6.4 125

18.7 17.8 12.9 14.8 0.9 3.9 2.0 3.9 10.4 9.0 5.8 691
4.4 0.0 1.1 28.9 1.1 6.7 0.0 14.4 26.7 14.4 2.2 90
19.4 2.8 0.0 69.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 8.3 36
9.5 30.2 36.9 4.5 1.7 2.2 1.1 1.1 3.4 7.3 2.2 179
17.9 4.5 3.0 7.5 3.0 16.4 4.5 10.4 7.5 11.9 13.4 67
53.8 21.3 8.8 2.5 0.0 1.3 2.5 6.3 0.0 0.0 3.8 80
12.5 27.8 16.7 6.9 5.6 2.8 1.4 4.2 6.9 9.7 5.6 72
1.4 2.8 1.4 5.6 9.9 5.6 0.0 22.5 15.5 28.2 7.0 71
12.9 3.2 3.2 3.2 3.2 19.4 0.0 35.5 16.1 3.2 0.0 31
25.0 25.0 0.0 16.7 0.0 0.0 8.3 8.3 0.0 8.3 8.3 12
20.8 0.0 0.0 4.2 0.0 8.3 8.3 25.0 25.0 4.2 4.2 24
26.3 57.9 0.0 15.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 19
18.5 17.3 12.3 14.3 1.0 4.5 2.0 5.3 10.5 8.7 5.6 734
16.6 15.5 13.6 13.1 2.3 4.9 1.6 8.7 9.2 9.7 4.8 566
12.5 27.8 16.7 6.9 5.6 2.8 1.4 4.2 6.9 9.7 5.6 72

区　　分

2012年調査（62回）

全体
男子
女子
前期
後期
文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部
医学部
工学部
文学部
理学部
農学部
経済学部

弥生

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場
本郷
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２－３表　その職業に就きたい理由　（設問２７）

人を助けたり社
会に奉仕できる

(%)

安定した生活が
保障されている

(%)

十分な収入が期
待できる(%)

自分の特技・能
力や専門知識が
活かせる(%)

国際的な仕事が
できる(%)

社会的な地位・
名声が得られる

(%)

組織にしばられ
ず、自由な活動
ができる(%)

人や組織を動か
すことができる

(%)

独創性や創造性
を発揮できる

(%)
その他(%) 事例数(人)

20.4 10.5 7.0 38.1 3.4 1.5 3.1 4.1 8.0 3.8 1,490

18.8 10.2 9.2 37.8 2.7 1.6 2.8 4.1 7.8 5.2 1,417
18.8 9.8 9.5 38.1 2.3 1.8 2.8 4.0 8.0 5.0 1,109
19.3 11.9 7.8 36.3 4.1 0.7 2.4 4.7 7.1 5.8 295
18.3 10.0 9.8 39.2 3.3 1.2 2.4 4.3 6.7 4.9 673
20.1 9.9 8.4 36.8 2.4 1.9 3.2 3.5 8.9 4.9 677
24.3 13.2 8.6 22.1 4.7 2.3 4.7 6.9 8.3 4.9 569
15.5 7.6 9.5 49.6 1.4 1.0 1.4 1.8 7.4 4.9 781

男子 25.7 13.1 8.5 20.1 4.4 2.7 5.3 7.0 8.0 5.3 413
女子 20.5 13.5 9.0 27.6 5.8 1.3 3.2 6.4 9.0 3.8 156
男子 14.7 7.3 10.2 49.9 1.2 1.2 1.2 1.9 8.0 4.3 647
女子 19.4 9.7 5.6 48.4 2.4 0.0 1.6 1.6 4.0 7.3 124

18.3 10.0 9.8 39.2 3.3 1.2 2.4 4.3 6.7 4.9 673
36.7 12.2 6.7 16.7 6.7 1.1 3.3 5.6 6.7 4.4 90
19.4 16.7 16.7 38.9 2.8 0.0 0.0 2.8 2.8 0.0 36
16.4 5.1 10.7 49.2 1.7 2.3 1.7 2.3 8.5 2.3 177
16.4 10.4 4.5 20.9 3.0 1.5 10.4 4.5 19.4 9.0 67
2.5 7.5 3.8 60.0 0.0 1.3 1.3 0.0 11.3 12.5 80
23.6 8.3 9.7 38.9 1.4 2.8 0.0 4.2 5.6 5.6 72
24.3 21.4 11.4 11.4 1.4 5.7 7.1 10.0 4.3 2.9 70
16.1 12.9 3.2 38.7 6.5 0.0 3.2 3.2 9.7 6.5 31
0.0 9.1 9.1 45.5 0.0 0.0 0.0 0.0 27.3 9.1 11
37.5 8.3 8.3 29.2 0.0 0.0 4.2 0.0 12.5 0.0 24
31.6 0.0 5.3 57.9 0.0 0.0 5.3 0.0 0.0 0.0 19
17.9 10.1 9.5 39.3 3.4 1.1 2.4 4.2 7.1 5.0 715
20.2 9.9 8.5 36.2 2.3 2.0 3.7 3.6 8.9 4.6 563
23.6 8.3 9.7 38.9 1.4 2.8 0.0 4.2 5.6 5.6 72

区　　分

2012年調査（62回）

全体
男子
女子
前期
後期
文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部
医学部
工学部
文学部
理学部
農学部
経済学部

弥生

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場
本郷
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３－１－１表　勉学（成績・単位など）

よく悩む(%) ときどき悩む(%) あまり悩まない(%) 全く悩まない(%) 事例数(人)

26.3 40.8 24.6 8.3 1,508

25.9 40.2 25.6 8.3 1,455
25.1 39.9 25.5 9.5 1,136
28.2 42.6 25.6 3.6 305
27.9 43.7 22.3 6.0 698
23.4 36.2 29.5 10.9 688
25.9 41.3 24.7 8.1 583
25.5 39.0 26.8 8.7 803

男子 24.8 41.9 23.6 9.8 420
女子 28.8 39.9 27.6 3.7 163
男子 25.1 38.2 27.2 9.5 665
女子 26.0 45.7 24.4 3.9 127

27.9 43.7 22.3 6.0 698
32.2 36.7 22.2 8.9 90
11.1 47.2 33.3 8.3 36
21.0 33.7 32.6 12.7 181
24.3 40.0 24.3 11.4 70
27.2 38.3 24.7 9.9 81
21.1 35.2 32.4 11.3 71
16.7 36.1 34.7 12.5 72
38.7 35.5 19.4 6.5 31
54.5 18.2 18.2 9.1 11
12.0 32.0 48.0 8.0 25
15.0 35.0 35.0 15.0 20
28.8 43.0 22.2 6.1 740
22.3 36.7 29.9 11.1 575
21.1 35.2 32.4 11.3 71

３－１表　現在の学生生活の中で、どの程度悩んだり不安を感じたりしていますか（設問２８）

区　　分

2012年調査（62回）

全体
男子
女子
前期
後期
文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部
医学部
工学部
文学部
理学部
農学部
経済学部

弥生

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場
本郷
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３－１－２表　学部進学や大学院進学

よく悩む(%) ときどき悩む(%) あまり悩まない(%) 全く悩まない(%) 事例数(人)

24.0 33.4 25.9 16.7 1,507

22.7 35.4 25.3 16.7 1,456
21.5 35.6 26.2 16.7 1,137
27.5 33.8 22.0 16.7 305
23.6 40.5 24.5 11.3 698
21.9 30.0 25.0 23.1 689
21.8 30.7 24.9 22.6 583
23.5 38.7 24.6 13.2 804

男子 20.2 30.2 26.0 23.6 420
女子 25.8 31.9 22.1 20.2 163
男子 22.2 39.3 25.4 13.1 666
女子 30.7 34.6 21.3 13.4 127

23.6 40.5 24.5 11.3 698
14.4 30.0 27.8 27.8 90
8.3 13.9 27.8 50.0 36
19.9 37.0 27.1 16.0 181
22.9 30.0 17.1 30.0 70
27.2 37.0 28.4 7.4 81
23.6 33.3 13.9 29.2 72
13.9 15.3 30.6 40.3 72
41.9 25.8 16.1 16.1 31
54.5 18.2 27.3 0.0 11
36.0 24.0 32.0 8.0 25
30.0 30.0 25.0 15.0 20
24.9 39.6 24.2 11.4 740
20.0 30.1 26.8 23.1 575
23.6 33.3 13.9 29.2 72

区　　分

2012年調査（62回）

全体
男子
女子
前期
後期
文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部
医学部
工学部
文学部
理学部
農学部
経済学部

弥生

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場
本郷
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３－１－３表　就　職

よく悩む(%) ときどき悩む(%) あまり悩まない(%) 全く悩まない(%) 事例数(人)

32.6 35.8 20.7 10.9 1,508

30.3 38.5 21.9 9.3 1,456
28.1 39.0 23.3 9.7 1,137
39.0 36.4 16.7 7.9 305
23.6 40.3 27.7 8.5 698
37.6 36.4 15.5 10.4 689
37.9 39.5 14.6 8.1 583
25.2 37.6 26.7 10.4 804

男子 37.6 40.2 14.0 8.1 420
女子 38.7 37.4 16.0 8.0 163
男子 22.5 38.3 28.5 10.7 666
女子 40.2 33.9 17.3 8.7 127

23.6 40.3 27.7 8.5 698
43.3 35.6 10.0 11.1 90
19.4 22.2 27.8 30.6 36
25.4 44.2 21.5 8.8 181
40.0 27.1 11.4 21.4 70
27.2 43.2 17.3 12.3 81
44.4 40.3 12.5 2.8 72
43.1 37.5 11.1 8.3 72
67.7 22.6 9.7 0.0 31
63.6 18.2 18.2 0.0 11
64.0 28.0 8.0 0.0 25
50.0 25.0 15.0 10.0 20
26.1 39.2 26.8 8.0 740
34.6 37.0 16.2 12.2 575
44.4 40.3 12.5 2.8 72

区　　分

2012年調査（62回）

全体
男子
女子
前期
後期
文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部
医学部
工学部
文学部
理学部
農学部
経済学部

弥生

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場
本郷

103



３－１－４表　将来の進路や生き方

よく悩む(%) ときどき悩む(%) あまり悩まない(%) 全く悩まない(%) 事例数(人)

46.2 37.6 12.3 3.9 1,505

42.0 41.7 12.0 4.3 1,454
39.5 42.4 13.4 4.7 1,136
51.0 39.8 6.9 2.3 304
36.2 45.8 13.8 4.3 697
47.5 38.7 9.6 4.2 688
49.7 36.9 8.6 4.8 582
36.1 46.1 13.9 3.9 803

男子 46.9 37.9 10.0 5.2 420
女子 56.8 34.6 4.9 3.7 162
男子 34.9 46.3 14.6 4.2 665
女子 42.5 46.5 10.2 0.8 127

36.2 45.8 13.8 4.3 697
48.9 41.1 6.7 3.3 90
30.6 44.4 16.7 8.3 36
34.8 46.4 13.3 5.5 181
51.4 32.9 7.1 8.6 70
42.0 44.4 9.9 3.7 81
51.4 41.7 6.9 0.0 72
59.7 29.2 8.3 2.8 72
76.7 13.3 10.0 0.0 30
81.8 9.1 0.0 9.1 11
60.0 32.0 8.0 0.0 25
60.0 30.0 5.0 5.0 20
38.5 43.9 13.4 4.2 738
44.9 40.2 10.1 4.9 575
51.4 41.7 6.9 0.0 72

区　　分

2012年調査（62回）

全体
男子
女子
前期
後期
文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部
医学部
工学部
文学部
理学部
農学部
経済学部

弥生

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場
本郷
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３－１－５表　友人との対人関係

よく悩む(%) ときどき悩む(%) あまり悩まない(%) 全く悩まない(%) 事例数(人)

12.3 28.2 43.8 15.6 1,508

13.3 27.1 43.1 16.6 1,456
12.7 26.6 43.1 17.7 1,137
15.1 30.2 42.6 12.1 305
14.3 27.8 41.7 16.2 698
12.2 25.8 44.7 17.3 689
12.9 27.3 42.7 17.2 583
13.6 26.5 43.5 16.4 804

男子 12.4 25.5 42.1 20.0 420
女子 14.1 31.9 44.2 9.8 163
男子 12.9 26.9 43.7 16.5 666
女子 16.5 26.0 42.5 15.0 127

14.3 27.8 41.7 16.2 698
8.9 26.7 46.7 17.8 90
8.3 30.6 44.4 16.7 36
14.4 18.2 47.5 19.9 181
18.6 21.4 40.0 20.0 70
11.1 28.4 44.4 16.0 81
18.1 23.6 47.2 11.1 72
8.3 29.2 48.6 13.9 72
9.7 29.0 45.2 16.1 31
0.0 45.5 45.5 9.1 11
4.0 40.0 32.0 24.0 25
10.0 50.0 20.0 20.0 20
13.9 28.1 41.9 16.1 740
11.8 25.6 44.3 18.3 575
18.1 23.6 47.2 11.1 72

区　　分

2012年調査（62回）

全体
男子
女子
前期
後期
文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部
医学部
工学部
文学部
理学部
農学部
経済学部

弥生

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場
本郷
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３－１－６表　教職員との対人関係

よく悩む(%) ときどき悩む(%) あまり悩まない(%) 全く悩まない(%) 事例数(人)

2.3 7.9 40.2 49.6 1,506

2.4 8.3 35.4 53.9 1,454
2.2 8.8 35.7 53.3 1,136
3.0 6.6 34.9 55.6 304
1.4 4.3 29.5 64.8 698
3.3 12.6 42.2 41.9 688
1.5 4.6 32.9 60.9 583
3.0 11.2 37.9 47.9 803

男子 1.4 4.8 31.7 62.1 420
女子 1.8 4.3 36.2 57.7 163
男子 2.7 11.7 38.5 47.1 665
女子 3.9 9.4 34.6 52.0 127

1.4 4.3 29.5 64.8 698
0.0 3.3 24.4 72.2 90
0.0 11.1 33.3 55.6 36
3.9 16.0 46.4 33.7 181
4.3 10.0 48.6 37.1 70
8.8 17.5 40.0 33.8 80
2.8 20.8 44.4 31.9 72
1.4 2.8 41.7 54.2 72
0.0 16.1 54.8 29.0 31
9.1 9.1 63.6 18.2 11
4.0 8.0 56.0 32.0 25
5.0 25.0 30.0 40.0 20
1.5 4.9 31.1 62.6 740
3.5 11.5 40.8 44.3 574
2.8 20.8 44.4 31.9 72

区　　分

2012年調査（62回）

全体
男子
女子
前期
後期
文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部
医学部
工学部
文学部
理学部
農学部
経済学部

弥生

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場
本郷

106



３－１－７表　性・異性・恋愛・結婚

よく悩む(%) ときどき悩む(%) あまり悩まない(%) 全く悩まない(%) 事例数(人)

20.3 41.0 25.9 12.9 1,509

21.0 39.4 26.9 12.7 1,456
21.0 36.9 28.6 13.5 1,137
21.3 46.9 21.6 10.2 305
20.9 39.4 27.5 12.2 698
20.5 38.9 27.3 13.4 689
23.5 40.1 23.3 13.0 583
18.7 38.4 30.3 12.6 804

男子 24.8 36.2 25.7 13.3 420
女子 20.2 50.3 17.2 12.3 163
男子 18.3 36.8 31.4 13.5 666
女子 21.3 44.1 26.8 7.9 127

20.9 39.4 27.5 12.2 698
18.9 43.3 21.1 16.7 90
16.7 38.9 22.2 22.2 36
15.5 36.5 33.1 14.9 181
22.9 35.7 18.6 22.9 70
19.8 38.3 33.3 8.6 81
23.6 44.4 22.2 9.7 72
26.4 41.7 27.8 4.2 72
25.8 32.3 29.0 12.9 31
36.4 18.2 36.4 9.1 11
8.0 52.0 28.0 12.0 25
40.0 30.0 25.0 5.0 20
21.4 38.8 27.7 12.2 740
19.5 39.0 27.7 13.9 575
23.6 44.4 22.2 9.7 72

区　　分

2012年調査（62回）

全体
男子
女子
前期
後期
文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部
医学部
工学部
文学部
理学部
農学部
経済学部

弥生

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場
本郷
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３－１－８表　経済的なことや経済的自立

よく悩む(%) ときどき悩む(%) あまり悩まない(%) 全く悩まない(%) 事例数(人)

23.6 40.6 25.9 9.9 1,508

24.2 38.7 26.9 10.2 1,456
24.2 38.0 27.1 10.7 1,137
23.9 41.3 26.2 8.5 305
22.9 39.3 29.4 8.5 698
25.4 38.5 24.4 11.8 689
25.6 37.2 26.9 10.3 583
23.1 40.0 26.9 10.0 804

男子 25.5 36.9 26.4 11.2 420
女子 25.8 38.0 28.2 8.0 163
男子 23.6 38.7 27.6 10.1 666
女子 19.7 47.2 23.6 9.4 127

22.9 39.3 29.4 8.5 698
31.1 33.3 25.6 10.0 90
22.2 13.9 38.9 25.0 36
18.2 40.9 27.6 13.3 181
30.0 37.1 18.6 14.3 70
28.4 42.0 19.8 9.9 81
26.4 44.4 20.8 8.3 72
16.7 40.3 31.9 11.1 72
32.3 32.3 25.8 9.7 31
45.5 54.5 0.0 0.0 11
32.0 44.0 16.0 8.0 25
40.0 40.0 10.0 10.0 20
23.6 39.2 28.8 8.4 740
24.5 37.7 25.2 12.5 575
26.4 44.4 20.8 8.3 72

区　　分

2012年調査（62回）

全体
男子
女子
前期
後期
文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部
医学部
工学部
文学部
理学部
農学部
経済学部

弥生

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場
本郷
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３－１－９表　自分の性格

よく悩む(%) ときどき悩む(%) あまり悩まない(%) 全く悩まない(%) 事例数(人)

21.2 33.8 31.3 13.7 1,508

22.1 32.7 30.6 14.6 1,456
20.3 31.1 32.6 15.9 1,137
28.9 38.7 23.0 9.5 305
22.1 33.7 30.1 14.2 698
21.8 31.8 31.5 14.9 689
23.8 34.5 28.3 13.4 583
20.5 31.5 32.6 15.4 804

男子 19.8 34.5 30.7 15.0 420
女子 34.4 34.4 22.1 9.2 163
男子 20.3 29.0 34.4 16.4 666
女子 21.3 44.9 23.6 10.2 127

22.1 33.7 30.1 14.2 698
20.0 33.3 34.4 12.2 90
19.4 27.8 30.6 22.2 36
17.7 28.7 38.7 14.9 181
27.1 30.0 24.3 18.6 70
21.0 25.9 30.9 22.2 81
27.8 33.3 29.2 9.7 72
18.1 38.9 30.6 12.5 72
38.7 25.8 22.6 12.9 31
9.1 54.5 27.3 9.1 11
36.0 32.0 24.0 8.0 25
10.0 55.0 20.0 15.0 20
22.6 33.6 29.7 14.1 740
20.3 31.5 32.3 15.8 575
27.8 33.3 29.2 9.7 72

区　　分

2012年調査（62回）

全体
男子
女子
前期
後期
文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部
医学部
工学部
文学部
理学部
農学部
経済学部

弥生

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場
本郷
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３－１－１０表　自分の体調や健康

よく悩む(%) ときどき悩む(%) あまり悩まない(%) 全く悩まない(%) 事例数(人)

11.6 25.9 39.4 23.0 1,507

10.9 27.2 39.5 22.3 1,455
10.0 26.4 40.4 23.2 1,136
14.8 30.2 36.7 18.4 305
10.9 28.2 39.5 21.3 698
11.5 26.3 39.7 22.5 688
10.8 29.2 38.3 21.8 583
11.5 25.9 40.6 22.0 803

男子 10.0 27.1 38.8 24.0 420
女子 12.9 34.4 36.8 16.0 163
男子 10.7 25.9 41.8 21.7 665
女子 16.5 26.0 36.2 21.3 127

10.9 28.2 39.5 21.3 698
11.1 31.1 35.6 22.2 90
13.9 13.9 38.9 33.3 36
11.0 21.5 44.2 23.2 181
17.1 27.1 31.4 24.3 70
13.8 28.8 38.8 18.8 80
9.7 31.9 36.1 22.2 72
5.6 30.6 41.7 22.2 72
12.9 35.5 38.7 12.9 31
18.2 0.0 45.5 36.4 11
16.0 20.0 48.0 16.0 25
0.0 30.0 45.0 25.0 20
11.1 28.1 39.6 21.2 740
11.5 25.6 40.1 22.8 574
9.7 31.9 36.1 22.2 72

区　　分

2012年調査（62回）

全体
男子
女子
前期
後期
文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部
医学部
工学部
文学部
理学部
農学部
経済学部

弥生

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場
本郷
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３－１－１１表　人生の意義・目標

よく悩む(%) ときどき悩む(%) あまり悩まない(%) 全く悩まない(%) 事例数(人)

25.5 35.7 27.0 11.8 1,508

23.9 35.2 27.2 13.7 1,455
23.9 33.9 27.5 14.8 1,136
23.9 40.3 26.6 9.2 305
22.4 35.3 28.6 13.8 697
25.4 34.8 26.1 13.6 689
28.5 35.8 24.0 11.7 583
20.5 34.5 29.8 15.2 803

男子 29.3 34.5 23.1 13.1 420
女子 26.4 39.3 26.4 8.0 163
男子 20.8 32.9 30.5 15.8 665
女子 18.9 43.3 26.8 11.0 127

22.4 35.3 28.6 13.8 697
28.9 36.7 22.2 12.2 90
22.2 33.3 33.3 11.1 36
17.7 29.8 35.4 17.1 181
22.9 40.0 20.0 17.1 70
22.2 34.6 24.7 18.5 81
26.4 38.9 19.4 15.3 72
31.9 37.5 23.6 6.9 72
54.8 32.3 9.7 3.2 31
45.5 27.3 9.1 18.2 11
36.0 28.0 32.0 4.0 25
10.0 50.0 35.0 5.0 20
24.1 35.0 27.5 13.4 739
23.3 34.6 28.2 13.9 575
26.4 38.9 19.4 15.3 72

区　　分

2012年調査（62回）

全体
男子
女子
前期
後期
文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部
医学部
工学部
文学部
理学部
農学部
経済学部

弥生

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場
本郷
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３－２－１表　父・母

よく相談する(%) ときどき相談する(%) たまに相談する(%) 全く相談しない(%) 事例数(人)

18.7 22.7 34.2 24.5 1,505

16.9 24.5 34.9 23.7 1,451
12.6 24.3 37.1 26.0 1,134
33.3 26.1 26.1 14.5 303
16.7 28.2 32.2 23.0 696
17.1 21.0 37.3 24.6 686
20.6 25.2 31.8 22.5 579
14.2 24.2 36.9 24.8 803

男子 15.3 24.6 33.7 26.3 418
女子 34.2 26.7 26.7 12.4 161
男子 11.0 23.6 39.1 26.3 665
女子 31.5 27.6 25.2 15.7 127

16.7 28.2 32.2 23.0 696
28.1 25.8 30.3 15.7 89
22.2 22.2 33.3 22.2 36
13.3 17.1 40.3 29.3 181
11.6 26.1 33.3 29.0 69
12.5 17.5 45.0 25.0 80
18.1 20.8 34.7 26.4 72
15.3 27.8 37.5 19.4 72
12.9 19.4 38.7 29.0 31
0.0 9.1 54.5 36.4 11
32.0 8.0 44.0 16.0 25
30.0 30.0 20.0 20.0 20
16.3 27.5 32.8 23.4 738
17.5 21.3 37.2 24.0 572
18.1 20.8 34.7 26.4 72

３－２表　あなたは、不安や悩みを感じたとき、だれと相談したり、話し合ったりしますか　（設問２９）

区　　分

2012年調査（62回）

全体
男子
女子
前期
後期
文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部
医学部
工学部
文学部
理学部
農学部
経済学部

弥生

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場
本郷
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３－２－２表　兄弟・姉妹

よく相談する(%) ときどき相談する(%) たまに相談する(%) 全く相談しない(%) 事例数(人)

3.4 6.6 20.4 69.7 1,484

3.3 8.0 16.8 71.9 1,432
2.6 6.8 16.1 74.6 1,124
5.8 12.9 20.1 61.2 294
3.3 7.7 16.0 72.9 687
3.2 8.1 17.8 70.8 678
2.6 8.5 16.0 72.8 574
3.8 7.5 17.6 71.2 791

男子 2.4 8.0 14.0 75.5 413
女子 3.1 9.9 21.1 65.8 161
男子 2.7 6.1 17.4 73.8 661
女子 9.2 16.0 19.3 55.5 119

3.3 7.7 16.0 72.9 687
2.3 14.8 18.2 64.8 88
2.9 14.3 11.4 71.4 35
4.4 5.0 20.6 70.0 180
1.4 7.1 15.7 75.7 70
0.0 7.6 17.7 74.7 79
5.8 10.1 20.3 63.8 69
1.4 7.0 15.5 76.1 71
3.3 10.0 23.3 63.3 30
0.0 9.1 9.1 81.8 11
4.0 4.0 20.0 72.0 25
15.0 0.0 5.0 80.0 20
3.3 7.8 16.2 72.7 728
3.0 7.7 17.4 71.8 568
5.8 10.1 20.3 63.8 69

区　　分

2012年調査（62回）

全体
男子
女子
前期
後期
文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部
医学部
工学部
文学部
理学部
農学部
経済学部

弥生

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場
本郷
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３－２－３表　なんでも相談コーナー・学生相談所等

よく相談する(%) ときどき相談する(%) たまに相談する(%) 全く相談しない(%) 事例数(人)

1.1 1.0 5.3 92.6 1,506

1.1 0.8 4.0 94.1 1,454
1.0 0.7 4.1 94.3 1,135
1.6 1.3 3.9 93.1 305
0.4 0.6 3.0 96.0 697
1.7 1.0 4.9 92.3 688
1.4 1.0 4.0 93.6 582
0.9 0.6 4.0 94.5 803

男子 1.0 1.2 4.1 93.8 419
女子 2.5 0.6 3.7 93.3 163
男子 0.9 0.3 4.2 94.6 665
女子 0.8 2.4 3.1 93.7 127

0.4 0.6 3.0 96.0 697
3.3 1.1 5.6 90.0 90
0.0 0.0 5.6 94.4 36
1.7 0.0 6.1 92.2 180
4.3 4.3 4.3 87.1 70
2.5 2.5 2.5 92.6 81
0.0 1.4 4.2 94.4 72
0.0 0.0 6.9 93.1 72
3.2 0.0 3.2 93.5 31
0.0 0.0 9.1 90.9 11
0.0 0.0 4.0 96.0 25
0.0 0.0 0.0 100.0 20
0.5 0.5 3.1 95.8 739
1.9 1.0 5.1 92.0 574
0.0 1.4 4.2 94.4 72

区　　分

2012年調査（62回）

全体
男子
女子
前期
後期
文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部
医学部
工学部
文学部
理学部
農学部
経済学部

弥生

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場
本郷

114



３－２－４表　大学の教職員

よく相談する(%) ときどき相談する(%) たまに相談する(%) 全く相談しない(%) 事例数(人)

0.3 3.3 11.4 85.0 1,504

0.5 2.1 11.0 86.4 1,453
0.5 2.0 10.6 86.9 1,134
0.3 2.6 13.1 83.9 305
0.3 0.6 6.0 93.1 696
0.7 3.8 16.3 79.2 688
0.3 1.9 10.8 86.9 581
0.6 2.4 11.3 85.7 803

男子 0.5 1.4 10.8 87.3 418
女子 0.0 3.1 11.0 85.9 163
男子 0.6 2.4 10.7 86.3 665
女子 0.8 2.4 15.7 81.1 127

0.3 0.6 6.0 93.1 696
0.0 2.2 11.1 86.7 90
0.0 5.6 13.9 80.6 36
0.6 4.4 14.9 80.1 181
0.0 4.3 18.6 77.1 70
1.3 3.8 21.3 73.8 80
1.4 5.6 20.8 72.2 72
0.0 1.4 12.5 86.1 72
3.2 6.5 9.7 80.6 31
0.0 0.0 18.2 81.8 11
0.0 0.0 28.0 72.0 25
5.0 5.0 20.0 70.0 20
0.4 0.8 6.4 92.4 738
0.5 3.5 16.0 80.0 574
1.4 5.6 20.8 72.2 72

区　　分

2012年調査（62回）

全体
男子
女子
前期
後期
文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部
医学部
工学部
文学部
理学部
農学部
経済学部

弥生

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場
本郷
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３－２－５表　大学内の同じ学科や研究室の友人

よく相談する(%) ときどき相談する(%) たまに相談する(%) 全く相談しない(%) 事例数(人)

8.7 24.5 33.3 33.5 1,503

7.3 21.3 34.7 36.7 1,454
6.7 20.1 34.8 38.5 1,136
9.2 26.3 34.5 29.9 304
5.6 19.8 32.5 42.1 696
8.6 22.8 37.2 31.5 689
7.2 21.5 34.3 37.0 581
7.0 21.1 35.2 36.7 804

男子 6.4 19.1 34.8 39.6 419
女子 9.3 27.8 32.7 30.2 162
男子 6.5 20.7 34.8 38.0 666
女子 8.7 24.4 38.6 28.3 127

5.6 19.8 32.5 42.1 696
8.9 26.7 34.4 30.0 90
19.4 33.3 30.6 16.7 36
7.2 21.5 38.1 33.1 181
7.1 14.3 37.1 41.4 70
6.2 22.2 40.7 30.9 81
15.3 23.6 36.1 25.0 72
1.4 20.8 45.8 31.9 72
12.9 19.4 32.3 35.5 31
0.0 27.3 27.3 45.5 11
4.0 36.0 28.0 32.0 25
20.0 20.0 35.0 25.0 20
5.8 19.9 32.4 41.9 738
7.7 22.8 37.7 31.8 575
15.3 23.6 36.1 25.0 72

区　　分

2012年調査（62回）

全体
男子
女子
前期
後期
文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部
医学部
工学部
文学部
理学部
農学部
経済学部

弥生

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場
本郷

116



３－２－６表　大学内のサークルや団体の友人

よく相談する(%) ときどき相談する(%) たまに相談する(%) 全く相談しない(%) 事例数(人)

12.7 27.2 28.8 31.4 1,499

10.8 27.2 29.9 32.0 1,450
10.7 26.2 30.3 32.8 1,135
11.0 30.9 28.2 29.9 301
10.5 26.6 32.1 30.8 695
10.8 28.0 27.6 33.7 686
11.6 29.1 27.9 31.5 578
10.0 26.0 31.3 32.8 803

男子 12.0 28.0 28.5 31.6 418
女子 10.6 31.9 26.3 31.3 160
男子 9.6 25.1 31.2 34.1 666
女子 11.1 30.2 31.7 27.0 126

10.5 26.6 32.1 30.8 695
15.6 32.2 21.1 31.1 90
13.9 27.8 22.2 36.1 36
10.0 24.4 32.8 32.8 180
7.4 26.5 22.1 44.1 68
4.9 28.4 29.6 37.0 81
16.7 27.8 25.0 30.6 72
12.5 40.3 30.6 16.7 72
9.7 19.4 35.5 35.5 31
0.0 27.3 9.1 63.6 11
8.0 24.0 32.0 36.0 25
10.0 20.0 20.0 50.0 20
10.3 26.3 31.9 31.5 737
10.3 28.5 27.8 33.4 572
16.7 27.8 25.0 30.6 72

区　　分

2012年調査（62回）

全体
男子
女子
前期
後期
文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部
医学部
工学部
文学部
理学部
農学部
経済学部

弥生

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場
本郷
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３－２－７表　大学外の友人

よく相談する(%) ときどき相談する(%) たまに相談する(%) 全く相談しない(%) 事例数(人)

10.4 25.1 32.6 31.9 1,505

10.5 23.4 34.3 31.7 1,452
9.4 22.3 33.9 34.4 1,134
14.8 27.3 35.5 22.4 304
10.8 23.7 35.6 30.0 697
10.5 22.9 33.1 33.5 686
12.8 26.2 33.6 27.4 580
9.1 21.2 34.9 34.9 803

男子 11.2 24.4 33.7 30.6 418
女子 16.7 30.9 33.3 19.1 162
男子 8.6 21.1 33.7 36.7 665
女子 11.8 22.0 40.2 26.0 127

10.8 23.7 35.6 30.0 697
7.9 29.2 33.7 29.2 89
5.6 22.2 52.8 19.4 36
7.8 18.3 36.7 37.2 180
21.7 24.6 26.1 27.5 69
2.5 22.2 25.9 49.4 81
18.1 19.4 33.3 29.2 72
13.9 27.8 30.6 27.8 72
6.5 35.5 19.4 38.7 31
9.1 27.3 36.4 27.3 11
8.0 20.0 36.0 36.0 25
20.0 10.0 40.0 30.0 20
10.6 24.2 34.9 30.3 739
9.8 22.6 33.7 33.9 572
18.1 19.4 33.3 29.2 72

区　　分

2012年調査（62回）

全体
男子
女子
前期
後期
文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部
医学部
工学部
文学部
理学部
農学部
経済学部

弥生

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場
本郷
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３－２－８表　先輩

よく相談する(%) ときどき相談する(%) たまに相談する(%) 全く相談しない(%) 事例数(人)

4.5 20.1 31.9 43.5 1,505

5.1 17.8 30.6 46.4 1,452
4.9 17.4 30.2 47.4 1,134
5.6 20.1 31.9 42.4 304
4.2 18.0 29.3 48.6 696
6.4 17.0 32.0 44.5 687
5.0 19.7 30.2 45.2 580
5.5 15.9 31.0 47.6 803

男子 5.0 18.7 30.1 46.2 418
女子 4.9 22.2 30.2 42.6 162
男子 5.3 16.4 29.9 48.4 665
女子 6.3 15.0 36.2 42.5 127

4.2 18.0 29.3 48.6 696
6.7 22.5 27.0 43.8 89
13.9 11.1 36.1 38.9 36
5.0 15.5 37.0 42.5 181
1.4 26.1 23.2 49.3 69
2.5 11.1 28.4 58.0 81
11.1 22.2 30.6 36.1 72
6.9 16.7 37.5 38.9 72
9.7 6.5 35.5 48.4 31
0.0 0.0 27.3 72.7 11
8.0 20.0 32.0 40.0 25
15.0 15.0 30.0 40.0 20
4.3 17.2 29.5 48.9 738
5.8 17.3 32.1 44.9 573
11.1 22.2 30.6 36.1 72

区　　分

2012年調査（62回）

全体
男子
女子
前期
後期
文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部
医学部
工学部
文学部
理学部
農学部
経済学部

弥生

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場
本郷
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３－２－９表　恋人

よく相談する(%) ときどき相談する(%) たまに相談する(%) 全く相談しない(%) 事例数(人)

11.8 12.5 12.5 63.2 1,493

9.3 12.0 13.0 65.8 1,436
6.3 10.7 12.8 70.1 1,122
20.0 17.0 13.7 49.3 300
6.8 8.9 11.9 72.3 687
11.8 15.1 14.0 59.1 680
10.8 13.1 16.4 59.8 574
8.2 11.2 10.5 70.1 793

男子 6.8 10.1 16.9 66.2 414
女子 21.3 20.6 15.0 43.1 160
男子 6.4 10.8 9.9 72.9 657
女子 16.8 13.6 13.6 56.0 125

6.8 8.9 11.9 72.3 687
15.9 12.5 18.2 53.4 88
13.9 33.3 13.9 38.9 36
6.7 15.1 10.1 68.2 179
16.2 16.2 16.2 51.5 68
9.0 7.7 15.4 67.9 78
20.8 11.1 8.3 59.7 72
11.1 19.4 16.7 52.8 72
0.0 25.8 19.4 54.8 31
9.1 9.1 9.1 72.7 11
16.0 8.0 20.0 56.0 25
15.0 15.0 15.0 55.0 20
6.6 9.6 12.2 71.6 729
11.3 15.2 14.5 59.0 566
20.8 11.1 8.3 59.7 72

区　　分

2012年調査（62回）

全体
男子
女子
前期
後期
文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部
医学部
工学部
文学部
理学部
農学部
経済学部

弥生

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場
本郷
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３－３－１表　強い不安に襲われた

しばしば体験した(%) ときどき体験した(%) あまり体験しなかった(%) 全く体験しなかった(%) 事例数(人)

17.0 29.5 27.0 26.5 1,508

16.1 30.1 23.9 29.9 1,456
14.3 29.1 24.5 32.1 1,137
22.3 34.1 21.0 22.6 305
13.6 29.9 25.6 30.8 698
18.6 30.0 21.9 29.5 689
17.3 34.5 22.5 25.7 583
15.2 26.7 24.8 33.3 804

男子 15.0 33.6 23.6 27.9 420
女子 23.3 36.8 19.6 20.2 163
男子 14.3 26.0 25.1 34.7 666
女子 19.7 30.7 22.0 27.6 127

13.6 29.9 25.6 30.8 698
22.2 35.6 18.9 23.3 90
8.3 16.7 25.0 50.0 36
12.7 26.5 22.1 38.7 181
21.4 37.1 22.9 18.6 70
23.5 33.3 13.6 29.6 81
22.2 29.2 23.6 25.0 72
11.1 36.1 25.0 27.8 72
29.0 25.8 22.6 22.6 31
27.3 18.2 45.5 9.1 11
28.0 16.0 24.0 32.0 25
25.0 35.0 25.0 15.0 20
14.5 29.6 25.8 30.1 740
17.4 30.6 21.2 30.8 575
22.2 29.2 23.6 25.0 72

３－３表　最近６ケ月の間に、次の項目について、体験したり悩んだりしましたか　（設問３０）

区　　分

2012年調査（62回）

全体
男子
女子
前期
後期
文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部
医学部
工学部
文学部
理学部
農学部
経済学部

弥生

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場
本郷
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３－３－２表　自分でもバカらしいと思う考えが浮かんだり、自分のすることを何度も確かめてみなければならなかった

しばしば体験した(%) ときどき体験した(%) あまり体験しなかった(%) 全く体験しなかった(%) 事例数(人)

9.7 18.3 28.3 43.7 1,507

9.2 18.8 29.1 42.9 1,455
9.3 18.7 27.4 44.6 1,136
8.5 19.3 35.4 36.7 305
8.9 20.8 28.5 41.8 698
9.4 16.6 29.7 44.3 688
11.1 20.6 29.3 38.9 583
7.7 17.3 28.9 46.1 803

男子 11.7 21.0 26.9 40.5 420
女子 9.8 19.6 35.6 35.0 163
男子 8.3 17.3 27.5 46.9 665
女子 4.7 17.3 35.4 42.5 127

8.9 20.8 28.5 41.8 698
10.0 12.2 36.7 41.1 90
2.8 8.3 16.7 72.2 36
8.3 18.3 22.8 50.6 180
17.1 20.0 25.7 37.1 70
11.1 13.6 34.6 40.7 81
6.9 18.1 33.3 41.7 72
6.9 15.3 38.9 38.9 72
16.1 25.8 19.4 38.7 31
9.1 18.2 45.5 27.3 11
8.0 20.0 24.0 48.0 25
5.0 15.0 45.0 35.0 20
9.2 20.9 28.4 41.5 740
9.4 15.9 29.4 45.3 574
6.9 18.1 33.3 41.7 72

区　　分

2012年調査（62回）

全体
男子
女子
前期
後期
文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部
医学部
工学部
文学部
理学部
農学部
経済学部

弥生

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場
本郷

122



３－３－３表　人と話していてもとても緊張したり、不安を感じた

しばしば体験した(%) ときどき体験した(%) あまり体験しなかった(%) 全く体験しなかった(%) 事例数(人)

9.6 25.2 31.3 33.9 1,504

9.6 25.3 31.2 33.9 1,450
9.1 25.3 30.7 35.0 1,132
11.2 25.7 32.9 30.3 304
10.8 24.1 32.6 32.5 696
8.6 26.6 29.1 35.8 685
10.0 25.7 32.1 32.1 579
9.5 25.1 29.9 35.5 802

男子 8.9 25.9 30.7 34.5 417
女子 13.0 25.3 35.8 25.9 162
男子 9.6 25.0 30.1 35.2 664
女子 8.7 26.0 27.6 37.8 127

10.8 24.1 32.6 32.5 696
9.0 20.2 34.8 36.0 89
5.6 19.4 27.8 47.2 36
9.4 25.6 25.6 39.4 180
8.7 29.0 31.9 30.4 69
11.1 29.6 27.2 32.1 81
9.7 27.8 29.2 33.3 72
4.2 31.0 31.0 33.8 71
12.9 32.3 19.4 35.5 31
9.1 18.2 27.3 45.5 11
4.0 24.0 40.0 32.0 25
5.0 35.0 30.0 30.0 20
10.8 24.4 32.0 32.8 738
8.2 26.3 29.6 35.9 571
9.7 27.8 29.2 33.3 72

区　　分

2012年調査（62回）

全体
男子
女子
前期
後期
文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部
医学部
工学部
文学部
理学部
農学部
経済学部

弥生

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場
本郷
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３－３－４表　他の人が自分に敵意を持っている、人から監視されていると感じた

しばしば体験した(%) ときどき体験した(%) あまり体験しなかった(%) 全く体験しなかった(%) 事例数(人)

3.8 9.0 21.8 65.3 1,507

4.1 8.5 21.6 65.9 1,456
3.6 8.7 21.0 66.7 1,137
5.6 7.9 23.3 63.3 305
5.2 9.9 22.5 62.5 698
3.0 6.8 20.5 69.7 689
4.1 8.2 22.0 65.7 583
4.1 8.5 21.1 66.3 804

男子 3.3 7.9 21.9 66.9 420
女子 6.1 9.2 22.1 62.6 163
男子 4.1 9.2 20.4 66.4 666
女子 3.9 5.5 23.6 66.9 127

5.2 9.9 22.5 62.5 698
1.1 6.7 18.9 73.3 90
0.0 2.8 11.1 86.1 36
5.0 9.4 17.1 68.5 181
7.1 7.1 24.3 61.4 70
4.9 4.9 19.8 70.4 81
0.0 4.2 36.1 59.7 72
1.4 2.8 22.2 73.6 72
0.0 16.1 25.8 58.1 31
0.0 9.1 0.0 90.9 11
0.0 4.0 8.0 88.0 25
5.0 10.0 20.0 65.0 20
4.9 10.1 22.3 62.7 740
3.7 6.6 18.6 71.1 575
0.0 4.2 36.1 59.7 72

区　　分

2012年調査（62回）

全体
男子
女子
前期
後期
文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部
医学部
工学部
文学部
理学部
農学部
経済学部

弥生

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場
本郷
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３－３－５表　バス・地下鉄・電車などの乗り物に乗るのがこわかった

しばしば体験した(%) ときどき体験した(%) あまり体験しなかった(%) 全く体験しなかった(%) 事例数(人)

2.0 2.4 10.7 84.9 1,506

1.6 2.7 10.0 85.6 1,456
1.7 2.4 9.6 86.4 1,137
1.6 3.9 11.8 82.6 305
1.3 3.0 10.7 85.0 698
2.2 2.5 9.6 85.8 689
2.1 2.9 8.7 86.3 583
1.5 2.6 11.2 84.7 804

男子 1.9 2.1 7.9 88.1 420
女子 2.5 4.9 11.0 81.6 163
男子 1.7 2.7 11.3 84.4 666
女子 0.8 2.4 11.8 85.0 127

1.3 3.0 10.7 85.0 698
2.2 2.2 6.7 88.9 90
0.0 2.8 5.6 91.7 36
2.2 1.1 10.5 86.2 181
7.1 4.3 8.6 80.0 70
2.5 1.2 16.0 80.2 81
0.0 4.2 13.9 81.9 72
1.4 0.0 8.3 90.3 72
3.2 3.2 9.7 83.9 31
0.0 0.0 0.0 100.0 11
0.0 4.0 0.0 96.0 25
0.0 15.0 5.0 80.0 20
1.4 3.0 10.5 85.1 740
2.4 2.3 9.2 86.1 575
0.0 4.2 13.9 81.9 72

区　　分

2012年調査（62回）

全体
男子
女子
前期
後期
文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部
医学部
工学部
文学部
理学部
農学部
経済学部

弥生

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場
本郷
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３－３－６表　気分が落ち込んだり、何にも興味が持てなくなった

しばしば体験した(%) ときどき体験した(%) あまり体験しなかった(%) 全く体験しなかった(%) 事例数(人)

10.3 22.2 26.6 40.9 1,508

10.5 23.0 25.1 41.4 1,452
10.0 21.2 24.9 44.0 1,134
13.2 30.3 24.7 31.9 304
10.9 22.1 26.5 40.5 697
10.5 23.6 23.5 42.4 686
13.1 23.1 23.3 40.5 580
9.0 22.7 26.3 42.1 803

男子 12.0 19.6 23.4 45.0 418
女子 16.0 32.1 22.8 29.0 162
男子 9.2 21.5 25.9 43.5 665
女子 8.7 29.1 26.8 35.4 127

10.9 22.1 26.5 40.5 697
8.9 23.3 20.0 47.8 90
8.3 8.3 27.8 55.6 36
5.5 19.9 26.5 48.1 181
24.3 25.7 15.7 34.3 70
12.3 27.2 14.8 45.7 81
8.3 27.8 31.9 31.9 72
7.0 22.5 36.6 33.8 71
23.3 26.7 13.3 36.7 30
9.1 36.4 27.3 27.3 11
16.7 25.0 12.5 45.8 24
5.0 40.0 15.0 40.0 20
11.4 22.5 26.0 40.1 738
10.1 22.7 22.9 44.3 573
8.3 27.8 31.9 31.9 72

区　　分

2012年調査（62回）

全体
男子
女子
前期
後期
文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部
医学部
工学部
文学部
理学部
農学部
経済学部

弥生

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場
本郷
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３－３－７表　人と一緒にいてもさびしい感じがした

しばしば体験した(%) ときどき体験した(%) あまり体験しなかった(%) 全く体験しなかった(%) 事例数(人)

7.2 19.9 26.4 46.5 1,509

7.6 20.7 24.9 46.8 1,456
6.3 18.2 25.9 49.5 1,137
12.1 30.2 20.3 37.4 305
7.3 21.8 25.2 45.7 698
8.0 19.7 24.5 47.8 689
9.1 22.3 25.2 43.4 583
6.6 19.7 24.6 49.1 804

男子 7.6 18.6 26.2 47.6 420
女子 12.9 31.9 22.7 32.5 163
男子 5.6 18.3 25.8 50.3 666
女子 11.8 26.8 18.1 43.3 127

7.3 21.8 25.2 45.7 698
8.9 11.1 24.4 55.6 90
5.6 13.9 22.2 58.3 36
4.4 17.1 23.2 55.2 181
15.7 28.6 24.3 31.4 70
8.6 18.5 21.0 51.9 81
6.9 27.8 23.6 41.7 72
4.2 30.6 33.3 31.9 72
16.1 25.8 16.1 41.9 31
0.0 0.0 36.4 63.6 11
12.0 8.0 28.0 52.0 25
15.0 15.0 30.0 40.0 20
7.6 21.6 25.0 45.8 740
7.8 18.8 24.9 48.5 575
6.9 27.8 23.6 41.7 72

区　　分

2012年調査（62回）

全体
男子
女子
前期
後期
文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部
医学部
工学部
文学部
理学部
農学部
経済学部

弥生

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場
本郷
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３－３－８表　体の病気でもないのに、息切れ・めまい・動悸などがした

しばしば体験した(%) ときどき体験した(%) あまり体験しなかった(%) 全く体験しなかった(%) 事例数(人)

2.8 7.0 14.1 76.1 1,509

3.1 7.1 15.7 74.0 1,455
2.2 5.8 15.1 76.9 1,137
6.6 12.2 17.8 63.5 304
2.7 6.9 16.0 74.4 698
3.6 7.6 15.4 73.4 688
3.4 8.6 14.6 73.4 582
3.0 6.2 16.5 74.3 804

男子 1.7 6.7 13.6 78.1 420
女子 8.0 13.6 17.3 61.1 162
男子 2.7 5.6 16.4 75.4 666
女子 4.7 9.4 17.3 68.5 127

2.7 6.9 16.0 74.4 698
2.2 11.1 10.0 76.7 90
2.8 2.8 2.8 91.7 36
4.4 4.4 15.5 75.7 181
5.8 10.1 17.4 66.7 69
6.2 7.4 18.5 67.9 81
1.4 8.3 16.7 73.6 72
0.0 1.4 19.4 79.2 72
6.5 25.8 6.5 61.3 31
0.0 18.2 27.3 54.5 11
4.0 8.0 16.0 72.0 25
5.0 5.0 30.0 60.0 20
2.8 7.8 15.8 73.5 740
3.8 6.3 15.5 74.4 574
1.4 8.3 16.7 73.6 72

区　　分

2012年調査（62回）

全体
男子
女子
前期
後期
文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部
医学部
工学部
文学部
理学部
農学部
経済学部

弥生

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場
本郷
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３－３－９表　イライラしたり、物を壊したり人を傷つけたりしたい衝動にかられた

しばしば体験した(%) ときどき体験した(%) あまり体験しなかった(%) 全く体験しなかった(%) 事例数(人)

4.8 14.0 23.1 58.1 1,506

5.8 13.5 22.1 58.7 1,455
5.0 11.9 23.0 60.1 1,136
8.9 19.7 18.0 53.4 305
5.3 12.2 25.4 57.2 698
6.5 14.7 19.2 59.6 688
6.9 13.7 22.5 56.9 583
5.2 13.2 22.2 59.4 803

男子 5.2 12.6 21.9 60.2 420
女子 11.0 16.6 23.9 48.5 163
男子 5.3 11.3 24.1 59.4 665
女子 5.5 23.6 11.8 59.1 127

5.3 12.2 25.4 57.2 698
5.6 11.1 21.1 62.2 90
0.0 2.8 25.0 72.2 36
6.7 11.1 16.1 66.1 180
12.9 24.3 11.4 51.4 70
4.9 14.8 24.7 55.6 81
5.6 22.2 16.7 55.6 72
1.4 13.9 27.8 56.9 72
12.9 12.9 19.4 54.8 31
9.1 18.2 27.3 45.5 11
8.0 20.0 20.0 52.0 25
15.0 20.0 5.0 60.0 20
5.7 12.3 25.1 56.9 740
6.3 13.8 19.3 60.6 574
5.6 22.2 16.7 55.6 72

区　　分

2012年調査（62回）

全体
男子
女子
前期
後期
文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部
医学部
工学部
文学部
理学部
農学部
経済学部

弥生

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場
本郷
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３－３－１０表　やる気がなくなり、無気力状態（アパシー）になった

しばしば体験した(%) ときどき体験した(%) あまり体験しなかった(%) 全く体験しなかった(%) 事例数(人)

10.6 22.6 25.2 41.7 1,507

11.8 23.0 25.2 39.9 1,454
11.4 21.9 25.1 41.6 1,136
13.5 27.6 26.3 32.6 304
12.2 22.6 25.2 40.0 698
12.1 22.7 25.5 39.7 687
13.7 23.0 24.9 38.4 583
11.0 22.4 25.7 40.9 802

男子 12.9 20.0 25.2 41.9 420
女子 16.0 30.7 23.9 29.4 163
男子 11.1 22.6 25.0 41.4 665
女子 9.5 23.0 31.0 36.5 126

12.2 22.6 25.2 40.0 698
13.3 16.7 23.3 46.7 90
5.6 19.4 30.6 44.4 36
8.9 22.3 23.5 45.3 179
25.7 21.4 25.7 27.1 70
13.6 28.4 17.3 40.7 81
6.9 26.4 33.3 33.3 72
6.9 22.2 34.7 36.1 72
19.4 29.0 16.1 35.5 31
18.2 9.1 45.5 27.3 11
16.0 32.0 12.0 40.0 25
10.0 15.0 35.0 40.0 20
12.6 22.7 25.1 39.6 740
12.2 22.2 24.6 41.0 573
6.9 26.4 33.3 33.3 72

区　　分

2012年調査（62回）

全体
男子
女子
前期
後期
文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部
医学部
工学部
文学部
理学部
農学部
経済学部

弥生

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場
本郷
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３－３－１１表　ついつい過食してしまう傾向があった

しばしば体験した(%) ときどき体験した(%) あまり体験しなかった(%) 全く体験しなかった(%) 事例数(人)

7.6 16.6 21.4 54.4 1,509

8.7 18.7 21.5 51.1 1,454
6.3 16.0 21.6 56.1 1,136
17.1 28.9 22.4 31.6 304
8.7 19.2 23.2 48.9 698
8.3 17.8 20.1 53.9 687
10.5 19.2 21.6 48.7 583
7.1 18.0 21.7 53.2 802

男子 6.7 15.5 21.9 56.0 420
女子 20.2 28.8 20.9 30.1 163
男子 6.2 15.9 21.4 56.5 665
女子 11.9 28.6 25.4 34.1 126

8.7 19.2 23.2 48.9 698
10.0 12.2 20.0 57.8 90
0.0 11.1 19.4 69.4 36
5.6 18.9 16.1 59.4 180
17.1 25.7 25.7 31.4 70
8.6 9.9 23.5 58.0 81
5.6 32.4 21.1 40.8 71
8.3 8.3 25.0 58.3 72
9.7 12.9 6.5 71.0 31
27.3 9.1 9.1 54.5 11
0.0 36.0 24.0 40.0 25
15.0 20.0 25.0 40.0 20
9.1 18.8 22.3 49.9 740
8.2 16.4 20.9 54.5 574
5.6 32.4 21.1 40.8 71

区　　分

2012年調査（62回）

全体
男子
女子
前期
後期
文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部
医学部
工学部
文学部
理学部
農学部
経済学部

弥生

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場
本郷
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３－３－１２表　食欲がなくなり、食べ物を口にしたくないと思った

しばしば体験した(%) ときどき体験した(%) あまり体験しなかった(%) 全く体験しなかった(%) 事例数(人)

3.0 9.1 18.6 69.3 1,509

2.9 7.8 18.5 70.8 1,453
2.7 6.4 17.9 72.9 1,134
3.6 13.1 21.0 62.3 305
2.9 7.3 18.0 71.8 696
2.9 8.6 19.9 68.6 688
2.9 8.8 17.2 71.1 582
2.9 7.4 20.2 69.6 802

男子 2.6 6.4 16.5 74.5 419
女子 3.7 14.7 19.0 62.6 163
男子 2.9 6.6 19.6 70.9 664
女子 3.1 11.0 23.6 62.2 127

2.9 7.3 18.0 71.8 696
2.2 7.8 17.8 72.2 90
2.8 11.1 16.7 69.4 36
2.2 7.2 16.7 73.9 180
7.1 12.9 22.9 57.1 70
3.7 7.4 23.5 65.4 81
1.4 6.9 23.6 68.1 72
0.0 5.6 18.1 76.4 72
9.7 22.6 19.4 48.4 31
0.0 9.1 54.5 36.4 11
4.0 4.0 16.0 76.0 25
0.0 10.0 20.0 70.0 20
3.1 8.0 18.6 70.3 738
2.8 8.0 18.8 70.4 574
1.4 6.9 23.6 68.1 72

区　　分

2012年調査（62回）

全体
男子
女子
前期
後期
文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部
医学部
工学部
文学部
理学部
農学部
経済学部

弥生

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場
本郷

132



３－４表　過去１年間に体の不調はありましたか　（設問３１）

よくあった(%)
ときどきあった

(%)
あまりなかった

(%)
全くなかった(%) 事例数(人)

6.1 27.4 34.7 31.8 1,502

4.8 28.9 33.4 32.9 1,450
3.7 26.8 34.1 35.4 1,134
8.9 37.1 30.8 23.2 302
4.2 28.7 33.5 33.6 696
5.8 28.5 33.4 32.3 685
6.0 28.6 33.6 31.7 580
4.2 28.6 33.3 33.8 801

男子 4.1 25.1 34.4 36.4 418
女子 11.1 37.7 31.5 19.8 162
男子 3.8 27.8 33.7 34.7 665
女子 7.2 34.4 31.2 27.2 125

4.2 28.7 33.5 33.6 696
5.6 32.2 33.3 28.9 90
2.8 19.4 27.8 50.0 36
4.4 23.9 35.6 36.1 180
10.0 32.9 27.1 30.0 70
7.4 28.4 44.4 19.8 81
5.7 35.7 28.6 30.0 70
2.8 23.6 30.6 43.1 72
9.7 35.5 29.0 25.8 31
0.0 27.3 54.5 18.2 11
12.5 33.3 25.0 29.2 24
5.0 30.0 35.0 30.0 20
4.3 29.0 33.6 33.1 738
5.8 27.2 33.9 33.2 573
5.7 35.7 28.6 30.0 70

2012年調査（62回）

全体
男子
女子
前期
後期

文学部
理学部
農学部
経済学部

文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部

区　　分

弥生

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場
本郷

医学部
工学部
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３－５表　過去１年間に体の不調があったとき、どのように対処しましたか　（設問３２） （複数回答、回答者数を分母）

家族に相談(%)

大学内の同じ研
究室やサークル
の友人・先輩に
相談(%)

大学外の友人・
先輩に相談(%)

大学の教職員に
相談(%)

保健センターの
診療部を受診

(%)

東大病院を受診
(%)

保健センターの
健康管理室に相

談(%)

地域のクリニッ
クや病院を受診

(%)
その他(%) 事例数(人)

44.5 13.1 4.7 0.8 24.3 2.3 1.7 49.5 14.4 1,000

49.6 12.0 6.4 0.6 22.0 1.6 0.5 50.0 14.0 942
45.9 10.2 6.5 0.6 22.0 1.3 0.7 49.6 14.7 708
60.5 17.5 6.1 0.9 21.5 2.6 0.0 50.9 12.3 228
52.9 12.1 5.8 0.0 20.2 0.9 0.9 49.3 13.0 446
45.8 12.2 6.9 1.3 24.9 2.4 0.2 52.0 14.9 450
54.2 11.5 6.8 0.3 22.4 1.6 0.3 51.8 10.7 384
45.7 12.7 6.1 1.0 22.7 1.8 0.8 49.8 16.4 512

男子 50.0 9.0 5.9 0.4 22.3 1.2 0.4 50.8 10.5 256
女子 62.5 16.4 8.6 0.0 22.7 2.3 0.0 53.9 10.9 128
男子 43.3 10.7 6.7 0.7 22.6 1.4 1.0 49.5 17.4 420
女子 56.2 21.3 3.4 2.2 21.3 3.4 0.0 50.6 12.4 89

52.9 12.1 5.8 0.0 20.2 0.9 0.9 49.3 13.0 446
50.8 8.2 4.9 0.0 26.2 3.3 0.0 59.0 6.6 61
33.3 5.6 0.0 5.6 38.9 11.1 0.0 66.7 0.0 18
38.7 10.8 4.5 1.8 22.5 3.6 0.9 49.5 22.5 111
40.4 10.6 10.6 0.0 23.4 2.1 0.0 59.6 12.8 47
43.8 12.5 7.8 0.0 20.3 0.0 0.0 39.1 25.0 64
43.8 10.4 8.3 4.2 31.3 2.1 0.0 54.2 10.4 48
60.0 10.0 5.0 0.0 22.5 2.5 0.0 60.0 5.0 40
54.5 22.7 13.6 4.5 31.8 0.0 0.0 63.6 9.1 22
44.4 33.3 22.2 0.0 33.3 0.0 0.0 33.3 22.2 9
70.6 17.6 0.0 0.0 11.8 0.0 0.0 52.9 11.8 17
46.2 30.8 15.4 0.0 30.8 0.0 0.0 15.4 23.1 13
52.8 13.0 6.5 0.2 21.0 0.8 0.8 49.7 13.0 477
45.6 11.3 5.9 0.8 23.5 2.7 0.3 51.5 15.6 371
43.8 10.4 8.3 4.2 31.3 2.1 0.0 54.2 10.4 48

2012年調査（62回）

全体
男子
女子
前期
後期

文学部
理学部
農学部
経済学部

文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部

区　　分

弥生

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場
本郷

医学部
工学部
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３－６－１表　なんでも相談コーナー

知っていて利用したことがある(%) 知っているが利用したことがない(%) 知らない(%) 事例数(人)

3.6 57.7 38.6 1,455
3.3 54.0 42.8 1,136
5.2 72.5 22.3 305
1.0 48.6 50.4 697
6.7 67.3 26.0 688
3.8 57.6 38.6 583
3.9 58.1 38.0 802

男子 3.1 53.1 43.8 420
女子 5.5 69.3 25.2 163
男子 3.6 55.3 41.1 664
女子 5.5 74.0 20.5 127

1.0 48.6 50.4 697
6.7 67.8 25.6 90
13.9 61.1 25.0 36
6.6 64.1 29.3 181
10.0 70.0 20.0 70
2.5 72.5 25.0 80
9.7 73.6 16.7 72
2.8 68.1 29.2 72
3.2 51.6 45.2 31
9.1 54.5 36.4 11
8.0 72.0 20.0 25
5.0 75.0 20.0 20
1.2 48.8 49.9 739
6.4 67.6 26.0 574
9.7 73.6 16.7 72

※本設問は、２０１４年（第６４回）調査から新たに追加されたもの。

法学部

全体
男子
女子
前期
後期

工学部
文学部
理学部
農学部
経済学部

文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程

区　　分

３－６表　大学の相談施設を知っていますか　（設問３３）

弥生

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場
本郷

医学部
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３－６－２表　学生相談所（本郷・柏）

知っていて利用したことがある(%) 知っているが利用したことがない(%) 知らない(%) 事例数(人)

3.0 50.7 46.3 1,453
2.8 48.7 48.5 1,136
4.0 58.7 37.3 303
0.9 38.2 60.9 696
5.4 64.2 30.4 687
3.8 49.9 46.3 581
2.6 52.0 45.4 802

男子 3.3 47.4 49.3 420
女子 5.0 56.5 38.5 161
男子 2.6 50.6 46.8 664
女子 3.1 60.6 36.2 127

0.9 38.2 60.9 696
7.9 66.3 25.8 89
5.6 75.0 19.4 36
3.3 63.0 33.7 181
12.9 65.7 21.4 70
6.3 71.3 22.5 80
2.8 65.3 31.9 72
2.8 55.6 41.7 72
0.0 38.7 61.3 31
9.1 36.4 54.5 11
12.0 72.0 16.0 25
0.0 85.0 15.0 20
0.9 38.2 60.8 738
5.9 66.0 28.1 573
2.8 65.3 31.9 72

※本設問は、２０１４年（第６４回）調査から新たに追加されたもの。

全体
男子
女子
前期
後期

文学部
理学部
農学部
経済学部

文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部

区　　分

弥生

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場
本郷

医学部
工学部
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３－６－３表　精神保健支援室（保健センター精神科）

知っていて利用したことがある(%) 知っているが利用したことがない(%) 知らない(%) 事例数(人)

3.7 47.3 49.0 1,452
3.2 45.4 51.4 1,136
5.6 54.6 39.7 302
2.4 37.8 59.8 696
5.1 57.6 37.3 686
3.8 48.5 47.7 581
3.7 46.9 49.3 801

男子 2.6 47.1 50.2 420
女子 6.8 52.2 41.0 161
男子 3.8 44.9 51.4 664
女子 4.0 57.1 38.9 126

2.4 37.8 59.8 696
5.6 57.3 37.1 89
5.6 77.8 16.7 36
3.9 50.3 45.9 181
8.6 62.9 28.6 70
3.8 63.8 32.5 80
6.9 55.6 37.5 72
0.0 48.6 51.4 72
12.9 45.2 41.9 31
10.0 70.0 20.0 10
8.0 72.0 20.0 25
0.0 80.0 20.0 20
3.0 38.5 58.5 737
4.4 58.3 37.3 573
6.9 55.6 37.5 72

※本設問は、２０１４年（第６４回）調査から新たに追加されたもの。

全体
男子
女子
前期
後期

文学部
理学部
農学部
経済学部

文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部

区　　分

弥生

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場
本郷

医学部
工学部

137



３－６－４表　コミュニケーション・サポートルーム

知っていて利用したことがある(%) 知っているが利用したことがない(%) 知らない(%) 事例数(人)

0.8 24.5 74.7 1,453
0.8 23.1 76.1 1,135
0.7 29.9 69.4 304
0.6 18.5 80.9 696
1.0 30.0 69.0 687
0.9 27.7 71.5 582
0.7 21.7 77.5 801

男子 1.0 26.4 72.6 420
女子 0.6 30.9 68.5 162
男子 0.8 20.4 78.9 663
女子 0.8 28.3 70.9 127

0.6 18.5 80.9 696
2.2 32.6 65.2 89
0.0 38.9 61.1 36
1.7 20.4 77.9 181
1.4 47.1 51.4 70
0.0 23.8 76.3 80
1.4 30.6 68.1 72
0.0 36.1 63.9 72
0.0 22.6 77.4 31
0.0 18.2 81.8 11
0.0 44.0 56.0 25
0.0 30.0 70.0 20
0.5 18.7 80.8 738
1.0 30.5 68.4 573
1.4 30.6 68.1 72

※本設問は、２０１４年（第６４回）調査から新たに追加されたもの。

全体
男子
女子
前期
後期

文学部
理学部
農学部
経済学部

文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部

区　　分

弥生

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場
本郷

医学部
工学部
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３－６－５表　駒場学生相談所

知っていて利用したことがある(%) 知っているが利用したことがない(%) 知らない(%) 事例数(人)

3.4 55.3 41.3 1,449
2.8 55.0 42.2 1,133
5.6 56.6 37.7 302
2.9 58.6 38.6 695
3.7 52.8 43.6 684
3.8 56.7 39.5 582
2.9 55.0 42.2 797

男子 2.9 55.7 41.4 420
女子 6.2 59.3 34.6 162
男子 2.6 55.1 42.4 661
女子 4.8 54.4 40.8 125

2.9 58.6 38.6 695
4.5 52.8 42.7 89
5.6 47.2 47.2 36
2.2 47.5 50.3 179
1.4 61.4 37.1 70
5.0 65.0 30.0 80
2.8 50.7 46.5 71
1.4 43.1 55.6 72
9.7 61.3 29.0 31
9.1 63.6 27.3 11
12.0 56.0 32.0 25
0.0 50.0 50.0 20
3.3 58.8 38.0 737
3.3 52.4 44.3 571
2.8 50.7 46.5 71

※本設問は、２０１４年（第６４回）調査から新たに追加されたもの。

全体
男子
女子
前期
後期

文学部
理学部
農学部
経済学部

文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部

区　　分

弥生

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場
本郷

医学部
工学部
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３－６－６表　ハラスメント相談所

知っていて利用したことがある(%) 知っているが利用したことがない(%) 知らない(%) 事例数(人)

0.4 60.5 39.1 1,451
0.4 57.6 42.0 1,134
0.3 71.6 28.1 303
0.4 51.6 48.0 696
0.4 69.8 29.8 685
0.5 60.0 39.5 580
0.4 61.0 38.6 801

男子 0.7 55.6 43.7 419
女子 0.0 71.4 28.6 161
男子 0.3 58.8 40.9 663
女子 0.8 72.4 26.8 127

0.4 51.6 48.0 696
0.0 66.3 33.7 89
0.0 91.7 8.3 36
0.6 62.4 37.0 181
0.0 74.3 25.7 70
0.0 82.5 17.5 80
0.0 76.1 23.9 71
2.8 54.9 42.3 71
0.0 64.5 35.5 31
0.0 54.5 45.5 11
0.0 84.0 16.0 25
0.0 75.0 25.0 20
0.4 52.2 47.4 738
0.5 69.6 29.9 572
0.0 76.1 23.9 71

※本設問は、２０１４年（第６４回）調査から新たに追加されたもの。

全体
男子
女子
前期
後期

文学部
理学部
農学部
経済学部

文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部

区　　分

弥生

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場
本郷

医学部
工学部
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３－６－７表　キャリアサポート室

知っていて利用したことがある(%) 知っているが利用したことがない(%) 知らない(%) 事例数(人)

7.6 57.2 35.2 1,454
7.1 54.6 38.2 1,135
9.5 67.5 23.0 305
1.6 48.7 49.7 696
14.1 67.2 18.8 688
14.8 56.1 29.2 583
2.7 59.2 38.1 801

男子 14.8 54.5 30.7 420
女子 14.7 60.1 25.2 163
男子 2.6 56.1 41.3 663
女子 3.9 76.4 19.7 127

1.6 48.7 49.7 696
28.9 57.8 13.3 90
0.0 83.3 16.7 36
5.0 67.4 27.6 181
22.9 65.7 11.4 70
3.8 78.8 17.5 80
6.9 69.4 23.6 72
30.6 58.3 11.1 72
32.3 51.6 16.1 31
0.0 72.7 27.3 11
24.0 68.0 8.0 25
0.0 80.0 20.0 20
2.8 49.2 48.0 738
14.3 67.6 18.1 574
6.9 69.4 23.6 72

※本設問は、２０１４年（第６４回）調査から新たに追加されたもの。

全体
男子
女子
前期
後期

文学部
理学部
農学部
経済学部

文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部

区　　分

弥生

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場
本郷

医学部
工学部
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３－６－８表　バリアフリー支援室

知っていて利用したことがある(%) 知っているが利用したことがない(%) 知らない(%) 事例数(人)

0.8 59.3 39.9 1,455
0.6 56.0 43.4 1,136
1.3 72.5 26.2 305
0.6 57.4 42.0 697
1.0 61.9 37.1 688
1.2 61.7 37.0 583
0.5 58.1 41.4 802

男子 0.7 57.6 41.7 420
女子 2.5 72.4 25.2 163
男子 0.6 55.6 43.8 664
女子 0.0 71.7 28.3 127

0.6 57.4 42.0 697
1.1 67.8 31.1 90
0.0 75.0 25.0 36
1.1 49.2 49.7 181
2.9 68.6 28.6 70
0.0 67.5 32.5 80
0.0 68.1 31.9 72
1.4 56.9 41.7 72
3.2 58.1 38.7 31
0.0 63.6 36.4 11
0.0 72.0 28.0 25
0.0 70.0 30.0 20
0.7 57.5 41.8 739
1.0 61.3 37.6 574
0.0 68.1 31.9 72

※本設問は、２０１４年（第６４回）調査から新たに追加されたもの。

全体
男子
女子
前期
後期

文学部
理学部
農学部
経済学部

文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部

区　　分

弥生

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場
本郷

医学部
工学部
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３－６－９表　国際センター相談室

知っていて利用したことがある(%) 知っているが利用したことがない(%) 知らない(%) 事例数(人)

2.2 31.0 66.8 1,455
2.0 28.7 69.3 1,136
3.0 39.3 57.7 305
1.6 29.4 69.0 697
2.9 33.3 63.8 688
2.9 33.3 63.8 583
1.7 29.9 68.3 802

男子 2.9 31.0 66.2 420
女子 3.1 39.3 57.7 163
男子 1.5 27.9 70.6 664
女子 3.1 39.4 57.5 127

1.6 29.4 69.0 697
3.3 34.4 62.2 90
2.8 47.2 50.0 36
0.6 26.0 73.5 181
4.3 44.3 51.4 70
2.5 33.8 63.8 80
4.2 36.1 59.7 72
2.8 23.6 73.6 72
9.7 25.8 64.5 31
0.0 18.2 81.8 11
8.0 44.0 48.0 25
0.0 60.0 40.0 20
1.9 29.1 69.0 739
2.4 33.6 63.9 574
4.2 36.1 59.7 72

※本設問は、２０１４年（第６４回）調査から新たに追加されたもの。

全体
男子
女子
前期
後期

文学部
理学部
農学部
経済学部

文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部

区　　分

弥生

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場
本郷

医学部
工学部
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３－６－１０表　産業医健康相談窓口

知っていて利用したことがある(%) 知っているが利用したことがない(%) 知らない(%) 事例数(人)

0.2 11.9 87.9 1,455
0.3 11.8 87.9 1,136
0.0 12.5 87.5 305
0.3 9.3 90.4 697
0.1 14.2 85.6 688
0.2 12.5 87.3 583
0.2 11.2 88.5 802

男子 0.2 13.3 86.4 420
女子 0.0 10.4 89.6 163
男子 0.3 10.5 89.2 664
女子 0.0 15.0 85.0 127

0.3 9.3 90.4 697
0.0 20.0 80.0 90
0.0 27.8 72.2 36
0.6 11.0 88.4 181
0.0 18.6 81.4 70
0.0 12.5 87.5 80
0.0 12.5 87.5 72
0.0 9.7 90.3 72
0.0 12.9 87.1 31
0.0 0.0 100.0 11
0.0 12.0 88.0 25
0.0 20.0 80.0 20
0.3 9.3 90.4 739
0.2 14.8 85.0 574
0.0 12.5 87.5 72

※本設問は、２０１４年（第６４回）調査から新たに追加されたもの。

全体
男子
女子
前期
後期

文学部
理学部
農学部
経済学部

文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部

区　　分

弥生

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場
本郷

医学部
工学部
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３－６－１１表　女性研究者支援相談室

知っていて利用したことがある(%) 知っているが利用したことがない(%) 知らない(%) 事例数(人)

0.2 13.7 86.1 1,455
0.3 12.4 87.3 1,136
0.0 18.7 81.3 305
0.3 9.5 90.2 697
0.1 17.7 82.1 688
0.2 13.6 86.3 583
0.2 13.6 86.2 802

男子 0.2 13.3 86.4 420
女子 0.0 14.1 85.9 163
男子 0.3 11.7 88.0 664
女子 0.0 23.6 76.4 127

0.3 9.5 90.2 697
0.0 20.0 80.0 90
0.0 50.0 50.0 36
0.6 12.2 87.3 181
0.0 18.6 81.4 70
0.0 16.3 83.8 80
0.0 18.1 81.9 72
0.0 8.3 91.7 72
0.0 16.1 83.9 31
0.0 9.1 90.9 11
0.0 32.0 68.0 25
0.0 25.0 75.0 20
0.3 9.7 90.0 739
0.2 17.9 81.9 574
0.0 18.1 81.9 72

※本設問は、２０１４年（第６４回）調査から新たに追加されたもの。

全体
男子
女子
前期
後期

文学部
理学部
農学部
経済学部

文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部

区　　分

弥生

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場
本郷

医学部
工学部
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４－１－１表　カリキュラムの改革

とても期待する(%) 期待する(%) どちらともいえない(%) 期待しない(%) 全く期待しない(%) 事例数(人)

24.6 39.6 26.5 6.8 2.5 1,504

21.4 36.2 22.6 12.8 7.0 1,449
22.6 35.3 22.4 12.1 7.6 1,131
16.4 39.8 23.7 15.5 4.6 304
23.2 35.7 20.2 12.4 8.5 694
19.1 37.5 24.8 13.1 5.4 685
22.4 38.3 18.6 12.1 8.6 580
20.3 35.4 25.3 13.3 5.8 799

男子 24.2 37.8 18.4 9.6 10.0 418
女子 17.9 39.5 19.1 18.5 4.9 162
男子 21.3 34.8 24.5 13.5 5.9 661
女子 14.2 40.2 29.1 11.8 4.7 127

23.2 35.7 20.2 12.4 8.5 694
24.4 37.8 18.9 12.2 6.7 90
23.5 29.4 20.6 17.6 8.8 34
18.2 33.7 27.1 14.4 6.6 181
13.0 34.8 30.4 13.0 8.7 69
16.3 33.8 27.5 18.8 3.8 80
20.8 38.9 26.4 9.7 4.2 72
13.9 54.2 19.4 11.1 1.4 72
19.4 38.7 25.8 12.9 3.2 31
27.3 36.4 27.3 0.0 9.1 11
20.0 48.0 20.0 8.0 4.0 25
35.0 30.0 25.0 10.0 0.0 20
23.1 35.9 20.5 12.2 8.3 736
18.7 37.3 24.5 13.8 5.6 571
20.8 38.9 26.4 9.7 4.2 72

法学部

2012年調査（62回）

全体
男子
女子
前期
後期

工学部
文学部
理学部
農学部
経済学部

文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程

区　　分

４－１表　大学への要望や期待　（設問３４）

弥生

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場
本郷

医学部
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４－１－２表　実験室や実習室の充実

とても期待する(%) 期待する(%) どちらともいえない(%) 期待しない(%) 全く期待しない(%) 事例数(人)

18.8 29.2 36.6 9.7 5.7 1,502

17.5 29.7 32.4 13.0 7.4 1,451
17.4 29.3 33.6 12.1 7.6 1,133
17.8 31.3 28.3 16.1 6.6 304
15.1 27.9 36.1 13.4 7.5 695
20.0 31.2 29.0 12.4 7.4 686
10.3 19.4 41.7 16.7 11.9 581
22.8 36.9 26.0 10.1 4.3 800

男子 10.0 18.4 44.2 14.8 12.6 419
女子 11.1 22.2 35.2 21.6 9.9 162
男子 22.2 35.8 27.2 10.1 4.7 662
女子 25.2 42.5 19.7 10.2 2.4 127

15.1 27.9 36.1 13.4 7.5 695
11.1 22.2 36.7 13.3 16.7 90
28.6 34.3 20.0 11.4 5.7 35
25.4 40.9 18.2 9.9 5.5 181
15.9 23.2 42.0 7.2 11.6 69
26.3 23.8 28.8 12.5 8.8 80
25.0 47.2 19.4 6.9 1.4 72
6.9 18.1 47.2 22.2 5.6 72
12.9 22.6 32.3 29.0 3.2 31
9.1 45.5 36.4 0.0 9.1 11
12.0 28.0 36.0 16.0 8.0 25
40.0 35.0 15.0 10.0 0.0 20
14.9 28.0 36.0 13.8 7.3 737
19.9 29.4 29.9 12.4 8.4 572
25.0 47.2 19.4 6.9 1.4 72

2012年調査（62回）

全体
男子
女子
前期
後期

文学部
理学部
農学部
経済学部

文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部

区　　分

弥生

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場
本郷

医学部
工学部
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４－１－３表　進学振分け制度の改善

とても期待する(%) 期待する(%) どちらともいえない(%) 期待しない(%) 全く期待しない(%) 事例数(人)

21.3 32.0 31.8 11.5 3.3 1,505

17.9 27.4 32.1 15.9 6.8 1,444
18.4 27.3 32.0 14.8 7.5 1,128
15.9 27.5 32.8 19.5 4.3 302
19.6 30.9 31.2 11.7 6.6 693
15.7 24.2 33.6 19.6 6.9 682
20.4 29.2 28.5 13.8 8.1 579
15.7 26.4 35.2 17.0 5.8 796

男子 21.8 28.9 27.0 12.7 9.6 418
女子 16.8 29.8 32.3 16.8 4.3 161
男子 16.1 26.4 35.5 15.8 6.2 659
女子 13.5 26.2 33.3 23.0 4.0 126

19.6 30.9 31.2 11.7 6.6 693
22.2 24.4 26.7 18.9 7.8 90
2.9 17.1 40.0 22.9 17.1 35
12.2 28.3 31.1 23.3 5.0 180
17.4 20.3 40.6 13.0 8.7 69
15.0 17.5 40.0 16.3 11.3 80
14.3 20.0 38.6 21.4 5.7 70
8.5 33.8 29.6 23.9 4.2 71
25.8 32.3 19.4 19.4 3.2 31
54.5 9.1 36.4 0.0 0.0 11
32.0 20.0 28.0 16.0 4.0 25
10.0 20.0 50.0 15.0 5.0 20
20.4 30.6 30.7 11.8 6.4 735
14.6 24.6 33.7 19.8 7.4 570
14.3 20.0 38.6 21.4 5.7 70

2012年調査（62回）

全体
男子
女子
前期
後期

文学部
理学部
農学部
経済学部

文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部

区　　分

弥生

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場
本郷

医学部
工学部
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４－１－４表　授業の方法の工夫・改善

とても期待する(%) 期待する(%) どちらともいえない(%) 期待しない(%) 全く期待しない(%) 事例数(人)

31.3 44.1 17.5 4.9 2.1 1,502

31.2 42.0 16.6 7.7 2.4 1,450
31.2 40.8 17.6 7.9 2.5 1,131
31.5 46.6 13.4 6.9 1.6 305
33.7 42.1 16.0 5.3 2.9 694
28.9 41.3 17.8 10.1 2.0 686
33.6 43.7 13.4 6.9 2.4 581
29.7 40.2 19.4 8.3 2.5 799

男子 34.0 40.9 15.1 7.4 2.6 418
女子 32.5 50.9 9.2 5.5 1.8 163
男子 29.5 40.1 19.7 8.2 2.6 661
女子 29.9 40.2 19.7 8.7 1.6 127

33.7 42.1 16.0 5.3 2.9 694
44.4 33.3 12.2 7.8 2.2 90
37.1 28.6 22.9 8.6 2.9 35
19.4 40.0 24.4 12.8 3.3 180
24.3 37.1 20.0 14.3 4.3 70
26.3 36.3 27.5 7.5 2.5 80
34.7 45.8 9.7 9.7 0.0 72
26.4 56.9 8.3 8.3 0.0 72
35.5 48.4 6.5 9.7 0.0 31
27.3 63.6 0.0 9.1 0.0 11
28.0 56.0 16.0 0.0 0.0 25
35.0 30.0 20.0 15.0 0.0 20
33.7 42.7 15.4 5.6 2.7 736
27.8 39.9 19.8 10.1 2.4 572
34.7 45.8 9.7 9.7 0.0 72

2012年調査（62回）

全体
男子
女子
前期
後期

文学部
理学部
農学部
経済学部

文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部

区　　分

弥生

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場
本郷

医学部
工学部
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４－１－５表　少人数教育の実施

とても期待する(%) 期待する(%) どちらともいえない(%) 期待しない(%) 全く期待しない(%) 事例数(人)

20.3 27.6 32.7 14.9 4.5 1,506

19.4 25.0 30.5 19.0 6.1 1,450
19.4 23.6 31.7 19.0 6.4 1,131
20.3 29.8 26.6 18.4 4.9 305
19.0 24.0 31.9 19.4 5.6 695
20.1 25.8 29.5 18.2 6.3 685
25.4 29.5 27.3 13.0 4.8 583
15.3 21.6 33.2 23.1 6.8 797

男子 26.4 26.9 28.1 13.3 5.2 420
女子 22.7 36.2 25.2 12.3 3.7 163
男子 15.0 21.4 34.0 22.9 6.7 659
女子 17.3 21.3 29.9 24.4 7.1 127

19.0 24.0 31.9 19.4 5.6 695
34.4 33.3 18.9 5.6 7.8 90
32.4 20.6 20.6 14.7 11.8 34
11.6 22.1 33.1 23.8 9.4 181
15.7 25.7 41.4 10.0 7.1 70
15.0 20.0 33.8 27.5 3.8 80
14.1 33.8 29.6 16.9 5.6 71
27.8 25.0 30.6 15.3 1.4 72
19.4 29.0 25.8 22.6 3.2 31
36.4 18.2 27.3 18.2 0.0 11
28.0 32.0 28.0 12.0 0.0 25
25.0 25.0 5.0 40.0 5.0 20
19.3 24.2 31.6 19.5 5.4 737
20.6 24.8 29.7 18.2 6.6 572
14.1 33.8 29.6 16.9 5.6 71

2012年調査（62回）

全体
男子
女子
前期
後期

文学部
理学部
農学部
経済学部

文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部

区　　分

弥生

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場
本郷

医学部
工学部
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４－１－６表　単位認定や学年試験を厳しく

とても期待する(%) 期待する(%) どちらともいえない(%) 期待しない(%) 全く期待しない(%) 事例数(人)

3.9 8.7 37.0 27.4 23.0 1,506

3.4 7.3 34.2 27.8 27.3 1,452
3.9 8.0 34.3 26.5 27.3 1,133
2.0 4.3 33.4 33.1 27.2 305
1.9 6.3 32.2 27.6 32.0 696
4.8 8.6 36.6 28.0 22.0 686
4.0 7.4 33.0 26.5 29.2 582
2.9 7.5 35.4 28.8 25.5 800

男子 4.5 8.4 33.4 22.9 30.8 419
女子 2.5 4.9 31.9 35.6 25.2 163
男子 3.2 8.0 34.9 28.9 25.1 662
女子 1.6 3.9 37.8 28.3 28.3 127

1.9 6.3 32.2 27.6 32.0 696
9.0 5.6 29.2 25.8 30.3 89
2.9 2.9 57.1 20.0 17.1 35
3.9 6.6 32.0 34.3 23.2 181
4.3 5.7 34.3 27.1 28.6 70
6.3 6.3 40.0 25.0 22.5 80
2.8 13.9 41.7 29.2 12.5 72
5.6 16.7 27.8 31.9 18.1 72
0.0 12.9 48.4 22.6 16.1 31
9.1 18.2 54.5 0.0 18.2 11
4.0 12.0 48.0 20.0 16.0 25
5.0 5.0 40.0 25.0 25.0 20
1.9 6.8 33.2 27.0 31.2 738
5.2 7.5 35.0 28.7 23.6 572
2.8 13.9 41.7 29.2 12.5 72

2012年調査（62回）

全体
男子
女子
前期
後期

文学部
理学部
農学部
経済学部

文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部

区　　分

弥生

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場
本郷

医学部
工学部
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４－１－７表　単位認定や学年試験を緩やかに

とても期待する(%) 期待する(%) どちらともいえない(%) 期待しない(%) 全く期待しない(%) 事例数(人)

11.6 15.6 44.0 18.7 10.1 1,506

14.9 15.6 42.0 18.2 9.3 1,452
16.1 15.1 41.4 17.5 10.0 1,133
10.5 17.7 43.6 21.0 7.2 305
20.0 18.0 39.6 15.5 6.9 695
9.6 12.7 44.7 21.1 11.9 687
16.6 16.5 40.1 16.8 9.9 583
13.5 14.5 43.6 19.4 9.0 799

男子 19.5 14.5 40.2 14.3 11.4 420
女子 9.2 21.5 39.9 23.3 6.1 163
男子 13.9 15.3 42.1 19.5 9.2 661
女子 11.8 11.0 49.6 18.9 8.7 127

20.0 18.0 39.6 15.5 6.9 695
14.4 20.0 34.4 18.9 12.2 90
2.9 11.4 60.0 20.0 5.7 35
13.8 13.8 40.3 19.9 12.2 181
10.0 14.3 48.6 17.1 10.0 70
3.8 7.5 45.0 26.3 17.5 80
4.2 11.1 55.6 22.2 6.9 72
9.7 12.5 41.7 25.0 11.1 72
6.5 16.1 51.6 22.6 3.2 31
9.1 0.0 54.5 27.3 9.1 11
8.0 4.0 44.0 24.0 20.0 25
10.0 5.0 45.0 10.0 30.0 20
19.3 17.6 40.3 16.0 6.8 737
10.5 12.9 42.8 20.8 13.1 573
4.2 11.1 55.6 22.2 6.9 72

2012年調査（62回）

全体
男子
女子
前期
後期

文学部
理学部
農学部
経済学部

文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部

区　　分

弥生

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場
本郷

医学部
工学部
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４－１－８表　教育スタッフの充実

とても期待する(%) 期待する(%) どちらともいえない(%) 期待しない(%) 全く期待しない(%) 事例数(人)

17.8 39.9 32.9 6.5 2.9 1,503

15.5 41.0 30.2 9.6 3.7 1,452
15.4 38.8 32.0 9.9 3.9 1,133
15.7 50.2 23.3 8.5 2.3 305
15.5 39.8 32.6 8.2 3.9 696
15.5 42.4 27.4 11.4 3.4 686
17.9 40.5 27.7 10.3 3.6 582
13.8 41.5 31.8 9.4 3.6 800

男子 18.1 36.5 29.6 11.2 4.5 419
女子 17.2 50.9 22.7 8.0 1.2 163
男子 13.3 40.2 33.4 9.5 3.6 662
女子 15.0 49.6 22.8 8.7 3.9 127

15.5 39.8 32.6 8.2 3.9 696
19.1 33.7 29.2 16.9 1.1 89
22.9 37.1 22.9 14.3 2.9 35
9.9 43.6 30.9 10.5 5.0 181
17.1 35.7 31.4 10.0 5.7 70
12.5 40.0 25.0 18.8 3.8 80
15.3 50.0 26.4 5.6 2.8 72
16.7 48.6 23.6 9.7 1.4 72
29.0 45.2 9.7 12.9 3.2 31
9.1 36.4 45.5 9.1 0.0 11
12.0 56.0 28.0 0.0 4.0 25
25.0 45.0 25.0 5.0 0.0 20
16.0 40.0 31.8 8.4 3.8 738
14.9 41.4 28.1 12.1 3.5 572
15.3 50.0 26.4 5.6 2.8 72

2012年調査（62回）

全体
男子
女子
前期
後期

文学部
理学部
農学部
経済学部

文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部

区　　分

弥生

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場
本郷

医学部
工学部
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４－１－９表　海外留学の支援

とても期待する(%) 期待する(%) どちらともいえない(%) 期待しない(%) 全く期待しない(%) 事例数(人)

32.8 33.7 22.3 7.2 3.9 1,505

28.8 31.2 23.3 10.7 5.9 1,453
25.7 30.9 25.0 11.5 7.0 1,134
41.3 32.1 17.0 7.5 2.0 305
29.0 31.9 23.9 8.9 6.3 696
28.7 30.4 23.1 12.4 5.4 687
34.0 32.2 19.4 8.6 5.8 583
25.1 30.4 26.5 12.1 5.9 800

男子 29.0 31.7 22.1 9.5 7.6 420
女子 46.6 33.7 12.3 6.1 1.2 163
男子 23.4 29.9 27.5 12.5 6.6 662
女子 35.4 30.7 21.3 10.2 2.4 127

29.0 31.9 23.9 8.9 6.3 696
30.0 26.7 21.1 15.6 6.7 90
25.7 37.1 14.3 17.1 5.7 35
25.4 28.2 26.0 13.8 6.6 181
31.4 31.4 25.7 4.3 7.1 70
20.0 32.5 21.3 20.0 6.3 80
29.2 30.6 29.2 5.6 5.6 72
37.5 37.5 15.3 9.7 0.0 72
38.7 35.5 16.1 9.7 0.0 31
18.2 18.2 36.4 27.3 0.0 11
24.0 24.0 32.0 8.0 12.0 25
45.0 25.0 20.0 10.0 0.0 20
29.3 31.8 23.7 9.2 6.0 738
28.3 30.4 22.5 13.1 5.8 573
29.2 30.6 29.2 5.6 5.6 72

2012年調査（62回）

全体
男子
女子
前期
後期

文学部
理学部
農学部
経済学部

文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部

区　　分

弥生

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場
本郷

医学部
工学部

154



４－１－１０表　国際化の推進

とても期待する(%) 期待する(%) どちらともいえない(%) 期待しない(%) 全く期待しない(%) 事例数(人)

26.4 31.6 27.3 9.2 5.6 1,504

21.1 25.7 28.8 15.3 9.2 1,453
19.0 25.4 30.0 15.6 10.0 1,134
29.2 26.6 24.3 13.8 6.2 305
21.1 25.0 30.3 14.5 9.1 696
20.8 26.2 27.7 16.3 9.0 687
23.5 26.9 26.4 14.9 8.2 583
19.1 24.6 30.9 15.8 9.6 800

男子 19.8 26.9 29.0 15.0 9.3 420
女子 33.1 27.0 19.6 14.7 5.5 163
男子 18.1 24.3 31.1 16.0 10.4 662
女子 25.2 26.0 28.3 14.2 6.3 127

21.1 25.0 30.3 14.5 9.1 696
23.3 26.7 23.3 15.6 11.1 90
31.4 14.3 22.9 25.7 5.7 35
20.4 27.6 27.1 16.0 8.8 181
18.6 24.3 35.7 11.4 10.0 70
11.3 17.5 30.0 26.3 15.0 80
20.8 26.4 33.3 9.7 9.7 72
23.6 40.3 23.6 9.7 2.8 72
22.6 25.8 9.7 38.7 3.2 31
18.2 9.1 45.5 18.2 9.1 11
12.0 28.0 36.0 12.0 12.0 25
40.0 30.0 25.0 0.0 5.0 20
21.1 24.8 29.7 15.6 8.8 738
20.8 26.5 27.6 15.9 9.2 573
20.8 26.4 33.3 9.7 9.7 72

2012年調査（62回）

全体
男子
女子
前期
後期

文学部
理学部
農学部
経済学部

文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部

区　　分

弥生

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場
本郷

医学部
工学部
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４－１－１１表　社会への貢献

とても期待する(%) 期待する(%) どちらともいえない(%) 期待しない(%) 全く期待しない(%) 事例数(人)

24.4 33.9 29.8 7.3 4.5 1,503

19.3 32.8 31.6 10.7 5.6 1,451
17.7 30.9 33.6 11.5 6.3 1,133
25.3 39.8 24.0 7.9 3.0 304
17.7 34.1 32.8 9.8 5.7 696
21.0 31.2 30.9 11.7 5.2 686
24.5 34.3 26.4 9.1 5.7 583
15.5 31.4 35.8 11.9 5.4 799

男子 22.6 31.7 28.8 10.5 6.4 420
女子 29.4 41.1 20.2 5.5 3.7 163
男子 14.5 30.2 37.0 12.2 6.0 662
女子 20.6 37.3 29.4 10.3 2.4 126

17.7 34.1 32.8 9.8 5.7 696
33.3 32.2 23.3 5.6 5.6 90
25.7 14.3 34.3 20.0 5.7 35
18.8 27.6 35.9 10.5 7.2 181
22.9 31.4 31.4 10.0 4.3 70
5.1 27.8 35.4 24.1 7.6 79
23.6 36.1 30.6 6.9 2.8 72
23.6 38.9 22.2 12.5 2.8 72
16.1 45.2 22.6 12.9 3.2 31
0.0 36.4 54.5 9.1 0.0 11
20.0 32.0 32.0 8.0 8.0 25
35.0 30.0 25.0 10.0 0.0 20
17.3 34.6 32.7 9.9 5.6 738
21.3 29.7 30.9 12.2 5.8 572
23.6 36.1 30.6 6.9 2.8 72

2012年調査（62回）

全体
男子
女子
前期
後期

文学部
理学部
農学部
経済学部

文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部

区　　分

弥生

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場
本郷

医学部
工学部
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４－１－１２表　カウンセリング・相談体制の充実

とても期待する(%) 期待する(%) どちらともいえない(%) 期待しない(%) 全く期待しない(%) 事例数(人)

7.5 17.3 48.9 18.1 8.2 1,501

5.9 17.6 44.0 20.9 11.5 1,453
5.5 16.3 45.0 21.3 12.0 1,134
7.9 23.0 40.7 19.3 9.2 305
5.0 17.0 45.4 21.3 11.4 696
7.0 18.9 42.8 20.8 10.5 687
7.0 20.4 40.5 21.6 10.5 583
5.3 16.1 46.8 20.6 11.3 800

男子 6.0 18.8 40.0 23.6 11.7 420
女子 9.8 24.5 41.7 16.6 7.4 163
男子 5.4 15.0 48.3 20.1 11.2 662
女子 4.7 22.8 37.8 22.8 11.8 127

5.0 17.0 45.4 21.3 11.4 696
8.9 14.4 44.4 24.4 7.8 90
5.7 28.6 34.3 11.4 20.0 35
7.2 13.3 47.0 20.4 12.2 181
11.4 17.1 41.4 17.1 12.9 70
7.5 17.5 41.3 23.8 10.0 80
4.2 25.0 47.2 19.4 4.2 72
4.2 22.2 33.3 23.6 16.7 72
9.7 22.6 41.9 25.8 0.0 31
0.0 9.1 81.8 9.1 0.0 11
8.0 40.0 32.0 16.0 4.0 25
0.0 25.0 35.0 25.0 15.0 20
5.1 17.1 45.8 21.3 10.7 738
7.3 18.2 41.5 20.9 12.0 573
4.2 25.0 47.2 19.4 4.2 72

2012年調査（62回）

全体
男子
女子
前期
後期

文学部
理学部
農学部
経済学部

文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部

区　　分

弥生

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場
本郷

医学部
工学部
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４－１－１３表　健康相談や保険センター機能の充実

とても期待する(%) 期待する(%) どちらともいえない(%) 期待しない(%) 全く期待しない(%) 事例数(人)

10.0 25.5 45.3 13.8 5.3 1,504

8.2 24.6 41.3 16.0 9.8 1,453
7.2 23.5 42.6 16.3 10.4 1,134
12.1 29.8 35.7 15.1 7.2 305
8.3 22.8 42.4 16.5 9.9 696
8.2 26.9 40.3 15.9 8.7 687
9.4 25.7 39.1 16.5 9.3 583
7.4 24.3 43.0 16.0 9.4 800

男子 8.1 22.9 40.7 18.3 10.0 420
女子 12.9 33.1 35.0 11.7 7.4 163
男子 7.1 23.7 44.1 15.4 9.7 662
女子 9.4 28.3 35.4 18.9 7.9 127

8.3 22.8 42.4 16.5 9.9 696
12.2 14.4 46.7 20.0 6.7 90
8.6 42.9 22.9 8.6 17.1 35
9.4 24.3 40.3 14.4 11.6 181
8.6 22.9 44.3 12.9 11.4 70
8.8 25.0 38.8 22.5 5.0 80
6.9 34.7 45.8 12.5 0.0 72
4.2 33.3 30.6 19.4 12.5 72
6.5 35.5 51.6 3.2 3.2 31
0.0 45.5 45.5 9.1 0.0 11
4.0 36.0 32.0 20.0 8.0 25
5.0 15.0 40.0 25.0 15.0 20
8.1 23.7 42.8 15.9 9.5 738
8.6 25.1 38.9 17.1 10.3 573
6.9 34.7 45.8 12.5 0.0 72

2012年調査（62回）

全体
男子
女子
前期
後期

文学部
理学部
農学部
経済学部

文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部

区　　分

弥生

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場
本郷

医学部
工学部
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４－１－１４表　就職対策や進路相談機能の充実

とても期待する(%) 期待する(%) どちらともいえない(%) 期待しない(%) 全く期待しない(%) 事例数(人)

21.9 34.0 31.3 8.0 4.8 1,504

17.0 36.0 30.9 10.2 5.9 1,454
15.3 34.7 33.1 10.6 6.3 1,135
23.6 40.7 22.6 8.5 4.6 305
16.5 34.9 33.6 9.5 5.5 696
17.6 37.1 28.6 10.8 6.0 688
22.0 33.6 28.6 10.5 5.3 583
13.5 37.7 33.0 9.9 6.0 801

男子 20.2 30.0 31.4 12.1 6.2 420
女子 26.4 42.9 21.5 6.1 3.1 163
男子 12.5 37.9 34.4 9.5 5.7 663
女子 19.7 37.0 24.4 11.8 7.1 127

16.5 34.9 33.6 9.5 5.5 696
26.7 32.2 25.6 10.0 5.6 90
2.8 36.1 33.3 11.1 16.7 36
14.9 39.2 29.8 8.8 7.2 181
18.6 34.3 34.3 8.6 4.3 70
11.3 36.3 31.3 13.8 7.5 80
22.2 40.3 26.4 11.1 0.0 72
19.4 37.5 23.6 15.3 4.2 72
22.6 38.7 29.0 6.5 3.2 31
0.0 36.4 45.5 18.2 0.0 11
28.0 36.0 20.0 12.0 4.0 25
15.0 40.0 20.0 10.0 15.0 20
16.5 35.1 33.6 9.5 5.3 738
17.1 36.6 28.6 10.8 7.0 574
22.2 40.3 26.4 11.1 0.0 72

2012年調査（62回）

全体
男子
女子
前期
後期

文学部
理学部
農学部
経済学部

文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部

区　　分

弥生

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場
本郷

医学部
工学部
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４－１－１５表　奨学金の充実や、授業料免除など、経済的支援の強化する

とても期待する(%) 期待する(%) どちらともいえない(%) 期待しない(%) 全く期待しない(%) 事例数(人)

35.0 30.7 26.1 4.9 3.2 1,504

32.7 29.7 26.5 7.0 4.1 1,453
31.3 29.0 28.0 7.2 4.5 1,134
38.4 31.8 21.3 6.6 2.0 305
28.9 31.3 29.2 6.8 3.9 696
37.0 27.9 23.6 7.3 4.2 687
34.8 27.8 25.7 7.4 4.3 583
31.5 31.0 26.9 6.8 3.9 800

男子 32.6 24.8 29.5 7.6 5.5 420
女子 40.5 35.6 16.0 6.7 1.2 163
男子 30.7 31.6 26.9 6.9 3.9 662
女子 36.2 27.6 26.8 6.3 3.1 127

28.9 31.3 29.2 6.8 3.9 696
36.7 26.7 25.6 8.9 2.2 90
25.7 20.0 28.6 14.3 11.4 35
35.4 29.8 23.8 6.1 5.0 181
47.1 31.4 14.3 4.3 2.9 70
42.5 27.5 18.8 7.5 3.8 80
40.3 31.9 23.6 2.8 1.4 72
19.4 26.4 36.1 12.5 5.6 72
32.3 32.3 22.6 6.5 6.5 31
54.5 9.1 18.2 18.2 0.0 11
48.0 16.0 24.0 8.0 4.0 25
50.0 30.0 15.0 0.0 5.0 20
29.4 31.0 28.7 6.9 3.9 738
36.5 27.6 23.7 7.7 4.5 573
40.3 31.9 23.6 2.8 1.4 72

2012年調査（62回）

全体
男子
女子
前期
後期

文学部
理学部
農学部
経済学部

文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部

区　　分

弥生

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場
本郷

医学部
工学部
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４－１－１６表　施設設備の充実

とても期待する(%) 期待する(%) どちらともいえない(%) 期待しない(%) 全く期待しない(%) 事例数(人)

36.5 37.2 20.2 3.9 2.3 1,502

34.8 39.4 18.6 4.7 2.5 1,452
35.3 38.3 19.2 4.6 2.6 1,133
33.8 43.3 16.7 4.9 1.3 305
34.1 41.7 18.1 3.6 2.4 695
35.5 37.1 19.2 5.7 2.5 687
36.1 39.3 18.0 3.6 2.9 582
33.9 39.5 19.1 5.4 2.1 800

男子 36.3 37.7 19.1 3.3 3.6 419
女子 35.6 43.6 15.3 4.3 1.2 163
男子 34.3 38.8 19.5 5.3 2.1 662
女子 32.3 43.3 17.3 5.5 1.6 127

34.1 41.7 18.1 3.6 2.4 695
33.3 34.4 26.7 4.4 1.1 90
45.7 22.9 22.9 5.7 2.9 35
33.7 42.0 16.0 6.6 1.7 181
42.9 32.9 17.1 4.3 2.9 70
32.5 31.3 21.3 11.3 3.8 80
43.1 41.7 12.5 2.8 0.0 72
26.4 41.7 23.6 2.8 5.6 72
41.9 35.5 12.9 9.7 0.0 31
27.3 36.4 27.3 9.1 0.0 11
28.0 44.0 20.0 0.0 8.0 25
40.0 30.0 20.0 5.0 5.0 20
34.3 41.4 18.0 3.9 2.3 737
34.4 36.6 20.2 5.8 3.0 573
43.1 41.7 12.5 2.8 0.0 72

2012年調査（62回）

全体
男子
女子
前期
後期

文学部
理学部
農学部
経済学部

文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部

区　　分

弥生

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場
本郷

医学部
工学部
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４－１－１７表　図書館の充実

とても期待する(%) 期待する(%) どちらともいえない(%) 期待しない(%) 全く期待しない(%) 事例数(人)

38.3 35.0 20.4 4.7 1.7 1,503

41.1 33.5 19.7 3.6 2.1 1,453
40.8 32.9 20.2 3.6 2.5 1,134
42.6 35.4 18.4 3.0 0.7 305
40.2 35.3 19.5 2.6 2.3 696
42.1 31.7 19.9 4.1 2.2 687
47.7 30.4 17.5 2.6 1.9 583
36.4 35.9 21.4 3.9 2.5 800

男子 47.6 29.8 17.9 2.4 2.4 420
女子 47.9 31.9 16.6 3.1 0.6 163
男子 36.3 34.7 22.1 4.2 2.7 662
女子 37.8 40.9 18.9 1.6 0.8 127

40.2 35.3 19.5 2.6 2.3 696
52.2 24.4 20.0 1.1 2.2 90
37.1 31.4 25.7 0.0 5.7 35
40.9 31.5 19.3 6.6 1.7 181
48.6 27.1 20.0 2.9 1.4 70
38.8 31.3 20.0 5.0 5.0 80
34.7 44.4 19.4 1.4 0.0 72
31.9 30.6 31.9 5.6 0.0 72
71.0 22.6 3.2 3.2 0.0 31
45.5 36.4 9.1 9.1 0.0 11
28.0 56.0 8.0 0.0 8.0 25
40.0 25.0 20.0 10.0 5.0 20
41.6 34.8 18.7 2.7 2.2 738
41.4 30.5 21.1 4.4 2.6 573
34.7 44.4 19.4 1.4 0.0 72

2012年調査（62回）

全体
男子
女子
前期
後期

文学部
理学部
農学部
経済学部

文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部

区　　分

弥生

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場
本郷

医学部
工学部
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４－１－１８表　学生自治の尊重

とても期待する(%) 期待する(%) どちらともいえない(%) 期待しない(%) 全く期待しない(%) 事例数(人)

5.1 15.8 52.6 17.4 9.1 1,503

10.0 17.2 47.0 16.2 9.5 1,453
10.1 16.3 47.9 15.9 9.9 1,134
10.2 20.0 44.3 17.7 7.9 305
11.5 18.2 47.6 13.8 8.9 696
8.6 15.9 46.9 18.3 10.3 687
12.2 19.0 44.6 13.6 10.6 583
8.5 15.6 49.1 17.9 8.9 800

男子 11.9 17.4 45.7 13.3 11.7 420
女子 12.9 23.3 41.7 14.1 8.0 163
男子 8.8 15.3 49.4 17.5 9.1 662
女子 7.1 16.5 48.0 20.5 7.9 127

11.5 18.2 47.6 13.8 8.9 696
7.8 21.1 48.9 13.3 8.9 90
11.4 17.1 40.0 22.9 8.6 35
8.8 11.6 49.7 18.8 11.0 181
8.6 27.1 40.0 12.9 11.4 70
11.3 18.8 38.8 22.5 8.8 80
4.2 15.3 55.6 19.4 5.6 72
4.2 9.7 52.8 20.8 12.5 72
16.1 16.1 32.3 19.4 16.1 31
0.0 18.2 45.5 18.2 18.2 11
16.0 12.0 48.0 12.0 12.0 25
10.0 5.0 50.0 25.0 10.0 20
11.5 18.2 46.9 14.1 9.3 738
8.9 15.9 46.6 18.2 10.5 573
4.2 15.3 55.6 19.4 5.6 72

2012年調査（62回）

全体
男子
女子
前期
後期

文学部
理学部
農学部
経済学部

文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部

区　　分

弥生

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場
本郷

医学部
工学部
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４－１－１９表　学生同士が支え合うネットワークの充実

とても期待する(%) 期待する(%) どちらともいえない(%) 期待しない(%) 全く期待しない(%) 事例数(人)

6.7 21.8 48.8 14.5 8.3 1,501

10.3 22.7 51.1 16.0 0.0 1,320
9.4 21.9 52.6 16.2 0.0 1,025
13.8 24.7 45.9 15.5 0.0 283
10.5 22.8 51.6 15.1 0.0 637
10.2 21.6 51.0 17.3 0.0 620
13.3 24.4 47.7 14.6 0.0 520
8.3 20.6 53.9 17.2 0.0 737

男子 11.4 23.8 49.2 15.7 0.0 370
女子 18.0 26.0 44.0 12.0 0.0 150
男子 8.4 20.1 54.4 17.1 0.0 608
女子 7.6 21.8 52.1 18.5 0.0 119

10.5 22.8 51.6 15.1 0.0 637
16.3 32.5 40.0 11.3 0.0 80
15.2 21.2 45.5 18.2 0.0 33
8.4 16.2 56.3 19.2 0.0 167
10.0 26.7 55.0 8.3 0.0 60
11.0 16.4 47.9 24.7 0.0 73
7.4 16.2 58.8 17.6 0.0 68
7.8 23.4 45.3 23.4 0.0 64
12.0 28.0 48.0 12.0 0.0 25
0.0 22.2 66.7 11.1 0.0 9
8.7 34.8 47.8 8.7 0.0 23
11.1 16.7 50.0 22.2 0.0 18
10.4 23.0 51.7 14.9 0.0 671
10.6 22.0 49.8 17.6 0.0 518
7.4 16.2 58.8 17.6 0.0 68

2012年調査（62回）

全体
男子
女子
前期
後期

文学部
理学部
農学部
経済学部

文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部

区　　分

弥生

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場
本郷

医学部
工学部
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５－１表　実家の所在地（地区）　（設問３５）

東京都(%)
関東地方

（東京都を除く）
(%)

北海道(%) 東北地方(%) 中部地方(%) 近畿地方(%) 中国地方(%) 四国地方(%)
九州・沖縄地方

(%)
日本国外(%) 事例数(人)

26.7 31.5 2.1 2.3 12.4 10.5 4.4 2.6 7.3 0.2 1,511

28.3 34.1 1.0 3.0 11.8 8.9 4.2 2.1 6.5 0.2 1,456
26.9 34.1 1.1 3.2 12.7 9.9 3.7 1.8 6.4 0.3 1,137
33.8 32.5 0.7 2.3 8.9 5.6 6.2 3.0 7.2 0.0 305
28.6 32.6 0.4 2.7 13.8 8.2 5.0 2.3 6.2 0.1 696
27.2 35.7 1.6 3.5 10.6 9.3 3.2 1.7 7.0 0.3 690
30.7 32.9 1.2 2.6 11.5 6.9 4.1 2.6 7.5 0.0 583
25.9 35.0 0.9 3.5 12.7 10.1 4.1 1.6 5.9 0.4 803

男子 28.1 33.8 1.2 2.6 13.6 7.9 3.3 1.9 7.6 0.0 420
女子 37.4 30.7 1.2 2.5 6.1 4.3 6.1 4.3 7.4 0.0 163
男子 25.4 34.3 1.1 3.8 12.9 10.8 3.8 1.7 5.9 0.5 665
女子 28.3 36.2 0.0 2.4 11.8 7.1 6.3 1.6 6.3 0.0 127

28.6 32.6 0.4 2.7 13.8 8.2 5.0 2.3 6.2 0.1 696
25.6 30.0 1.1 4.4 14.4 6.7 3.3 3.3 11.1 0.0 90
41.7 33.3 0.0 0.0 2.8 13.9 0.0 2.8 5.6 0.0 36
24.9 37.6 1.7 3.9 12.7 9.9 3.3 1.7 3.9 0.6 181
25.7 35.7 4.3 1.4 8.6 4.3 4.3 2.9 12.9 0.0 70
29.6 34.6 1.2 6.2 9.9 8.6 2.5 0.0 6.2 1.2 81
15.3 33.3 2.8 4.2 12.5 19.4 4.2 1.4 6.9 0.0 72
38.9 33.3 0.0 1.4 8.3 9.7 2.8 1.4 4.2 0.0 72
35.5 35.5 3.2 3.2 6.5 3.2 3.2 0.0 9.7 0.0 31
8.3 58.3 0.0 8.3 0.0 8.3 0.0 8.3 8.3 0.0 12
16.0 56.0 0.0 4.0 12.0 4.0 4.0 0.0 4.0 0.0 25
40.0 30.0 0.0 0.0 10.0 5.0 5.0 0.0 10.0 0.0 20
28.6 33.2 0.5 2.8 13.3 8.0 4.9 2.3 6.4 0.1 739
28.7 35.5 1.4 3.3 10.8 8.3 3.1 1.7 6.8 0.3 575
15.3 33.3 2.8 4.2 12.5 19.4 4.2 1.4 6.9 0.0 72

地　　区

2012年調査（62回）

全体
男子
女子
前期
後期
文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部
医学部
工学部
文学部
理学部
農学部
経済学部

弥生

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場
本郷
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５－２表　家族構成　（設問３６） （複数回答、回答者数を分母）

父(%) 母(%)
在学中の
兄弟姉妹(%)

それ以外の
兄弟姉妹(%)

祖父(%) 祖母(%) 配偶者(%) 親類(%) その他(%) 事例数(人)

93.4 98.4 44.5 39.6 9.3 18.1 0.3 1.0 0.4 1,508

93.8 98.1 47.6 36.3 7.9 16.1 0.2 1.6 0.7 1,455
94.3 98.4 48.5 36.7 7.7 15.9 0.1 1.8 0.5 1,137
91.8 97.0 44.4 34.9 7.9 15.5 0.7 1.0 1.3 304
93.7 98.6 47.3 33.1 7.2 15.6 0.1 1.7 0.3 697
94.3 97.8 47.5 40.4 8.3 16.7 0.3 1.6 1.0 688
92.8 98.1 45.7 35.9 7.6 14.8 0.3 1.5 0.9 582
94.9 98.3 48.7 37.4 7.8 17.2 0.1 1.7 0.5 803

男子 93.8 98.3 48.6 34.8 7.6 15.2 0.0 1.7 0.5 420
女子 90.1 97.5 38.3 38.9 7.4 13.6 1.2 1.2 1.9 162
男子 94.9 98.3 48.6 38.5 7.4 16.4 0.2 2.1 0.6 665
女子 94.5 97.6 49.6 31.5 7.9 18.1 0.0 0.0 0.0 127

93.7 98.6 47.3 33.1 7.2 15.6 0.1 1.7 0.3 697
95.5 97.8 48.3 36.0 6.7 12.4 0.0 1.1 0.0 89
94.4 100.0 33.3 36.1 5.6 11.1 0.0 0.0 5.6 36
95.6 98.3 51.9 43.1 9.4 19.3 0.0 2.8 0.0 181
87.1 92.9 41.4 41.4 7.1 12.9 1.4 1.4 5.7 70
93.8 98.8 55.0 37.5 11.3 18.8 0.0 0.0 0.0 80
93.1 97.2 51.4 43.1 9.7 22.2 0.0 2.8 0.0 72
97.2 98.6 47.2 43.1 2.8 13.9 0.0 1.4 0.0 72
96.8 100.0 32.3 41.9 19.4 16.1 0.0 0.0 0.0 31
100.0 100.0 66.7 33.3 8.3 33.3 0.0 8.3 0.0 12
96.0 96.0 40.0 44.0 4.0 12.0 4.0 0.0 4.0 25
90.0 100.0 30.0 30.0 5.0 15.0 0.0 0.0 0.0 20
93.9 98.6 47.0 33.5 7.7 15.9 0.1 1.8 0.3 740
94.2 97.7 47.5 40.1 7.5 15.7 0.3 1.4 1.2 573
93.1 97.2 51.4 43.1 9.7 22.2 0.0 2.8 0.0 72

区　　分

2012年調査（62回）

全体
男子
女子
前期
後期
文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部
医学部
工学部
文学部
理学部
農学部
経済学部

弥生

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場
本郷
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５－３表　家計支持者　（設問３７） （複数回答、回答者数を分母）

父(%) 母(%) 本人(%) 兄弟姉妹(%) 祖父母(%) 配偶者(%) その他(%) 事例数(人)

90.7 24.4 1.8 0.7 1.1 0.3 0.5 1,511

92.7 39.3 5.4 0.5 2.4 0.1 0.2 1,457
93.0 40.7 5.4 0.6 2.3 0.0 0.3 1,138
91.5 34.4 4.6 0.0 2.6 0.7 0.0 305
92.5 41.0 3.9 0.3 2.0 0.0 0.1 697
93.0 38.6 6.5 0.7 2.6 0.3 0.3 690
92.3 40.1 5.7 0.2 2.6 0.3 0.2 583
93.2 39.6 4.9 0.7 2.1 0.0 0.2 804

男子 93.3 41.2 6.0 0.2 2.9 0.0 0.2 420
女子 89.6 37.4 4.9 0.0 1.8 1.2 0.0 163
男子 92.8 41.3 5.1 0.9 2.1 0.0 0.3 666
女子 94.5 31.5 3.1 0.0 1.6 0.0 0.0 127

92.5 41.0 3.9 0.3 2.0 0.0 0.1 697
95.6 42.2 4.4 0.0 5.6 0.0 0.0 90
94.4 33.3 5.6 0.0 0.0 0.0 2.8 36
94.5 39.8 7.7 0.6 1.7 0.0 0.0 181
85.7 41.4 18.6 0.0 0.0 1.4 1.4 70
91.4 39.5 1.2 1.2 3.7 0.0 0.0 81
91.7 38.9 4.2 2.8 4.2 0.0 0.0 72
97.2 34.7 4.2 0.0 4.2 0.0 0.0 72
96.8 38.7 9.7 0.0 3.2 0.0 0.0 31
75.0 33.3 8.3 0.0 0.0 0.0 0.0 12
96.0 28.0 0.0 4.0 0.0 4.0 0.0 25
90.0 35.0 5.0 0.0 0.0 0.0 0.0 20
92.4 40.8 4.2 0.3 2.0 0.0 0.1 740
93.4 38.6 6.6 0.5 2.4 0.3 0.3 575
91.7 38.9 4.2 2.8 4.2 0.0 0.0 72

区　　分

2012年調査（62回）

全体
男子
女子
前期
後期
文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部
医学部
工学部
文学部
理学部
農学部
経済学部

弥生

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場
本郷

167



５－４－１表　親の年収分布

350万円 350万円 450万円 550万円 650万円 750万円 850万円 950万円 1,050万円1,150万円1,250万円1,350万円1,450万円1,550万円
～～～～～～～～～～～～

未　満 450万円 550万円 650万円 750万円 850万円 950万円 1,050万円1,150万円1,250万円1,350万円1,450万円1,550万円 以　上
％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％

8.7 4.8 4.5 3.2 6.1 9.1 6.6 19.4 2.5 6.9 3.0 2.8 5.3 17.1 756
8.7 4.9 4.3 5.5 6.5 9.1 6.2 19.0 3.0 7.4 3.0 1.5 7.3 13.6 795
8.2 5.5 4.6 5.4 6.9 10.0 6.4 17.1 3.3 6.7 3.1 1.6 7.8 13.5 613
10.4 2.9 2.9 6.4 5.2 5.8 5.2 25.4 2.3 9.8 2.9 1.2 5.2 14.5 173

男子 6.1 4.2 2.9 4.5 3.5 9.3 5.1 18.6 3.5 8.3 5.8 2.2 10.3 15.7 312
女子 9.4 2.8 1.9 5.7 3.8 2.8 5.7 26.4 1.9 13.2 2.8 0.9 7.5 15.1 106
男子 10.6 6.8 6.1 6.1 10.6 10.2 7.8 15.7 3.1 4.8 0.3 1.0 5.5 11.3 293
女子 12.5 3.1 3.1 7.8 7.8 10.9 4.7 23.4 3.1 4.7 3.1 1.6 0.0 14.1 64

５－４表　親の年収分布　（設問３８）

自宅

自宅外

事例数（人）

2012年調査（62回）

区　　分

全体
男子
女子
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５－４－２表　父親の職業別にみた年収平均 （単位：十万円）

平均値 人数 平均値 人数 平均値 人数 平均値 人数 平均値 人数 平均値 人数 平均値 人数 平均値 人数 平均値 人数

156.40 157 142.86 81 154.01 324 100.52 50 - - - - - - 43.71 24 136.99 717

126.97 181 104.69 61 122.18 322 83.55 38 92.91 43 70.57 89 53.33 12 50.24 17 109.64 763
126.78 133 98.95 43 123.98 246 86.56 32 92.50 34 61.34 76 59.80 10 55.77 13 108.21 587
128.42 45 118.39 18 118.32 72 67.50 6 94.44 9 135.36 11 21.00 2 32.25 4 115.83 167

※サービス業その他については、複数の職業を合算している（サービス業、保安職業、農・林・漁業、生産工程、輸送・機械運転、建設・採掘、運搬・清掃）
※設問の項目が変更となっているため、2012年調査（62回）と対比できないものがある（販売、サービス業その他、その他）

５－４－３表　母親の職業別にみた年収平均 　（単位：十万円）

平均値 人数 平均値 人数 平均値 人数 平均値 人数 平均値 人数 平均値 人数 平均値 人数 平均値 人数 平均値 人数

167.45 78 194.12 100 134.00 17 110.90 111 - - - - - - 121.63 280 132.21 721

135.40 96 103.69 94 124.52 29 101.15 123 87.12 25 70.69 97 104.18 33 113.09 295 106.86 792
141.15 71 103.14 72 126.20 25 94.69 96 95.40 20 74.24 80 101.68 28 109.45 218 105.32 610
123.45 22 105.50 22 114.00 4 126.81 26 54.00 5 52.53 15 118.20 5 123.68 74 113.24 173

※サービス業その他については、複数の職業を合算している（サービス業、保安職業、農・林・漁業、生産工程、輸送・機械運転、建設・採掘、運搬・清掃）
※設問の項目が変更となっているため、2012年調査（62回）と対比できないものがある（販売、サービス業その他、その他）

事務 販売 サービス業その他 その他 無職 事　例　数
職業

2012年調査（62回）

区　　分
専門的・技術的

教育的職業 管理的職業

区　　分
専門的・技術的

全体
男子
女子

全体
男子
女子

無職 事　例　数
職業

2012年調査（62回）

教育的職業 管理的職業 事務 販売 サービス業その他 その他
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５－５－１表　父親の職業

専門的・
技術的職業(%)

教育的職業(%) 管理的職業(%) 事務(%)
農・林・漁業

(%)
生産工程(%) 建設・採掘(%) 販売(%) サービス業(%) 保安職業(%)

輸送・機械運転
(%)

運搬・清掃(%) その他(%) 無職(%) 事例数(人)

22.6 12.2 43.4 7.0 - - - - - - - - - 3.5 1,443

23.8 7.9 41.5 5.0 0.4 2.2 2.5 6.3 2.8 1.3 0.6 0.6 2.2 3.0 1,401
23.5 7.2 40.8 5.6 0.4 2.1 2.8 6.5 3.0 1.4 0.6 0.7 2.2 3.2 1,095
25.0 11.0 43.5 3.1 0.3 2.1 1.4 5.8 2.1 1.0 0.3 0.0 2.1 2.4 292
24.0 7.3 40.5 5.8 0.4 2.8 2.1 7.3 2.5 1.3 0.6 0.7 1.9 2.5 671
23.8 9.3 41.7 4.4 0.3 1.7 2.7 5.1 2.9 1.4 0.6 0.5 2.4 3.5 665
20.2 8.8 45.1 4.8 0.2 2.3 1.8 7.9 3.6 0.7 0.5 0.4 2.0 1.8 559
26.5 8.0 38.2 5.3 0.5 2.2 2.8 5.0 2.1 1.8 0.6 0.8 2.3 3.9 777

男子 19.8 7.2 45.2 5.4 0.0 2.2 1.7 8.6 4.2 1.0 0.7 0.5 1.7 1.7 405
女子 21.4 13.0 44.8 3.2 0.6 2.6 1.9 5.8 1.9 0.0 0.0 0.0 2.6 1.9 154
男子 25.9 7.8 37.5 5.8 0.6 2.2 3.3 5.0 2.2 1.7 0.6 0.9 2.3 4.2 642
女子 29.8 9.7 40.3 3.2 0.0 1.6 0.8 5.6 1.6 2.4 0.8 0.0 1.6 2.4 124
男子 22.8 4.9 48.7 4.6 0.2 0.5 1.7 6.0 3.7 0.9 0.7 0.7 2.0 2.6 587
女子 21.8 6.3 54.0 2.9 0.0 1.1 1.1 6.9 1.7 0.0 0.6 0.0 2.3 1.1 174
男子 24.0 9.7 31.7 6.5 0.6 4.0 4.2 7.1 2.2 2.0 0.6 0.8 2.4 4.0 495
女子 29.6 17.4 28.7 2.6 0.9 3.5 1.7 4.3 2.6 2.6 0.0 0.0 1.7 4.3 115

※本設問は、2014年（第64回）調査から、職種を細分化して調査している。
※設問の項目が変更となっているため、2012年調査（62回）と対比できないものがある（農・林・漁業、生産工程、建設・採掘、販売、サービス業、保安職業、輸送・機械運転、運搬・清掃、その他）

５－５－２表　母親の職業

専門的・
技術的職業(%)

教育的職業(%) 管理的職業(%) 事務(%)
農・林・漁業

(%)
生産工程(%) 建設・採掘(%) 販売(%) サービス業(%) 保安職業(%)

輸送・機械運転
(%)

運搬・清掃(%) その他(%) 無職(%) 事例数(人)

10.3 13.1 2.5 15.5 - - - - - - - - - 39.5 1,448

10.3 12.5 2.3 16.9 0.2 1.1 0.2 2.7 11.0 0.0 0.0 0.4 4.6 37.9 1,387
10.2 12.2 2.5 17.1 0.3 1.0 0.3 2.4 11.1 0.0 0.0 0.5 4.9 37.5 1,077
10.1 14.1 1.7 16.5 0.0 1.0 0.0 3.7 10.4 0.0 0.0 0.0 3.0 39.4 297
8.2 14.9 2.4 16.9 0.3 0.9 0.3 3.2 9.8 0.0 0.0 0.5 4.7 37.8 656
12.2 10.9 2.4 17.3 0.2 1.2 0.2 2.3 11.3 0.0 0.0 0.3 4.1 37.7 663
8.1 12.4 2.3 18.7 0.2 0.9 0.4 3.1 11.4 0.0 0.0 0.2 4.1 38.2 555
11.8 13.2 2.5 16.0 0.3 1.2 0.1 2.5 9.9 0.0 0.0 0.5 4.6 37.4 764

男子 8.3 10.3 2.8 19.9 0.3 1.0 0.5 2.3 11.1 0.0 0.0 0.3 4.8 38.5 397
女子 7.6 17.7 1.3 15.8 0.0 0.6 0.0 5.1 12.0 0.0 0.0 0.0 2.5 37.3 158
男子 11.4 13.7 2.5 15.7 0.3 1.1 0.2 2.5 10.6 0.0 0.0 0.6 4.6 36.7 630
女子 12.9 11.3 2.4 18.5 0.0 1.6 0.0 2.4 6.5 0.0 0.0 0.0 3.2 41.1 124
男子 10.6 12.1 2.9 15.4 0.0 0.5 0.0 1.4 10.6 0.0 0.0 0.5 6.1 40.0 578
女子 9.9 12.1 1.6 15.9 0.0 1.6 0.0 3.3 9.3 0.0 0.0 0.0 2.2 44.0 182
男子 9.4 12.5 2.1 19.3 0.6 1.4 0.6 3.5 11.7 0.0 0.0 0.4 3.7 34.7 487
女子 10.7 17.9 1.8 17.9 0.0 0.0 0.0 4.5 12.5 0.0 0.0 0.0 4.5 30.4 112

※本設問は、2014年（第64回）調査から、職種を細分化して調査している。
※設問の項目が変更となっているため、2012年調査（62回）と対比できないものがある（農・林・漁業、生産工程、建設・採掘、販売、サービス業、保安職業、輸送・機械運転、運搬・清掃、その他）

自宅

自宅外

５－５表　親の職業　（設問３９）

区　　分

2012年調査（62回）

全体
男子
女子
前期
後期
文科系
理科系

区　　分

2012年調査（62回）

全体
男子
女子

文科系

理科系

自宅

自宅外

文科系

理科系

前期
後期
文科系
理科系
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５－６－１表　父親の職業の雇用形態

自分一人（誰にも雇用
されていない）(%)

民間企業に勤務（民間
企業・団体職員等）

(%)

官公庁に勤務（国・自
治体、公共企業体等）

(%)

経営者・役員または人
を雇用している(%)

事例数(人)

7.6 59.8 22.0 10.5 1,404

6.1 67.3 17.4 9.3 1,351
6.2 67.6 16.7 9.5 1,057
5.7 65.1 20.6 8.5 281
5.1 68.9 18.1 7.9 647
7.0 64.1 17.8 11.1 641
5.0 67.3 16.4 11.4 544
6.9 66.0 19.1 8.1 744

男子 5.3 67.7 14.6 12.4 396
女子 4.1 66.2 20.9 8.8 148
男子 6.7 66.6 18.7 8.0 614
女子 8.3 60.8 21.7 9.2 120

5.1 68.9 18.1 7.9 647
9.3 55.8 20.9 14.0 86
8.8 55.9 20.6 14.7 34
8.2 67.1 15.3 9.4 170
4.8 57.1 23.8 14.3 63
8.5 60.6 16.9 14.1 71
6.2 61.5 23.1 9.2 65
1.4 74.3 12.9 11.4 70
7.1 60.7 17.9 14.3 28
0.0 54.5 36.4 9.1 11
4.0 88.0 8.0 0.0 25
16.7 77.8 5.6 0.0 18
5.1 68.4 18.4 8.2 686
7.3 64.8 16.8 11.2 537
6.2 61.5 23.1 9.2 65

５－６表　親の職業の雇用形態　（設問４０）

区　　分

2012年調査（62回）

全体
男子
女子
前期
後期
文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部
医学部
工学部
文学部
理学部
農学部
経済学部

弥生

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場
本郷
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５－６－２表　母親の職業の雇用形態

自分一人（誰にも雇用
されていない）(%)

民間企業に勤務（民間
企業・団体職員等）

(%)

官公庁に勤務（国・自
治体、公共企業体等）

(%)

経営者・役員または人
を雇用している(%)

事例数(人)

30.3 48.2 17.9 3.6 1,107

28.3 55.0 14.0 2.7 1,087
28.1 55.7 13.7 2.6 848
29.1 52.2 15.7 3.0 230
26.3 56.2 14.9 2.6 509
29.9 53.8 13.5 2.8 532
29.9 51.6 15.6 2.9 448
26.8 57.5 13.2 2.5 593

男子 32.3 51.8 13.4 2.4 328
女子 23.3 50.8 21.7 4.2 120
男子 24.5 58.8 14.0 2.7 486
女子 36.6 51.5 9.9 2.0 101

26.3 56.2 14.9 2.6 509
30.6 47.2 19.4 2.8 72
20.0 56.0 8.0 16.0 25
34.0 53.2 11.3 1.4 141
28.8 51.9 17.3 1.9 52
25.8 58.1 14.5 1.6 62
24.5 56.6 15.1 3.8 53
35.7 51.8 12.5 0.0 56
26.9 46.2 15.4 11.5 26
22.2 77.8 0.0 0.0 9
36.4 54.5 9.1 0.0 22
21.4 71.4 7.1 0.0 14
26.3 56.1 14.7 2.9 544
30.9 53.4 13.5 2.3 444
24.5 56.6 15.1 3.8 53

区　　分

2012年調査（62回）

全体
男子
女子
前期
後期
文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部
医学部
工学部
文学部
理学部
農学部
経済学部

弥生

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場
本郷
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５－７－１表　父親の勤務先の規模

従業員が1,000人以上(%)
従業員が100人以上
1,000人未満(%)

従業員が10人以上
100人未満(%)

従業員が10人未満(%) 事例数(人)

48.4 21.3 18.1 12.2 1,343

49.5 21.9 17.4 11.2 1,295
49.0 21.9 17.5 11.6 1,013
50.4 22.2 17.8 9.6 270
49.4 21.7 19.3 9.6 623
49.2 22.1 15.8 12.9 612
48.3 23.8 17.3 10.6 520
50.1 20.4 17.8 11.7 715

男子 48.5 23.5 17.1 10.9 375
女子 47.6 24.8 17.9 9.7 145
男子 49.3 20.5 18.0 12.1 594
女子 51.8 19.6 17.9 10.7 112

49.4 21.7 19.3 9.6 623
46.3 28.8 13.8 11.3 80
47.1 17.6 11.8 23.5 34
53.3 19.2 16.8 10.8 167
30.0 26.7 26.7 16.7 60
49.2 20.0 9.2 21.5 65
39.7 30.2 19.0 11.1 63
65.2 20.3 7.2 7.2 69
48.1 14.8 14.8 22.2 27
55.6 0.0 44.4 0.0 9
60.9 17.4 21.7 0.0 23
46.7 26.7 13.3 13.3 15
49.5 21.1 19.4 10.0 659
50.3 21.8 15.0 12.9 513
39.7 30.2 19.0 11.1 63

５－７表　親の勤務先の規模　（設問４１）

区　　分

2012年調査（62回）

全体
男子
女子
前期
後期
文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部
医学部
工学部
文学部
理学部
農学部
経済学部

弥生

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場
本郷
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５－７－２表　母親の勤務先の規模

従業員が1,000人以上(%)
従業員が100人以上
1,000人未満(%)

従業員が10人以上
100人未満(%)

従業員が10人未満(%) 事例数(人)

17.1 15.2 37.4 29.8 917

15.8 17.2 35.1 31.9 924
15.8 16.6 34.8 32.9 736
16.8 19.6 35.8 27.9 179
17.4 17.0 34.9 30.6 447
14.3 16.5 36.2 33.0 442
17.5 16.9 33.3 32.3 372
14.7 16.6 37.1 31.5 517

男子 18.2 16.4 32.0 33.5 275
女子 15.5 18.6 37.1 28.9 97
男子 14.3 16.1 37.2 32.4 435
女子 18.4 19.7 35.5 26.3 76

17.4 17.0 34.9 30.6 447
16.1 23.2 32.1 28.6 56
18.2 22.7 31.8 27.3 22
11.5 15.6 36.9 36.1 122
18.2 11.4 38.6 31.8 44
7.4 16.7 42.6 33.3 54
11.4 11.4 45.5 31.8 44
25.6 23.3 18.6 32.6 43
20.8 4.2 37.5 37.5 24
16.7 33.3 16.7 33.3 6
11.8 11.8 35.3 41.2 17
0.0 20.0 60.0 20.0 10
17.6 16.6 34.8 31.0 477
14.1 17.7 35.3 32.9 368
11.4 11.4 45.5 31.8 44

区　　分

2012年調査（62回）

全体
男子
女子
前期
後期
文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部
医学部
工学部
文学部
理学部
農学部
経済学部

弥生

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場
本郷
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６－１－１表　生活費の状況の推移（支出総額・収入総額）

ﾏﾝｼｮﾝ・ ﾏﾝｼｮﾝ・

ｱﾊﾟｰﾄ・ ｱﾊﾟｰﾄ・

下宿他 下宿他

円 円 円 円 円 円 円 円

1971年 (男子) 15,600 37,600 25,100 30,400 16,800 39,000 27,500 32,100

1972年 (男子) 20,100 40,900 27,600 31,400 21,100 42,200 29,900 32,200

1976年 (男子) 32,600 73,500 49,400 59,300 35,900 76,900 55,100 63,900

1977年 (女子) 31,000 76,700 51,000 85,300 36,200 82,000 56,900 92,000

1979年 (男子) 41,000 88,100 61,000 77,700 45,600 93,100 68,500 83,600

1980年 (男子) 41,100 92,900 62,600 78,300 48,100 100,200 66,800 84,400

1981年 (男子) 44,300 100,500 69,900 82,200 50,100 107,000 75,500 91,300

1982年 (女子) 41,700 105,400 64,900 108,700 49,600 115,400 75,500 119,200

1983年 (男子) 54,900 110,900 71,300 86,700 60,800 118,600 78,600 96,700

1984年 (男子) 61,300 116,100 77,700 85,500 67,600 124,200 86,100 95,300

〃 (女子) 56,500 114,900 64,700 107,200 56,700 125,400 78,300 112,800

1991年 (男子) 77,300 161,300 81,000 115,100 86,900 175,100 109,100 132,300

〃 (女子) 76,100 162,200 91,400 134,000 81,300 182,500 90,600 141,000

1993年 (男子) 77,600 163,800 97,700 108,500 82,300 176,000 103,000 126,400

〃 (女子) 77,400 157,800 133,000 147,500 77,000 172,600 151,500 168,300

1994年 (男子) 75,300 164,300 91,400 119,100 82,000 173,200 116,400 131,800

〃 (女子) 74,700 162,200 92,600 127,300 82,000 180,300 115,600 142,900

1995年 (男子) 74,000 161,600 96,400 130,300 80,500 176,200 109,500 156,200

〃 (女子) 65,700 166,000 94,800 143,000 74,900 187,000 130,100 156,800

1996年 (男子) 76,000 166,500 105,900 111,300 83,000 176,800 129,500 130,900

〃 (女子) 79,500 157,500 115,300 142,100 81,500 169,600 119,500 173,600

1997年 (男子) 71,500 162,300 96,800 126,500 78,400 175,200 117,300 149,200

〃 (女子) 74,500 155,200 94,000 148,300 83,900 177,100 116,400 161,900

1998年 (男子) 75,100 162,500 99,500 113,600 75,400 171,100 114,800 123,400

〃 (女子) 77,000 172,300 83,800 154,300 73,800 182,300 125,800 161,300

2000年 (男子) 69,400 159,600 65,900 108,200 76,500 172,000 100,100 129,000

〃 (女子) 69,900 167,300 79,500 158,300 72,300 182,800 104,300 175,000

2001年 (男子) 68,400 158,300 82,800 107,800 68,500 169,100 103,300 129,200

〃 (女子) 76,000 163,300 91,100 170,300 77,100 175,400 116,700 176,600

2002年 (男子) 67,500 158,100 95,200 119,200 69,700 168,800 114,700 130,900

〃 (女子) 74,500 164,800 86,500 142,800 73,900 168,400 129,900 140,200

2003年 (男子) 69,800 154,300 84,900 110,600 68,800 162,700 100,000 127,000

〃 (女子) 79,000 162,300 69,100 156,300 69,400 168,000 96,900 169,100

2005年 (男子) 72,500 160,500 85,300 117,500 65,650 157,400 109,100 132,600

〃 (女子) 76,200 162,900 88,000 133,500 67,860 158,100 112,500 128,800

2006年 (男子) 66,650 153,640 79,170 119,760 63,280 157,730 109,270 140,070

〃 (女子) 73,500 174,380 80,120 140,900 70,610 163,430 104,760 164,300

2007年 (男子) 72,110 151,380 79,500 118,160 67,370 155,720 110,470 126,650

〃 (女子) 69,660 157,600 73,440 141,710 62,650 165,190 91,110 138,810

2008年 (男子) 63,054 151,689 81,706 117,349 63,851 154,234 109,480 129,738

〃 (女子) 63,500 154,791 83,684 144,077 59,322 148,097 108,833 129,538

2010年 (男子) 65,000 154,000 81,000 118,000 62,000 151,000 91,000 117,000

〃 (女子) 66,000 158,000 68,000 126,000 64,000 153,000 47,000 103,000

2012年 (男子) 67,140 149,420 87,930 115,150 57,970 143,260 107,650 116,180

〃 (女子) 66,830 159,770 101,360 151,070 57,690 145,010 128,360 102,730

2014年 (男子) 62,615 142,897 92,146 118,704 60,309 139,937 106,250 106,676

〃 (女子) 63,888 139,722 72,800 152,500 60,629 134,528 112,300 127,000

６－１表　生活費の推移(問42)

区　　　　分

支　　出　　総　　額 収　　入　　総　　額

自宅 学寮 その他の寮 自宅 学寮 その他の寮
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６－１－２表　支出額（１ケ月平均、単位：円）

平均値 事例数(人) 平均値 事例数(人) 平均値 事例数(人) 平均値 事例数(人) 平均値 事例数(人) 平均値 事例数(人) 平均値 事例数(人) 平均値 事例数(人)

7,250 1,463 22,470 1,463 66,950 713 8,100 1,458 14,520 1,466 6,220 1,459 11,400 1,453 105,300 1,444

6,842 1,316 22,490 1,318 61,083 551 6,904 1,318 14,377 1,319 6,911 1,299 10,669 1,307 93,208 1,321
6,283 1,035 23,612 1,038 59,031 453 6,919 1,039 14,566 1,038 6,785 1,021 10,468 1,028 94,208 1,040
9,052 269 18,265 268 70,219 96 6,824 267 13,524 269 7,060 266 11,345 267 89,546 269
7,192 631 21,300 631 59,498 259 6,736 632 13,788 632 7,283 621 9,908 622 89,717 633
6,354 622 23,910 624 62,236 275 7,184 624 14,832 624 6,433 616 11,456 623 97,352 625
8,019 516 22,599 519 62,355 211 7,523 520 15,156 520 6,891 512 11,518 514 96,135 520
5,905 737 22,596 736 59,963 323 6,560 736 13,707 736 6,839 725 10,096 731 91,661 738

男子 7,456 375 23,963 378 61,361 166 7,976 379 15,195 379 6,876 372 11,241 373 99,008 379
女子 9,518 141 18,943 141 66,022 45 6,305 141 15,050 141 6,928 140 12,248 141 88,411 141
男子 5,461 614 23,467 614 57,325 274 6,350 614 14,072 613 6,662 603 9,941 609 91,558 615
女子 8,272 114 17,920 113 74,170 47 7,531 113 11,509 114 7,106 113 10,655 113 91,754 114

7,192 631 21,300 631 59,498 259 6,736 632 13,788 632 7,283 621 9,908 622 89,717 633
7,434 83 25,422 83 65,625 40 11,310 84 18,060 81 6,841 82 11,119 84 109,310 84
9,333 33 28,364 33 63,455 11 10,212 33 19,697 33 6,406 32 10,563 32 104,515 33
5,607 168 24,500 168 62,468 79 5,577 168 12,725 167 6,042 167 10,536 168 94,857 168
6,679 53 23,130 54 54,727 22 8,574 54 15,537 54 8,755 53 14,259 54 98,556 54
4,408 76 19,855 76 52,471 34 5,640 75 11,566 76 4,855 76 9,355 76 78,829 76
5,079 63 24,746 63 67,000 36 7,683 63 14,587 63 5,367 60 14,143 63 111,667 63
8,203 64 24,877 65 70,130 23 7,323 65 20,354 65 6,431 65 13,359 64 103,492 65
7,536 28 26,857 28 63,308 13 5,321 28 13,500 28 6,607 28 12,500 28 100,750 28
8,182 11 23,727 11 47,600 5 4,364 11 9,000 11 8,273 11 10,727 11 85,727 11
5,333 24 18,875 24 67,143 7 5,625 24 10,542 24 6,708 24 9,458 24 79,750 24
6,421 19 18,842 19 62,600 5 4,263 19 14,368 19 9,889 18 9,105 19 80,263 19
7,222 670 21,572 670 59,462 277 6,638 671 13,697 671 7,271 660 10,032 661 90,112 672
6,406 520 23,655 522 61,729 221 7,284 522 15,056 522 6,509 517 11,090 521 95,690 523
5,079 63 24,746 63 67,000 36 7,683 63 14,587 63 5,367 60 14,143 63 111,667 63
7,556 746 16,446 747 - - 6,693 747 14,948 749 9,054 739 8,624 737 62,963 749
5,854 556 30,494 557 61,083 551 7,176 557 13,570 556 4,051 546 13,308 556 132,898 558

（※）2014年（第64回）調査から、無回答や記入漏れ等があった回答は集計から除外する集計方法に変更したため、事例数は減少している。また、「預貯金」は支出額から除外した。

自宅
自宅外

駒場

農学部

後期
文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部
医学部

食　費
区　　分

前期

2012年調査（62回）

全体
男子
女子

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部

工学部
文学部
理学部

本郷
弥生

衣料費 支出合計雑　費通学費教養・娯楽費勉学費住居費

経済学部
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６－１－３表　収入額（１ケ月平均、単位：円）

平均値 事例数(人) 平均値 事例数(人) 平均値 事例数(人) 平均値 事例数(人) 平均値 事例数(人) 平均値 事例数(人)

58,390 1,458 11,900 1,400 27,950 1,447 260 1,379 1,780 1,261 97,780 1,438

50,603 1,303 12,506 1,165 30,111 1,277 721 1,130 1,171 1,006 90,965 1,321
51,946 1,030 13,342 916 29,346 999 630 883 1,114 780 92,238 1,040
46,049 263 9,346 240 31,955 266 1,088 238 1,388 219 86,138 269
49,035 626 12,295 549 28,467 610 433 529 930 469 87,422 633
52,834 615 13,286 560 31,263 605 857 546 1,509 485 95,165 625
52,716 511 11,672 445 31,814 500 601 431 1,565 384 93,062 520
49,659 730 13,548 664 28,492 715 680 644 995 570 90,005 738

男子 56,519 374 11,734 323 30,580 362 611 311 1,213 277 95,475 379
女子 42,336 137 11,508 122 35,051 138 575 120 2,477 107 86,574 141
男子 49,425 610 14,975 551 28,029 592 655 531 1,127 464 90,600 615
女子 51,821 112 6,038 106 28,719 114 849 106 390 100 85,895 114

49,035 626 12,295 549 28,467 610 433 529 930 469 87,422 633
63,159 82 16,632 68 29,790 81 580 69 468 62 104,429 84
58,455 33 12,933 30 38,645 31 1,724 29 0 26 107,909 33
55,635 167 13,191 157 26,452 166 856 153 493 134 93,946 168
42,939 49 11,939 49 51,904 52 2,935 46 3,140 43 102,778 54
44,000 76 13,586 70 26,267 75 1,000 70 1,900 60 84,592 76
56,603 63 19,000 56 30,667 60 37 54 848 46 102,556 63
56,531 64 5,926 54 40,306 62 192 52 2,826 46 98,262 65
52,321 28 4,318 22 26,840 25 0 22 6,286 21 83,679 28
37,000 10 34,091 11 23,727 11 0 11 0 10 91,455 11
36,958 24 9,958 24 25,958 24 0 22 4,053 19 76,083 24
38,947 19 11,632 19 19,389 18 1,667 18 556 18 71,579 19
48,992 664 12,406 582 28,324 646 407 562 1,136 500 87,332 672
52,708 514 12,539 471 31,713 509 1,015 459 1,375 408 94,968 523
56,603 63 19,000 56 30,667 60 37 54 848 46 102,556 63
23,434 737 5,589 643 32,970 728 475 631 718 547 60,459 749
86,005 553 20,888 511 26,132 536 1,053 489 1,452 449 130,651 558

（※）2014年（第64回）調査から、無回答や記入漏れ等があった回答は集計から除外する集計方法に変更したため、事例数は減少している。

自宅
自宅外

文学部
理学部

前期

工学部

法学部
医学部

理科系

教養学部・前期課程

収入合計その他の収入ローン・クレジット・借入金アルバイト・雑収入奨学金家庭からの仕送・小遣い

2012年調査（62回）

全体

後期
文科系
理科系
文科系

男子
女子

区　　分

本郷
弥生

経済学部
教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場

農学部
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６－２表　授業料はどのように負担していますか　（設問４３） （複数回答、回答者数を分母）

家庭からの仕送り(%) 奨学金(%) 全額授業料免除(%) 半額授業料免除(%) アルバイト・雑収入(%) その他(%) 事例数(人)

88.5 5.0 5.1 1.3 0.7 0.9 1,492

87.9 6.5 7.0 0.8 3.5 1.9 1,434
88.1 6.9 6.9 0.8 3.4 1.9 1,123
87.6 4.7 7.0 1.0 3.0 2.0 298
88.5 5.4 7.3 0.7 2.9 1.0 684
87.0 7.9 6.5 0.9 4.3 2.9 682
86.4 6.1 8.0 0.9 3.8 2.1 575
88.6 7.1 6.1 0.8 3.4 1.9 791

男子 87.5 7.0 7.5 0.7 4.1 1.9 416
女子 83.6 3.8 9.4 1.3 3.1 2.5 159
男子 88.0 7.3 6.7 0.8 3.0 2.0 657
女子 91.9 5.6 3.2 0.8 3.2 1.6 124

88.5 5.4 7.3 0.7 2.9 1.0 684
87.6 12.4 5.6 1.1 4.5 2.2 89
94.4 5.6 2.8 0.0 2.8 2.8 36
88.9 8.9 5.6 0.6 2.8 1.7 180
74.6 3.0 9.0 3.0 11.9 9.0 67
85.0 5.0 7.5 1.3 3.8 5.0 80
86.1 11.1 9.7 1.4 4.2 1.4 72
90.3 2.8 5.6 0.0 1.4 1.4 72
93.5 3.2 6.5 0.0 3.2 0.0 31
83.3 33.3 0.0 0.0 8.3 8.3 12
92.0 8.0 4.0 0.0 4.0 0.0 25
77.8 11.1 11.1 0.0 5.6 5.6 18
88.6 5.8 7.2 0.7 3.0 1.1 727
86.8 7.2 6.2 0.9 4.2 3.2 567
86.1 11.1 9.7 1.4 4.2 1.4 72

区　　分

2012年調査（62回）

全体
男子
女子
前期
後期
文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部
医学部
工学部
文学部
理学部
農学部
経済学部

弥生

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場
本郷
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７－１表　現在の居住地　（設問４４）

東京23区(%)
東京都（23区
外）(%)

横浜市(%) 川崎市(%)
神奈川県（横
浜・川崎の市を
除く）(%)

さいたま・川
口・蕨の各市

(%)

埼玉県（さいた
ま・川口・蕨の
各市を除く）

(%)

千葉・船橋・市
川・習志野・松
戸の各市(%)

千葉県（千葉・
船橋・市川・習
志野・松戸の各
市を除く）(%)

その他の県(%) 事例数(人)

61.0 12.1 7.7 3.6 3.0 2.8 3.9 2.8 2.1 1.1 1,510

57.3 13.3 8.7 4.1 3.3 2.8 3.8 2.7 2.7 1.2 1,455
56.8 12.9 9.2 4.6 3.4 2.9 3.5 2.5 2.8 1.4 1,136
61.0 14.4 5.9 2.6 2.3 2.3 4.6 3.9 2.3 0.7 305
51.6 18.1 8.9 5.0 2.7 3.3 4.2 2.6 2.4 1.1 697
63.0 9.0 8.3 3.3 3.9 2.2 3.0 2.9 3.2 1.2 689
57.0 15.6 7.7 4.1 4.5 2.7 2.9 1.9 2.4 1.0 582
57.5 12.1 9.2 4.2 2.5 2.7 4.1 3.4 3.1 1.2 804

男子 57.3 14.3 9.3 4.8 4.8 2.6 2.4 1.2 2.4 1.0 419
女子 56.4 19.0 3.7 2.5 3.7 3.1 4.3 3.7 2.5 1.2 163
男子 56.6 12.2 9.2 4.5 2.7 3.0 4.1 3.2 3.2 1.5 666
女子 64.6 10.2 8.7 3.1 0.8 0.8 4.7 4.7 2.4 0.0 127

51.6 18.1 8.9 5.0 2.7 3.3 4.2 2.6 2.4 1.1 697
67.8 7.8 7.8 2.2 3.3 2.2 0.0 2.2 3.3 3.3 90
66.7 11.1 5.6 5.6 0.0 2.8 2.8 2.8 2.8 0.0 36
63.5 5.5 9.4 4.4 2.2 2.2 3.3 3.9 4.4 1.1 181
57.1 15.7 12.9 0.0 4.3 1.4 4.3 1.4 2.9 0.0 70
61.3 11.3 6.3 2.5 6.3 1.3 2.5 3.8 2.5 2.5 80
70.8 5.6 8.3 2.8 1.4 2.8 2.8 2.8 2.8 0.0 72
62.5 9.7 8.3 4.2 8.3 0.0 2.8 1.4 1.4 1.4 72
67.7 12.9 3.2 0.0 6.5 3.2 6.5 0.0 0.0 0.0 31
50.0 8.3 0.0 8.3 0.0 16.7 0.0 16.7 0.0 0.0 12
48.0 4.0 8.0 12.0 8.0 4.0 8.0 4.0 4.0 0.0 25
50.0 20.0 10.0 0.0 5.0 0.0 5.0 0.0 10.0 0.0 20
52.3 17.7 8.5 4.9 2.8 3.5 4.2 2.7 2.3 1.1 740
62.0 9.2 8.7 3.5 4.2 1.7 3.0 2.8 3.5 1.4 574
70.8 5.6 8.3 2.8 1.4 2.8 2.8 2.8 2.8 0.0 72

2012年調査（62回）

全体
男子
女子
前期
後期

文学部
理学部
農学部
経済学部

文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部

区　　分

弥生

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場
本郷

医学部
工学部
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７－２表　現在の住居形態　（設問４５）

自宅(%) 自宅外(%) 事例数(人)

50.9 49.1 1,498

55.9 44.1 1,442
54.3 45.7 1,126
60.9 39.1 302
57.1 42.9 690
53.1 46.9 683
57.1 42.9 574
53.7 46.3 799

男子 54.0 46.0 413
女子 65.2 34.8 161
男子 53.2 46.8 662
女子 54.8 45.2 126

57.1 42.9 690
52.2 47.8 90
58.3 41.7 36
50.6 49.4 178
51.5 48.5 68
55.0 45.0 80
40.3 59.7 72
63.4 36.6 71
45.2 54.8 31
50.0 50.0 12
72.0 28.0 25
70.0 30.0 20
56.5 43.5 733
55.3 44.7 568
40.3 59.7 72

2012年調査（62回）

全体
男子
女子
前期
後期

文学部
理学部
農学部
経済学部

文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部

区　　分

弥生

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場
本郷

医学部
工学部
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７－３表　現在の住居区分（自宅外のみ）　（設問４６）

分譲マンション(%)
賃貸マンション・ア
パート（バス付き）

(%)

アパート（バスな
し）・下宿(%)

東大の学生宿舎(%) その他の学生宿舎(%) その他(%) 事例数(人)

2.2 69.3 7.5 8.2 11.2 1.6 734

3.3 60.3 9.5 9.8 15.6 1.6 634
3.9 58.2 10.1 9.9 16.1 1.8 514
0.9 68.4 6.8 9.4 13.7 0.9 117
1.4 51.9 9.2 13.9 22.7 1.0 295
5.3 68.4 9.1 5.9 9.1 2.2 320
2.8 61.0 7.3 10.2 16.3 2.4 246
3.8 60.2 10.3 9.5 15.2 1.1 369

男子 3.7 60.0 8.4 8.9 16.3 2.6 190
女子 0.0 64.3 3.6 14.3 16.1 1.8 56
男子 4.2 57.0 11.0 10.7 15.9 1.3 309
女子 1.8 75.4 7.0 3.5 12.3 0.0 57

1.4 51.9 9.2 13.9 22.7 1.0 295
9.3 67.4 7.0 2.3 11.6 2.3 43
26.7 60.0 0.0 0.0 13.3 0.0 15
5.7 65.9 10.2 6.8 9.1 2.3 88
3.0 63.6 9.1 12.1 6.1 6.1 33
0.0 69.4 13.9 2.8 11.1 2.8 36
4.7 72.1 9.3 9.3 4.7 0.0 43
0.0 80.8 3.8 7.7 7.7 0.0 26
0.0 70.6 17.6 0.0 5.9 5.9 17
16.7 66.7 0.0 16.7 0.0 0.0 6
0.0 71.4 0.0 0.0 28.6 0.0 7
0.0 66.7 16.7 0.0 16.7 0.0 6
1.6 53.1 9.4 13.2 21.4 1.3 318
5.5 67.7 8.7 5.5 10.2 2.4 254
4.7 72.1 9.3 9.3 4.7 0.0 43

2012年調査（62回）

全体
男子
女子
前期
後期

文学部
理学部
農学部
経済学部

文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部

区　　分

弥生

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場
本郷

医学部
工学部
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７－４表　学生宿舎等の入居希望　（設問４７）

入居する(%) 入居しない(%) 入居費による(%) わからない(%) 事例数(人)

19.2 34.2 34.8 11.8 1,508

13.9 37.9 36.4 11.8 1,448
13.4 37.3 38.1 11.2 1,130
15.5 41.4 29.3 13.8 304
11.4 39.7 36.7 12.3 693
16.2 35.6 36.9 11.4 686
14.2 39.4 33.3 13.1 579
13.5 36.4 39.3 10.9 800

男子 13.9 37.2 35.5 13.4 417
女子 14.8 45.1 27.8 12.3 162
男子 12.8 37.0 40.2 10.0 662
女子 16.5 35.4 33.1 15.0 127

11.4 39.7 36.7 12.3 693
14.6 40.4 37.1 7.9 89
16.7 36.1 38.9 8.3 36
14.4 34.8 40.3 10.5 181
11.6 29.0 36.2 23.2 69
10.1 44.3 36.7 8.9 79
26.4 25.0 36.1 12.5 72
26.4 34.7 25.0 13.9 72
9.7 41.9 35.5 12.9 31
16.7 25.0 50.0 8.3 12
16.0 40.0 40.0 4.0 25
15.0 40.0 40.0 5.0 20
11.4 39.5 36.8 12.2 736
15.2 36.8 36.8 11.2 571
26.4 25.0 36.1 12.5 72

2012年調査（62回）

全体
男子
女子
前期
後期

文学部
理学部
農学部
経済学部

文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部

区　　分

弥生

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場
本郷

医学部
工学部
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７－５表　通学に利用している交通機関　（設問４８）

電車(%) バス(%) 自転車(%) 徒歩のみ(%) バイク(%) 自家用車(%) その他 事例数(人)

72.5 0.7 19.5 7.3 0.1 0.0 0.1 1,511

77.2 0.6 16.2 6.0 0.0 0.1 0.0 1,454
77.2 0.4 17.1 5.2 0.0 0.1 0.0 1,135
77.0 1.0 13.1 8.9 0.0 0.0 0.0 305
85.8 0.7 9.5 4.0 0.0 0.0 0.0 696
67.9 0.4 23.8 7.7 0.0 0.1 0.0 689
79.2 0.7 14.6 5.5 0.0 0.0 0.0 581
75.2 0.5 18.0 6.1 0.0 0.1 0.0 804

男子 78.2 0.7 16.0 5.0 0.0 0.0 0.0 418
女子 81.6 0.6 11.0 6.7 0.0 0.0 0.0 163
男子 75.8 0.3 18.6 5.1 0.0 0.2 0.0 666
女子 72.4 1.6 15.0 11.0 0.0 0.0 0.0 127

85.8 0.7 9.5 4.0 0.0 0.0 0.0 696
71.1 0.0 21.1 7.8 0.0 0.0 0.0 90
72.2 0.0 13.9 13.9 0.0 0.0 0.0 36
65.2 1.1 27.6 6.1 0.0 0.0 0.0 181
67.1 0.0 21.4 11.4 0.0 0.0 0.0 70
68.8 0.0 21.3 8.8 0.0 1.3 0.0 80
51.4 1.4 41.7 5.6 0.0 0.0 0.0 72
73.6 0.0 19.4 6.9 0.0 0.0 0.0 72
71.0 0.0 22.6 6.5 0.0 0.0 0.0 31
83.3 0.0 16.7 0.0 0.0 0.0 0.0 12
80.0 0.0 12.0 8.0 0.0 0.0 0.0 25
80.0 0.0 10.0 10.0 0.0 0.0 0.0 20
85.1 0.7 10.1 4.1 0.0 0.0 0.0 739
69.5 0.3 21.8 8.2 0.0 0.2 0.0 574
51.4 1.4 41.7 5.6 0.0 0.0 0.0 72

2012年調査（62回）

全体
男子
女子
前期
後期

文学部
理学部
農学部
経済学部

文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部

区　　分

弥生

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場
本郷

医学部
工学部
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７－６表　通学所要時間（片道）　（設問４９）

平均値（分） 事例数(人)

46.6 1,509

50.3 1,450
49.9 1,131
51.1 305
51.6 695
49.0 687
49.9 580
50.6 802

男子 48.8 417
女子 52.7 163
男子 50.7 664
女子 49.8 127

51.6 695
47.0 89
51.2 36
49.4 181
52.9 70
49.3 80
38.8 72
50.9 71
41.0 31
49.2 12
61.4 25
62.3 20
51.1 738
50.7 572
38.8 72
66.8 802
29.8 635

自宅 66.7 607
自宅外 30.6 514
自宅 66.4 184
自宅外 27.0 118

男子

女子

自宅
自宅外

文学部
理学部
農学部

駒場

前期

区　　分

2012年調査（62回）

全体
男子
女子

後期
文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部
医学部
工学部

本郷
弥生

経済学部
教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
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８－１表　日本学生支援機構から定期的な奨学金を受けていますか　（設問５０）

日本学生支援機構
第一種奨学金

（無利子奨学金）(%)

日本学生支援機構
第二種奨学金

（利子付奨学金）(%)
受けていない(%) 事例数(人)

9.0 7.3 83.7 1,500

10.9 5.1 84.0 1,435
11.6 5.1 83.3 1,121
7.3 5.0 87.7 301
10.9 3.9 85.2 689
11.3 6.3 82.4 681
9.6 4.9 85.5 572
12.2 5.3 82.6 798

男子 10.4 4.6 85.0 412
女子 7.5 5.6 86.9 160
男子 12.9 5.6 81.5 661
女子 7.1 3.2 89.7 126

10.9 3.9 85.2 689
11.4 5.7 83.0 88
2.9 5.7 91.4 35
13.3 7.2 79.4 180
10.0 5.7 84.3 70
12.5 6.3 81.3 80
14.1 8.5 77.5 71
2.9 2.9 94.3 70
6.7 3.3 90.0 30
16.7 16.7 66.7 12
12.0 12.0 76.0 25
30.0 0.0 70.0 20
10.8 4.1 85.1 731
11.1 6.0 82.9 568
14.1 8.5 77.5 71

2012年調査（62回）

全体
男子
女子
前期
後期

文学部
理学部
農学部
経済学部

文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部

区　　分

弥生

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場
本郷

医学部
工学部
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８－２表　日本学生支援機構の奨学金を受けていない理由　（設問５１）

受ける必要がな
い(%)

出願資格がない
(%)

掲示等に気がつ
かなかった(%)

出願したが採用
されなかった

(%)

事務手続きが煩
雑だから申請し
なかった(%)

その他(%)
書類を期限まで
に整えられな
かった(%)

貸与なので申請
しなかった(%)

事例数(人)

58.5 13.0 4.0 1.6 4.2 1.6 1.2 15.9 1,173

66.8 12.2 2.9 1.7 3.8 1.3 0.6 10.7 1,143
67.8 11.7 3.2 1.8 3.7 1.5 0.5 9.9 882
63.6 13.8 2.0 1.2 4.0 0.8 1.2 13.4 253
67.4 14.2 3.4 1.1 3.6 1.8 0.5 8.0 562
65.7 9.8 2.3 2.5 4.2 0.9 0.8 14.0 530
67.1 13.3 3.5 1.5 3.5 1.7 1.1 8.3 459
66.2 11.2 2.4 1.9 4.1 1.1 0.3 12.8 633

男子 67.6 13.6 3.7 2.2 3.1 1.9 0.9 7.1 324
女子 65.9 12.6 3.0 0.0 4.4 1.5 1.5 11.1 135
男子 67.2 10.4 2.9 1.7 4.2 1.3 0.2 11.9 519
女子 61.7 15.0 0.0 2.8 2.8 0.0 0.9 16.8 107

67.4 14.2 3.4 1.1 3.6 1.8 0.5 8.0 562
70.0 10.0 1.4 1.4 2.9 1.4 0.0 12.9 70
74.2 9.7 3.2 3.2 0.0 3.2 0.0 6.5 31
66.2 10.5 1.5 3.0 5.3 0.0 0.0 13.5 133
58.2 10.9 3.6 3.6 7.3 1.8 1.8 12.7 55
52.4 6.3 3.2 1.6 4.8 0.0 1.6 30.2 63
60.4 9.4 1.9 1.9 3.8 0.0 1.9 20.8 53
68.3 12.7 3.2 3.2 4.8 1.6 0.0 6.3 63
84.0 0.0 0.0 0.0 4.0 4.0 0.0 8.0 25
71.4 14.3 0.0 14.3 0.0 0.0 0.0 0.0 7
82.4 11.8 0.0 0.0 0.0 0.0 5.9 0.0 17
61.5 15.4 7.7 0.0 0.0 0.0 0.0 15.4 13
68.2 13.6 3.2 1.2 3.5 1.9 0.5 7.9 594
65.2 10.3 2.5 2.5 4.3 0.9 0.7 13.7 445
60.4 9.4 1.9 1.9 3.8 0.0 1.9 20.8 53

2012年調査（62回）

全体
男子
女子
前期
後期

文学部
理学部
農学部
経済学部

文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部

区　　分

弥生

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場
本郷

医学部
工学部
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８－３表　これから日本学生支援機構の奨学金を受けたいと思いますか　（設問５２）

受けたい(%) 受けたくない(%) 事例数(人)

42.7 57.3 171

40.9 59.1 127
39.3 60.7 89
43.2 56.8 37
43.8 56.3 48
40.8 59.2 76
41.5 58.5 41
42.2 57.8 83

男子 37.5 62.5 24
女子 47.1 52.9 17
男子 41.3 58.7 63
女子 42.1 57.9 19

43.8 56.3 48
44.4 55.6 9
0.0 100.0 2
44.4 55.6 18
28.6 71.4 7
50.0 50.0 20
25.0 75.0 12
0.0 100.0 3

100.0 0.0 2
0.0 0.0 0

100.0 0.0 1
50.0 50.0 2
46.0 54.0 50
41.9 58.1 62
25.0 75.0 12

区　　分

2012年調査（62回）

全体
男子
女子
前期
後期
文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部
医学部
工学部
文学部
理学部
農学部
経済学部

弥生

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場
本郷
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８－４表　日本学生支援機構の奨学金はどんな面で役に立っていますか　（設問５３）　（２つまで） （複数回答、回答者数を分母）

家庭の経済的な負担
が軽減される(%)

多少ともゆとりのあ
る生活ができる(%)

アルバイトが軽減
される(%)

奨学金があるので生活が
成り立っている(%)

定期的な収入になる
ので助かる(%)

その他(%) 事例数(人)

78.4 24.5 19.1 38.2 14.1 1.2 241

73.6 22.0 23.8 34.8 15.9 2.6 227
72.4 21.1 21.1 36.8 15.7 3.2 185
81.1 29.7 35.1 27.0 13.5 0.0 37
71.6 25.5 21.6 40.2 10.8 2.9 102
74.6 17.8 25.4 32.2 20.3 2.5 118
75.9 28.9 24.1 31.3 10.8 3.6 83
71.5 16.8 23.4 38.7 19.0 2.2 137

男子 71.0 30.6 17.7 32.3 11.3 4.8 62
女子 90.5 23.8 42.9 28.6 9.5 0.0 21
男子 73.3 15.0 21.7 40.0 18.3 2.5 120
女子 61.5 38.5 30.8 30.8 15.4 0.0 13

71.6 25.5 21.6 40.2 10.8 2.9 102
86.7 26.7 20.0 46.7 13.3 0.0 15
66.7 0.0 0.0 33.3 33.3 0.0 3
62.2 10.8 24.3 32.4 29.7 5.4 37
81.8 18.2 27.3 45.5 9.1 0.0 11
71.4 28.6 14.3 28.6 14.3 7.1 14
80.0 26.7 20.0 33.3 13.3 0.0 15
75.0 25.0 25.0 0.0 25.0 0.0 4
66.7 33.3 66.7 0.0 0.0 0.0 3
75.0 0.0 50.0 50.0 25.0 0.0 4
100.0 0.0 33.3 33.3 0.0 0.0 6
83.3 16.7 50.0 0.0 50.0 0.0 6
71.6 24.8 23.9 39.4 11.0 2.8 109
74.0 16.7 24.0 32.3 21.9 3.1 96
80.0 26.7 20.0 33.3 13.3 0.0 15

区　　分

2012年調査（62回）

全体
男子
女子
前期
後期
文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部
医学部
工学部
文学部
理学部
農学部
経済学部

弥生

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場
本郷
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８－５表　他の団体から定期的な奨学金を受けていますか　（設問５４）

公益法人等・地方公共団体等
の奨学金(%)

大学独自の奨学金
（学内奨学金）(%)

受けていない(%) 事例数(人)

5.3 0.5 94.3 1,500

6.0 0.2 93.8 1,424
5.9 0.2 93.9 1,117
6.5 0.3 93.2 294
6.2 0.3 93.5 682
5.8 0.1 94.1 676
7.0 0.2 92.8 570
5.2 0.3 94.5 788

男子 6.8 0.2 93.0 414
女子 7.7 0.0 92.3 156
男子 5.5 0.2 94.3 653
女子 4.0 0.8 95.2 124

6.2 0.3 93.5 682
14.4 0.0 85.6 90
2.8 0.0 97.2 36
5.1 0.0 94.9 178
7.5 0.0 92.5 67
1.3 0.0 98.7 79
7.1 0.0 92.9 70
1.4 1.4 97.1 70
3.2 0.0 96.8 31
8.3 0.0 91.7 12
0.0 0.0 100.0 25
11.1 0.0 88.9 18
6.1 0.3 93.7 725
5.7 0.2 94.1 563
7.1 0.0 92.9 70

区　　分

2012年調査（62回）

全体
男子
女子
前期
後期
文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部
医学部
工学部
文学部
理学部
農学部
経済学部

弥生

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場
本郷
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８－６表　他の団体から奨学金を受けていない理由　（設問５５）

受ける必要がな
い(%)

出願資格がない
(%)

掲示等に気がつ
かなかった(%)

出願したが採用
されなかった

(%)

事務手続きが煩
雑だから申請し
なかった(%)

その他(%)
書類を期限まで
に整えられな
かった(%)

貸与なので申請
しなかった(%)

事例数(人)

60.5 12.9 5.7 2.9 4.7 0.9 0.8 11.5 1,309

67.0 11.7 5.8 2.4 5.6 0.9 0.5 6.2 1,252
68.1 10.4 6.2 2.6 5.6 1.0 0.3 5.7 978
63.4 16.4 4.2 1.9 4.6 0.4 1.1 8.0 262
66.9 13.7 6.0 2.3 4.8 1.3 0.5 4.5 605
66.3 9.7 5.6 2.5 6.6 0.5 0.5 8.3 590
66.9 13.5 6.7 1.8 5.1 1.2 0.8 3.9 490
66.4 10.5 5.1 2.8 6.1 0.7 0.3 8.1 705

男子 68.7 12.5 6.8 2.0 5.1 1.4 0.6 2.8 351
女子 62.6 15.8 6.5 1.4 5.0 0.7 1.4 6.5 139
男子 67.3 9.1 6.0 2.9 6.2 0.9 0.2 7.5 584
女子 63.1 18.0 0.9 2.7 3.6 0.0 0.9 10.8 111

66.9 13.7 6.0 2.3 4.8 1.3 0.5 4.5 605
70.8 12.5 2.8 1.4 2.8 1.4 0.0 8.3 72
71.9 12.5 6.3 3.1 3.1 0.0 0.0 3.1 32
64.2 10.1 7.5 1.3 8.8 0.6 0.6 6.9 159
58.2 12.7 9.1 1.8 9.1 0.0 1.8 7.3 55
60.8 5.4 5.4 1.4 9.5 0.0 0.0 17.6 74
63.5 9.5 3.2 6.3 3.2 0.0 0.0 14.3 63
71.7 10.0 5.0 1.7 6.7 1.7 0.0 3.3 60
85.7 0.0 3.6 0.0 3.6 0.0 3.6 3.6 28
80.0 10.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 10.0 10
73.9 8.7 4.3 4.3 8.7 0.0 0.0 0.0 23
42.9 14.3 7.1 21.4 7.1 0.0 0.0 7.1 14
68.0 13.1 5.8 2.2 4.7 1.2 0.6 4.5 643
65.2 10.2 6.1 2.2 7.4 0.6 0.4 7.8 489
63.5 9.5 3.2 6.3 3.2 0.0 0.0 14.3 63

区　　分

2012年調査（62回）

全体
男子
女子
前期
後期
文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部
医学部
工学部
文学部
理学部
農学部
経済学部

弥生

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場
本郷
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８－７表　これから他の団体の奨学金を受けたいと思いますか　（設問５６）

受けたい(%) 受けたくない(%) 事例数(人)

42.4 57.6 132

41.7 58.3 84
35.6 64.4 59
54.2 45.8 24
46.7 53.3 30
40.4 59.6 52
43.5 56.5 23
42.4 57.6 59

男子 33.3 66.7 12
女子 54.5 45.5 11
男子 37.8 62.2 45
女子 53.8 46.2 13

46.7 53.3 30
33.3 66.7 6
0.0 100.0 1
41.7 58.3 12
20.0 80.0 5
46.2 53.8 13
33.3 66.7 9
0.0 100.0 2

100.0 0.0 2
100.0 0.0 1
0.0 0.0 0

100.0 0.0 1
51.5 48.5 33
37.5 62.5 40
33.3 66.7 9

区　　分

2012年調査（62回）

全体
男子
女子
前期
後期
文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部
医学部
工学部
文学部
理学部
農学部
経済学部

弥生

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場
本郷
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８－８表　他の団体の奨学金はどんな面で役に立っていますか　（設問５７）　（２つまで） （複数回答、回答者数を分母）

家庭の経済的な負担
が軽減される(%)

多少ともゆとりのあ
る生活ができる(%)

アルバイトが軽減さ
れる(%)

奨学金があるので生活が
成り立っている(%)

定期的な収入になる
ので助かる(%)

その他(%) 事例数(人)

72.1 20.9 22.1 39.5 15.1 2.3 86

70.1 19.5 23.0 32.2 23.0 0.0 87
68.7 16.4 20.9 35.8 22.4 0.0 67
75.0 30.0 30.0 20.0 25.0 0.0 20
61.4 20.5 18.2 31.8 27.3 0.0 44
80.0 20.0 27.5 32.5 20.0 0.0 40
70.7 26.8 24.4 29.3 22.0 0.0 41
69.8 14.0 20.9 34.9 25.6 0.0 43

男子 69.0 20.7 24.1 34.5 20.7 0.0 29
女子 75.0 41.7 25.0 16.7 25.0 0.0 12
男子 67.6 13.5 18.9 37.8 24.3 0.0 37
女子 83.3 16.7 33.3 16.7 33.3 0.0 6

61.4 20.5 18.2 31.8 27.3 0.0 44
76.9 38.5 7.7 38.5 30.8 0.0 13
100.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 1
77.8 0.0 33.3 22.2 22.2 0.0 9
80.0 20.0 20.0 40.0 20.0 0.0 5
100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1
100.0 20.0 20.0 20.0 20.0 0.0 5
100.0 0.0 50.0 50.0 0.0 0.0 2
0.0 0.0 100.0 100.0 0.0 0.0 1

100.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 1
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0
50.0 50.0 100.0 0.0 0.0 0.0 2
60.9 19.6 21.7 32.6 26.1 0.0 46
78.8 21.2 24.2 33.3 21.2 0.0 33
100.0 20.0 20.0 20.0 20.0 0.0 5

区　　分

2012年調査（62回）

全体
男子
女子
前期
後期
文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部
医学部
工学部
文学部
理学部
農学部
経済学部

弥生

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場
本郷
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９－１表　過去１年間にアルバイトをしましたか　（設問５８）

継続的（１ヶ月以上）
アルバイトをした(%)

臨時的（１ヶ月未満）
アルバイトをした(%)

継続的なアルバイトと
臨時的アルバイトを両

方した(%)
しなかった(%) 事例数(人)

54.5 12.0 14.5 19.1 1,494

54.8 9.8 13.9 21.4 1,437
55.0 11.0 11.2 22.8 1,122
54.0 5.6 23.2 17.2 302
49.4 11.0 14.6 24.9 690
60.0 8.7 13.1 18.2 680
53.6 9.1 16.4 20.9 573
55.5 10.4 12.0 22.1 797

男子 54.1 10.7 12.4 22.8 412
女子 52.2 5.0 26.7 16.1 161
男子 54.9 11.4 10.6 23.1 659
女子 57.5 6.3 17.3 18.9 127

49.4 11.0 14.6 24.9 690
50.6 13.5 13.5 22.5 89
68.6 0.0 14.3 17.1 35
61.9 8.3 11.6 18.2 181
55.9 5.9 13.2 25.0 68
60.8 8.9 11.4 19.0 79
63.9 5.6 13.9 16.7 72
67.1 5.7 14.3 12.9 70
61.3 12.9 16.1 9.7 31
40.0 20.0 10.0 30.0 10
64.0 16.0 16.0 4.0 25
45.0 15.0 15.0 25.0 20
49.8 11.2 14.6 24.4 731
59.8 8.6 12.9 18.7 567
63.9 5.6 13.9 16.7 72

区　　分

2012年調査（62回）

全体
男子
女子
前期
後期
文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部
医学部
工学部
文学部
理学部
農学部
経済学部

弥生

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場
本郷

193



９－２表　アルバイトの種類　（設問５９）　（２つまで） （複数回答、回答者数を分母）

家庭教師(%) 塾の講師(%)
試験監督・採点

(%)
一般事務(%) 単純労働(%)

販売・セール
ス・サービス業

(%)

特殊技能を要す
ること(%)

コンピュータへ
の入力オペレー

タ(%)
その他(%) 事例数(人)

26.7 42.7 22.3 8.8 10.4 18.0 3.0 1.3 7.8 1,200

26.8 41.0 21.3 8.8 12.7 18.0 5.1 0.9 7.8 1,128
23.8 42.2 21.6 8.0 13.5 15.0 5.2 1.0 7.7 865
36.8 37.2 20.4 12.0 9.2 27.6 4.4 0.4 7.6 250
26.1 44.4 23.9 8.5 12.7 16.8 2.7 0.8 7.7 518
26.8 38.4 18.4 8.6 13.5 18.9 7.2 1.1 8.1 555
24.7 39.1 20.8 11.5 12.1 22.5 3.8 1.1 9.3 453
27.7 42.9 21.3 6.5 13.9 14.5 6.0 0.8 6.9 620

男子 18.6 40.6 20.8 10.1 14.5 18.2 3.1 1.3 10.1 318
女子 39.3 35.6 20.7 14.8 6.7 32.6 5.2 0.7 7.4 135
男子 26.7 43.1 21.9 6.3 13.8 12.8 6.9 1.0 6.5 506
女子 32.0 42.7 18.4 7.8 12.6 21.4 1.9 0.0 7.8 103

26.1 44.4 23.9 8.5 12.7 16.8 2.7 0.8 7.7 518
21.7 40.6 20.3 8.7 14.5 20.3 1.4 0.0 11.6 69
37.9 34.5 27.6 3.4 6.9 17.2 10.3 0.0 3.4 29
25.2 42.2 16.3 7.5 15.0 16.3 9.5 0.0 5.4 147
23.5 35.3 15.7 9.8 11.8 23.5 11.8 2.0 7.8 51
31.3 34.4 15.6 7.8 14.1 9.4 12.5 0.0 9.4 64
26.7 43.3 21.7 8.3 15.0 25.0 1.7 1.7 11.7 60
29.5 45.9 16.4 8.2 8.2 27.9 1.6 1.6 8.2 61
21.4 28.6 17.9 21.4 10.7 25.0 14.3 7.1 3.6 28
14.3 28.6 14.3 0.0 42.9 14.3 14.3 0.0 0.0 7
25.0 29.2 25.0 16.7 12.5 8.3 4.2 4.2 8.3 24
46.7 13.3 20.0 0.0 20.0 13.3 0.0 0.0 20.0 15
25.7 43.4 23.5 9.0 13.0 17.2 3.4 1.1 7.4 553
27.4 38.5 18.0 8.0 13.0 17.8 7.4 0.7 8.0 460
26.7 43.3 21.7 8.3 15.0 25.0 1.7 1.7 11.7 60

区　　分

2012年調査（62回）

全体
男子
女子
前期
後期
文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部
医学部
工学部
文学部
理学部
農学部
経済学部

弥生

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場
本郷
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９－３表　アルバイトに費やす時間と収入額　（設問６０）

平均値 事例数(人) 平均値 事例数(人)

9.7 1,179 40,040 1,176

8.3 1,046 41,125 1,046
8.2 797 41,043 797
8.7 237 40,743 237
8.2 481 38,249 481
8.6 513 43,390 513
8.8 419 40,840 419
8.1 575 40,948 575

男子 8.8 291 41,344 291
女子 8.9 128 39,695 128
男子 7.9 467 40,009 467
女子 8.6 97 43,423 97

8.2 481 38,249 481
8.5 66 40,455 66
7.2 28 57,786 28
7.8 134 44,642 134
10.7 45 49,978 45
7.5 59 34,949 59
10.0 58 44,966 58
9.4 51 44,588 51
9.2 27 42,185 27
10.1 7 40,857 7
9.1 24 36,750 24
6.1 14 34,929 14
8.3 515 38,491 515
8.3 421 43,292 421
10.0 58 44,966 58

区　　分
平均時間（時間/週） 平均収入（円/月）

2012年調査（62回）

全体
男子
女子
前期
後期
文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部
医学部
工学部
文学部

薬学部
駒場
本郷
弥生

理学部
農学部
経済学部
教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
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９－４表　アルバイトの目的　（設問６１）

生活費を稼ぐため(%) 勉学費を稼ぐため(%) 学生生活を楽しむため(%) 社会経験のため(%) その他(%) 事例数(人)

31.7 5.2 34.6 25.2 3.3 1,195

31.8 3.5 36.5 23.0 5.2 1,121
31.5 3.7 36.6 22.8 5.4 859
32.1 2.8 36.5 23.7 4.8 249
30.1 2.5 37.3 25.4 4.7 515
34.1 4.5 35.8 20.1 5.4 551
31.3 3.3 39.1 20.9 5.3 450
32.8 3.7 34.6 24.0 4.9 616

男子 32.1 3.5 39.7 19.4 5.4 315
女子 29.6 3.0 37.8 24.4 5.2 135
男子 31.6 4.0 34.6 24.7 5.2 503
女子 36.3 2.9 34.3 22.5 3.9 102

30.1 2.5 37.3 25.4 4.7 515
36.8 1.5 32.4 23.5 5.9 68
24.1 6.9 51.7 13.8 3.4 29
34.2 3.4 33.6 26.0 2.7 146
32.0 10.0 44.0 10.0 4.0 50
32.8 6.3 29.7 20.3 10.9 64
46.7 1.7 35.0 11.7 5.0 60
23.3 1.7 45.0 26.7 3.3 60
39.3 7.1 32.1 17.9 3.6 28
28.6 14.3 28.6 28.6 0.0 7
33.3 4.2 29.2 12.5 20.8 24
40.0 13.3 26.7 13.3 6.7 15
30.5 2.9 36.9 25.1 4.5 550
32.2 4.6 36.2 21.3 5.7 456
46.7 1.7 35.0 11.7 5.0 60

区　　分

2012年調査（62回）

全体
男子
女子
前期
後期
文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部
医学部
工学部
文学部
理学部
農学部
経済学部

弥生

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場
本郷
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９－５表　継続的アルバイトは勉学の妨げになりませんでしたか　（設問６２）

かなり妨げになった(%) 多少妨げになった(%) 妨げにならなかった(%) 事例数(人)

7.7 44.0 48.4 1,001

6.5 44.2 49.3 1,006
6.6 44.3 49.1 759
5.5 44.3 50.2 235
6.8 42.6 50.6 453
6.3 44.2 49.5 507
7.1 44.9 48.0 408
6.2 42.4 51.4 552

男子 7.8 44.0 48.2 282
女子 5.6 46.8 47.6 126
男子 6.1 42.8 51.1 442
女子 6.1 40.4 53.5 99

6.8 42.6 50.6 453
5.3 42.1 52.6 57
0.0 51.7 48.3 29
5.2 44.4 50.4 135
14.6 39.6 45.8 48
5.0 50.0 45.0 60
5.3 43.9 50.9 57
6.8 39.0 54.2 59
4.2 54.2 41.7 24
16.7 33.3 50.0 6
5.0 50.0 45.0 20
16.7 25.0 58.3 12
6.8 43.1 50.1 483
6.4 43.8 49.8 420
5.3 43.9 50.9 57

区　　分

2012年調査（62回）

全体
男子
女子
前期
後期
文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部
医学部
工学部
文学部
理学部
農学部
経済学部

弥生

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場
本郷
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９－６表　現在の暮らし向きについてどうお考えですか　（設問６３）

かなり楽な方(%) やや楽な方(%) 普通(%) やや苦しい方(%) 大変苦しい方(%) わからない(%) 事例数(人)

29.2 24.7 31.1 11.5 2.7 0.9 1,510

28.3 25.1 30.3 11.9 2.5 1.9 1,449
26.7 26.6 30.0 12.6 2.4 1.8 1,133
35.0 20.5 30.4 9.2 2.6 2.3 303
24.8 28.4 31.5 11.7 2.2 1.4 693
32.3 21.7 27.9 12.8 3.1 2.2 687
31.8 23.6 28.9 11.0 3.1 1.5 581
26.2 26.2 30.3 13.1 2.3 2.0 799

男子 29.8 26.0 28.6 11.2 2.9 1.4 419
女子 37.0 17.3 29.6 10.5 3.7 1.9 162
男子 24.8 27.0 29.9 14.0 2.3 2.0 662
女子 34.1 23.8 29.4 8.7 1.6 2.4 126

24.8 28.4 31.5 11.7 2.2 1.4 693
34.8 20.2 23.6 14.6 5.6 1.1 89
47.2 19.4 19.4 11.1 2.8 0.0 36
26.7 20.0 32.8 14.4 4.4 1.7 180
40.0 21.4 22.9 11.4 2.9 1.4 70
29.6 30.9 25.9 7.4 2.5 3.7 81
31.0 19.7 31.0 18.3 0.0 0.0 71
29.2 25.0 33.3 8.3 1.4 2.8 72
48.4 9.7 22.6 12.9 3.2 3.2 31
25.0 25.0 16.7 16.7 0.0 16.7 12
36.0 24.0 24.0 12.0 0.0 4.0 25
20.0 20.0 35.0 15.0 5.0 5.0 20
25.8 27.6 30.8 11.8 2.2 1.8 736
31.8 22.5 28.1 12.0 3.5 2.1 573
31.0 19.7 31.0 18.3 0.0 0.0 71

区　　分

2012年調査（62回）

全体
男子
女子
前期
後期
文科系
理科系
文科系

理科系

教養学部・前期課程
法学部
医学部
工学部
文学部
理学部
農学部
経済学部

弥生

教養学部・後期課程（文系）
教養学部・後期課程（理系）
教育学部
薬学部
駒場
本郷
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学 生 委 員 会 学 生 生 活 調 査 室 

平成２７年１１月現在 

調 査 室 長 藤 村 宣 之（大学院教育学研究科・教育学部） 

副調査室長 赤 川   学（大学院人文社会系研究科・文学部） 

室 員   井 上 達 夫（大学院法学政治学研究科・法学部） 

〃 吉 川 雅 英（大学院医学系研究科・医学部） 

〃 国 枝 正 典（大学院工学系研究科・工学部） 

〃 西 原   寛（大学院理学系研究科・理学部） 

〃 八 木 信 行（大学院農学生命科学研究科・農学部） 

〃 岡 崎 哲 二（大学院経済学研究科・経済学部） 

〃 豊 島 陽 子（大学院総合文化研究科・教養学部） 

〃 村 田 茂 穂（大学院薬学系研究科・薬学部） 

〃 高 野   明（学生相談ネットワーク本部） 

〃 小 林 雅 之（大学総合教育研究センター） 

〃 有 田   伸（社会科学研究所） 

〃 阿 部 正 一（本部部長（教育・学生支援部）） 

〃 蔭 山 達 矢（本部課長（教育・学生支援部）） 

担当部署 本部学務課総務・企画チーム（教育･学生支援部） 



2015年12月1日 
東京大学学生委員会学生生活調査室 

〒113-8654 東京都文京区本郷７丁目３番１号 
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